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取扱説明書

★ ご使用前に必ず取扱説明書を読み、 使用方法や取り扱い時の注意事項を熟知されま
すよ う お願いいた し ます。

★ プロ ッ タが動作中 （移動中または刃が振動中） は、 絶対にフ ラ ッ ト ベ ッ ト （カ ッ ト
パネル） のそばに身体 （顔、 手） や衣服、 その他の物体を近づけないで く だ さ い。
重大なケガを発生する危険があ り ます。
特にデータの確認のため、 ヘ ッ ド をあげて空動作するよ う な行為は、 ヘ ッ ド安全カ
バーの下に手が入っ て し まいます。 ケガの原因にな り ますので、 十分にご注意下さ
い。

★ ヘ ッ ド の各ユニ ッ ト （A,B,C） は高速に動作し ます。 作図結果を確認し た り、 ワーク
のずれや浮きが発生し た時の修正などは、 必ず本装置を止め、 ローカルモー ドか電
源をオフに し た状態で行っ て く だ さい。

★ ツール （レシプロ カ ッ ター他） の取り付けは、 必ず本装置の電源をオフにし た状態
で行っ て下さい。
電源をオン し た状態でツールの交換を行う と、 誤ったパネル操作などで、 思わぬケ
ガをする危険があ り ます。

フ ラ ッ ト ベ ッ ド型電動レシプロ カ ッ テ ィ ングプロ ッ タ
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本装置の接続に於いて、 当社指定のケーブルを使用し ない場合は、 VCCI ルールの限度を超える こ とが
考えられます。 必ず、 当社指定のケーブルを使用し て く だ さい。

テレビ／ラジオの受信障害について

本書が解説する製品は、 使用時に高周波が発生し ます。 このため、 本製品が不適切な条件下で設置ま
たは使用された場合、 ラ ジオやテレ ビの受信障害が発生する可能性があ り ます。 し たがっ て特殊な ラ
ジオ／テレビに対し ては保証し てお り ません。
も し も、 この製品がラ ジオ／テレ ビ受信の障害原因と思われま し たら、 この製品の電源を切る こ と に
よ り ご確認いただけます。 電源を切る こ と によ り受信障害が解消されればこの製品が原因と考え られ
ます。
も し障害の原因なら、 次の手順のいずれか、 あるいはい く つかを組み合わせてお試し く だ さい。
● テレビやラジオのアンテナの向き を変え、 受信障害の発生し ない位置を さがし て く だ さい。
● この製品から離れた場所にテレビやラジオを設置し て く だ さい。
● この製品とは別の電源供給路にある コ ンセン ト にテレビやラ ジオを接続し て く だ さい。

ご注意

● 株式会社 ミ マキエンジニア リ ングの保証規定に定める ものを除き、 本製品の使用または使用不
能から生ずるいかなる損害 （逸失利益、 間接損害、 特別損害またはその他の金銭的損害を含み、
これらに限定し ない） に関し て一切の責任を負わないものとする。 また、 株式会社 ミ マキエンジ
ニア リ ングに損害の可能性について知ら されていた場合も同様とする。
一例と し て、 本製品を使用し て メ デ ィ ア （ワーク） 等の損失やメ デ ィ アを使用し て作成された物に
よ って生じ た間接的な損失等の責任負担も し ないものとする。

● 本書の内容の一部および全部を無断転載する こ と を禁ずる。

© 株式会社 ミ マキエンジニア リ ング 　 2008

この装置は、 情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （VCCI） の基準に基づ く ク ラス A 情報技術装置
です。 この装置を家庭で使用する と電波妨害を引き起こすこ とがあ り ます。 この場合には使用者が適
切な対策を講ずるよ う要求される こ とがあ り ます。



i

はじめに

この度は、 フ ラ ッ ト ベ ッ ト 型電動レシプロ カ ッ テ ィ ングプロ ッ タ 「CF2 /DC シ リーズ」 をお買いあげ
いただき、 誠にあ りがと う ございます。

本書は、 「CF2 /DC シ リーズ」 の RC モデル、 RT モデル、 R モデルについて説明いた し ます。
特にモデル名の記載がない機能については、 全モデル共通事項です。

本書をお読みにな り、 十分理解し てからお使い く だ さ い。 また、 本書をいつも手元に置いてお使い く
だ さい。

おねがい

● 本書は、 本装置をお使いになる担当者のお手元に確実に届 く よ う お取りはからい く だ さい。
● 本書は、 内容について十分注意し て作成し ていますが、 万一不審な点があ り ま し たら、 販売店また

は弊社営業所までご連絡 く だ さい。
● 本書は、 改良のため予告な く 変更する場合があ り ます。 ご了承 く だ さい。
● 取扱説明書の 新版は、 弊社ホームページから もダウンロー ド できます。

★ 本装置は、 刃物を使用し ています。 動作中は大変危険です。 絶対に手や頭など を
ヘ ッ ド に近付けないで下さい。 指などを切る恐れがあ り ます。
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モデル名について

モデル名は次のよ う な構成になっ ています。

モデル名 ： Ｃ Ｆ ２

サイズ

ヘ ッ ド

ト ンボセンサー

モデル名 ： Ｄ Ｃ

サイズ

ヘ ッ ド

ト ンボセンサー

０ ９ ０ ７ ７ ０ ０ × ９ ０ ０ ｍｍ

０ ９ １ ２ １ ２ ０ ０ × ９ ０ ０ ｍｍ

１ ２ １ ５ １ ５ ０ ０ × １ ２ ０ ０ ｍｍ

１ ２ １ ８ １ ８ ０ ０ × １ ２ ０ ０ ｍｍ

RC レシプロ カ ッ ターユニ ッ ト 2mm
罫引きユニ ッ ト

RT レシプロ カ ッ ターユニ ッ ト 5mm
罫引きユニ ッ ト

Ｎ ト ンボセンサー無し

Ｓ ト ンボセンサー有り

０ ９ ０ ７ ７ ０ ０ × ９ ０ ０ ｍｍ

０ ９ １ ２ １ ２ ０ ０ × ９ ０ ０ ｍｍ

１ ２ １ ５ １ ５ ０ ０ × １ ２ ０ ０ ｍｍ

１ ２ １ ８ １ ８ ０ ０ × １ ２ ０ ０ ｍｍ

R レシプロ カ ッ ターユニ ッ ト

Ｓ ト ンボセンサー有り
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安全にお使いいただ く ために

ご使用前に必ず取扱説明書を読み、 使用方法や取り扱い時の注意事項を熟知されますよ う お願いいた
し ます。

絵表示について

本書では、 本装置を安全に正し く お使いいただ く ため、 また機器の損傷を防ぐため、 いろいろな絵
表示を し ています。 その表示と意味は次のよ う になっ ています。 内容を十分理解し てから本文をお
読み く だ さい。

絵表示の例

★ この表示を無視し て誤った取り扱いをする と、 人が死亡または傷害を負う可能性が
想定される内容を示し ています。

★ この表示を無視し て誤った取り扱いをする と、 物的損害のみの発生が想定される内
容を示し ています。

記号は、 注意 （危険 ・ 警告を含む） を促す内容がある こ と を告げる ものです。 図の中に具体的
な注意事項 （左図の場合は感電注意） が描かれています。

記号は、 禁止の行為である こ と を告げる ものです。 図の中や近傍に具体的な禁止内容 （左図の
場合は分解禁止） が描かれています。

記号は、 行為を強制し た り、 指示する内容を告げる ものです。 図の中に具体的な指示内容 （左

図の場合は差し込みプラグを コ ンセン ト から抜いて く だ さい） が描かれています。

記号は、 知ってお く と便利なこ とが描かれています。 参考にし て く だ さい。
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警告
分解 ・ 改造はし ない ケーブルの取り扱い

★ プ ロ ッ タ本体やブ ロワユニ ッ ト
の分解 ・ 改造は、 絶対に し ない
で く だ さい。
感電や故障の原因にな り ます。

★ 電源ケーブルや通信ケーブルを
傷つけた り、 破損 し た り、 加工
し ないで く だ さ い。 また、 重い
物をのせた り、加熱し た り、引っ
張っ た り する と電源ケーブルが
破損 し、 火災 ・ 感電の原因にな
り ます

湿気の多い場所では使用し ない ツールの取り扱い

★ 湿気の多い場所での使用や、 装
置に水をかけないで く だ さ い。
火災や感電、 故障の原因にな り
ます。

★ カ ッ タ ーホルダーや刃先は、 子
供の手の届かない場所に保管し
て く だ さ い。 操作パネルの ト レ
イには、 カ ッ タ ーホルダーや刃
先は置かないで く だ さい。

異常事態の発生 粉じん対策について

★ 万一、 煙が出ている、 へんな臭
いがするなどの異常事態のまま
使用する と、 火災 ・ 感電の原因
にな り ます。すぐに、電源スイ ッ
チをオ フ に し て、 その後必ずプ
ラ グを コ ンセン ト から抜いて く
だ さ い。 煙が出な く なるのを確
認し てから、 販売店または弊社
営業所に修理 を ご 依頼 く だ さ
い。 お客様によ る修理は危険で
すから、 絶対におやめ く だ さい。

★ 健康を害する粉じ んが発生する
物質を扱 う 場合は、 マス ク など
の防護対策を し て く だ さい。

電源 ・ 電圧について 保守はサービスエンジニアにおまかせ く ださい

★ 表示された電源仕様で使用し て
く だ さ い。 また、 電源ケーブル
のプ ラ グは、 必ずアース処理 し
た コ ンセン ト に差し込んで く だ
さ い。 火災 ・ 感電の原因にな り
ます。

★ 故障し た と きなど、 保守作業は、
サービスエ ンジニアにおまかせ
く だ さ い。 お客様での保守作業
は感電など危険が伴います。 絶
対に行わないで く だ さい。
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使用上の注意

注意
次の電源仕様を使用し て く だ さい ダブついた服装や装飾品は身につけない

★ 必ず、 次の電源仕様のコ ンセン
ト に電源ケーブルを接続し て く
だ さい。

●本体 AC100V±10%
50/60Hz
500W 以上

●ブロワ AC100V
50/60Hz
30A 以上のブレーカー

★ ダブついた服装、 装飾品など を
着用し たまま作業はし ないで く
だ さ い。 また、 長い髪の毛は束
ねて く だ さい。

電源の再投入は、 30 秒経っ てから 動作中、 カ ッ ト パネルに顔を近づけない

★ 本装置の電源を再度 ON する場
合は、電源を OFF にし てから 30
秒経っ てから行って下さい。
誤動作の原因にな り ます。

★ カ ッ ト や作図中には、 顔や手な
ど を カ ッ ト パネルのそばに近づ
けないで く だ さ い。 カ ッ タ ーで
指を切る恐れがあ り ます。

ケーブル類の上に重い物をのせない プロ ッ タの移設は弊社に

★ 電源ケーブルや通信ケーブルを
無理に折 り 曲げた り、 上に重い
物をのせないで く だ さい。
ケーブルが破損し、 感電、 発熱、
発火の原因にな り ます。

★ プ ロ ッ タ は、 精密機器です。 プ
ロ ッ タ を移設する場合は、 弊社
までご連絡 く だ さい。
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設置上の注意

注意
直射日光が当たる場所 振動が発生する場所

★ 直射日光などで、 カ ッ ト パネル
面の温度が 60 ℃を越えるよ う な
場所には設置 し な い で く だ さ
い。 カ ッ ト パネルが変形し た り、
故障の原因にな り ます。

★ 振動が発生する場所では、 正常
な 結果 を 得 る こ と が で き ま せ
ん。

温度や湿度の変化が激しい場所 塵、 ホコ リやタバコの煙が充満し ている場所

★ 次の環境下でお使い く だ さい
使用環境 ： 10 ～ 35 ℃
　 　 　 　 　 35 ～ 75%(Rh)

★ プ ロ ッ タは精密機械です。 塵や
ホ コ リ が充満する場所では使用
し ないで く だ さい。

エア コ ンなどの風が直接当たる場所 燃えやすい物の近 く

★ カ ッ ト 品質に影響を及ぼす場合
があ り ます。

★ ブ ロワは全開で使用する と、 排
気温度が非常に高温にな り ます
ので、 ブ ロワの周 り や排気部前
方に燃えやすい物を置かないで
く だ さい。

水平でない場所 ブロワを設置する場合

★ プ ロ ッ タ が傾いている と、 正常
な 結果 を 得 る こ と が で き ま せ
ん。 また、 故障の原因にな り ま
す。

★ ブロワユニ ッ ト （オプシ ョ ン） を
設置する場合、 「ブロワの取り付
け方法」 の指示に従っ て く だ さ
い。
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本書の読み方

LCD に表示する機能名です。

設定で き る値の
一覧です。

LCD 表示

左のLCD表示から機
能 を 選択す る た め
のキーを示し ます。

操作手順の番号
です。

操作手順の内容 を
示し ます。
LCD表示を示す場合
は、 ［ﾂｳｼﾝｼﾞｮｳｹﾝ］
のよ う に ［ 　 ］ で く
く っています。

ページ番号
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本書の構成

１ 章 　 セ ッ ト ア ッ プ

本装置を開梱後、 コ ンピ ュータに接続するために必要な機能を設定し ます。

２ 章 　 基本動作

ツールやワークの交換、 取り付け方法など、 通常行な う 基本動作について説明し ます。

３ 章 　 異常が発生し た場合

本装置に何らかの異常が発生し た場合の ト ラ ブル対処方法について説明し ます。

４ 章 　 応用機能

便利な機能について説明し ます。

５ 章 　 ト ンボ読み取り機能

ト ンボのデータの作り方や読み取り機能について説明し ます。

６ 章 　 自己診断機能

本装置単体の故障かど うかを調べるための 「セルフ テス ト 」 について説明し ます。

付録

刃先の交換、 メ ニュー構造、 出力サンプルおよび別売品のご紹介などについて説明し ます。

索引

知り たい機能、 および項目を検索する と きにご覧 く だ さい。
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本装置の特徴

厚物や柔らかい素材のカ ッ ト が可能

カ ッ ターを高速に上下往復運動する こ とによ り、 大 20 mm までの厚物を カ ッ ト できます。
従来のカ ッ テ ィ ングプロ ッ タ ではカ ッ ト できなかったスポンジや段ボールなど、 多彩な素材を自在
にカ ッ ト し ます。

素材に応じ たモデルを用意

RT モデル ： ペン /1.5 kg タ ンジ ェ ンシャルカ ッ ター / レシプロ カ ッ ター
RC モデル ： ペン /5 kg タ ンジ ェ ンシャルカ ッ ター / レシプロ カ ッ ター
R モデル ： レシプロ カ ッ ター

■対応素材

高い信頼性と確かなカ ッ ト 品質

Ｘ 、 Ｙ 、 Ｚ 、 θ の ４ 軸ソ フ ト ウ ェ アサーボ制御によ る高い信頼性と、 特殊駆動による高剛性によ
り、 オーバーシ ュー ト や歪みの少ない高精度で美し いカ ッ ト を実現。 また、 偏芯補正機能によ り、
カ ッ タ ーホルダーの偏芯を ソ フ ト ウ ェ アで調整でき るため、 さ ら に精度の高いカ ッ ト を実現し ま
す。

確実にワーク を支える機構を搭載

ワーク を固定するテーブル部には、 エアー吸着方式を採用する こ とによ り、 素材の確実な固定と容
易な脱着が可能です。 また、 切り抜き （ダイ カ ッ ト ） 時のカ ッ ター刃先を保護する板面も採用し て
います。 さ らに、 ロールハンガー （OPT-C0119） のセ ッ ト も可能です。
＊一部、 素材の特性や大き さによ り、 素材の固定が確実にできない可能性があ り ます。

RT モデル RC モデル R モデル

スポンジ 段ボール （E ～ AB 段） 反射シー ト

サイ ン用塩ビシー ト コー ト ボール 10 号 サン ド ブラス ト 用ゴム

反射シー ト サイ ン用塩ビシー ト コー ト ボール 10 号

サン ド ブ ラス ト 用ゴム 工業用板ゴム サイ ン用塩ビシー ト

工業用板ゴム バフ ン紙 工業用板ゴム

ウ ッ ド ラ ッ ク パターンハッポー ト

コー ト ボール 10 号

パターンハッポー ト
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各種先端機能によ りハイ クオ リ テ ィ を実現

■始点 ・ 終点補正
厚いワークの場合、 カ ッ ト 開始 ・ 終了位置を補正する こ とによ り、 ワークの切り離しが容易にな り
ます。

■プレス補正
厚いワーク を カ ッ ト する場合、 カ ッ ト 圧力を補正する こ とによ り、 切り残しの無いカ ッ ト が可能で
す。

■円 θ 補正
ワークの厚さ、 硬度によ っ て発生する円の始終点のずれ量を補正する こ とによ り、 正円に近い円を
カ ッ ト できます。

■偏芯補正
中心を カ ッ ト 方向にずらすこ とによ り、 曲線カ ッ ト の精度を向上する こ とができます。
また、 カ ッ ト 方向と直角方向のカ ッ ター位置が任意に調整できます。 ホルダーの精度に頼らず、 正
確なカ ッ ト が可能です。

■ツール別のカ ッ ト 条件を複数登録
ツール別に圧力、 速度、 始点 ・ 終点補正、 オフセ ッ ト 等のカ ッ ト 条件を 12 種類登録できます。

市販の刃先を利用可能、 ラ ンニングコ ス ト を軽減

素材に応じ て、 各種カ ッ ターホルダー、 罫引ローラーをご用意。 また、 市販の安価なカ ッ ター刃も
利用でき、 ラ ンニングコ ス ト が軽減できます。

四角 ト ンボ読み取り機能を装備

高性能カ ラーフ ォ ト センサーを用いた、 四角 ト ンボ読み取り機能を採用し ま し た。 メ デ ィ アの色を
選ばずに四角 ト ンボ検出が可能なので、 カ ッ ト の用途が拡大し ます。 四角 ト ンボ読み取り機能は、
S （ ト ンボセンサー有り） モデルのみ対応し ています。

■連続カ ッ ト
同一パターンが等間隔で複数印刷し てある場合、 四角 ト ンボ読み取り を し ながら指定枚数分自動的
にカ ッ ト し ます。

■分割カ ッ ト
カ ッ ト データが 大有効エ リ アよ り大きい場合、 分割し てカ ッ ト し ます。

メ デ ィ アのセ ッ ト が簡単に

脱着可能な メ デ ィ アガイ ド を装備する こ と によ り、 ワーク を簡単にセ ッ ト
でき、 作業効率がア ッ プ し ます。
また、 マークチ ッ プを使用し た、 裏面カ ッ ト にも対応し ています。
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第 1 章
セ ッ ト ア ッ プ

この章では、 本装置を開梱し た後から コ ン ピ ュータ に接続するために必要な機能の
設定を行います。

も く じ

設置場所...............................................................................................................................................................................1-2
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付属品の確認.....................................................................................................................................................................1-5
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設置場所

次の設置スペースを確保でき る場所に、 本装置を設置し て く だ さい。

設置スペース （CF2/DC-0907)

設置スペース （CF2/DC-0912)

★ 設置スペース内には、 物を置かないで く だ さい。 つまず く 恐れがあ り ます。

★ 本装置は換気のよい場所に設置し て く だ さい。 締めき った部屋で使用する と、 ブロ
ワの排気やレシプロの排気によ り、 気分が悪 く なる場合があ り ます。

★ 床から天井までは、 2300 mm 以上の高さが必要です。

1000mm 1000mm

1000mm

1000mm

3595mm

3257mm

1000mm 1000mm

1000mm

1000mm

3595mm

37571mm
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設置場所
設置スペース （CF2/DC-1215)

設置スペース （CF2/DC-1218)

ブロワ （オプシ ョ ン） の設置場所

ブロワは、 本体の下に設置し て く だ さい。

★ 排気温度は高温にな り ます。 排気方向には燃えやすい物を置かないで く だ さい。

★ 排気温度は 140 ℃まで上がる こ とがあ り ます。 ブロワ停止後も高温ですので、 やけ
どにご注意 く だ さい。

1000mm 1000mm

1000mm

1000mm

3895mm

4057mm

1000mm 1000mm

1000mm

1000mm

3895mm

4357mm
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有効カ ッ ト エ リ ア

モデル別の 大有効カ ッ ト エ リ アは次のとお り です。
ヘ ッ ド （RC ヘ ッ ド 、RT ヘ ッ ド 、R ヘ ッ ド）によ って、 大有効カ ッ ト エ リ アが変わる こ とはあ り ません。

モデル名 X 軸 （mm） Y 軸 （mm）

センサー有 CF2-0907 670 900

CF2-0912 1170 900

CF2-1215 1470 1200

CF2-1218 1770 1200

センサー無 CF2-0907 700 900

CF2-0912 1200 900

CF2-1215 1500 1200

CF2-1218 1800 1200

大有効カ ッ ト エ リ アY 軸

X 軸
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付属品の確認

付属品は、 ヘ ッ ド モデル別および使用用途によ り異な り ます。
別紙の 「付属品リ ス ト 」 を参照の上、 付属品の確認を し て く だ さい。
不足し ている物、 破損し ている物があ り ま し たら、 販売店または弊社営業所までご連絡 く だ さい。
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各部の名称とはたら き

本体

名 　 称 はたら き

① Y バー ヘ ッ ド を Ｙ 方向に移動し ます。

② ヘ ッ ド 各種ツールを取り付けます。ヘ ッ ド によ り、取り付けるツール
が異な り ます。

③ EMERGENCY スイ ッ チ 緊急時に押し ます。強制的に電源をオフにし、動作を停止し ま
す。

④ 電装ボ ッ クス 基板などを内蔵し ています。

⑤ アジャス ターフ ッ ト 脚の高さ を調整し、 カ ッ ト パネル面を水平に保ちます。

⑥ ワークガイ ド ワーク をガイ ド に当てて置 く と、 まっすぐセ ッ ト できます。

⑦ 操作パネル 本装置に必要な設定を行います。

⑧ ブロワユニ ッ ト （オプシ ョ ン） ワーク を カ ッ ト パネルにエアー吸着し ます。

⑨ 原点シール 大有効カ ッ ト エ リ アを示し ます。

⑩ カ ッ ト パネル （フ ェル ト マ ッ ト ） ワーク を取り付けます。エアー吸着用の小さい穴が規則的に並
んでいます。 レシプロ カ ッ タ ー使用時は、 この上にフ ェル ト
マ ッ ト を敷きます。

①

②

③

④

⑤

⑥
⑦

⑧

⑨

⑩
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各部の名称とはたら き
電装ボ ッ ク ス右側面

ブロワユニ ッ ト （オプシ ョ ン）

名 　 称 はたら き

① 電源コネク タ プロ ッ タの電源ケーブルに接続し ます。

② 主電源スイ ッ チ 本装置の主電源をオン／オフ し ます。 通常は、 オンの状態に し て
く ださい。 保守作業時に、 オフにし ます。

③ フ ッ ト スイ ッ チコネク タ バキューム用のフ ッ ト スイ ッ チを接続し ます。 （オプシ ョ ン）
注） 形状が写真と異なる場合があ り ます。

④ RS-232C イ ン ターフ ェ イス イ ン ターフ ェ イスケーブルでコ ンピ ュータに接続し ます。

⑤ IC カー ド スロ ッ ト 保守作業時に使用し ます。

⑥ ブロワ用信号線コネク タ 信号線でオプシ ョ ンのブロワユニ ッ ト に接続し ます。

⑦ オプシ ョ ン コネク タ 特殊用途に対応するための接続コネク タ です。

名 　 称 はたら き

① 電源スイ ッ チ ブロワユニ ッ ト の電源をオン／オフ し ます。 通常はオンにし ておきます。 保
守作業をする場合に、 オフにし ます。

② 電源コネク タ ブロワ用の電源ケーブルを接続し ます。

③ 信号線コネク タ 信号線で電装ボ ッ クスのブロワコネク タ と接続し ます。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

① ② ③
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ヘ ッ ド

正面

名 　 称 はたら き

① ヘ ッ ド固定ネジ ヘ ッ ド を Ｙ バーに固定し ています。 ヘ ッ ドの高さ を調整する と きやヘ ッ ド
を外すと きに緩めます。

② C ユニ ッ ト 罫引きローラーまたはカ ッ ターホルダー （ P. 付録 -2） を取り付けます。
RC ヘ ッ ド モデルの場合は、 1 kg ～ 5 kg までカ ッ ト 圧力が出ます。 RT ヘ ッ
ド モデルの場合は、 0.3 kg ～ 1.5 kg までカ ッ ト 圧力が出ます。

③ A ユニ ッ ト ペンや偏芯カ ッ ター （別売品 P. 付録 -20） を取り付けます。

④ B ユニ ッ ト レシプロ用カ ッ ターホルダーを取り付けます。
RC ヘ ッ ド

• SPA-0113 （カ ッ ターホルダー 2N）
•  SPA-0114 （カ ッ ターホルダー 07）

RT ヘ ッ ド
• SPA-0113 （カ ッ ターホルダー 2N）
• SPA-0099 （カ ッ ターホルダー 06）

注） モデルによ り、 添付し ていないホルダーもあ り ます。

⑤ ト ンボセンサー ト ンボを検出するためのセンサーです。
（ ト ンボセンサー有り モデルのみ）

⑥ ラ イ ト ポイ ン ター ト ンボを読みと るための位置合わせの時に赤色に点灯し ます。
（ ト ンボセンサー有り モデルのみ）

④ ③ ②

①

⑤⑥
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各部の名称とはたら き
操作パネル

名 　 称 はたら き

① 高さ調整ハン ドル ヘ ッ ドの高さ を調整し ます。

② 高さ調整バー ワークの厚みに対し て、 ヘ ッ ドの高さ を調整するためのバーです。

③ ヘ ッ ド安全カバー オペレーターを刃物から保護し ます。ヘ ッ ドが動作中にこのカバーを開 く
と、 プロ ッ ターは停止し、 復旧する こ とはできません。
電源を入れなおし て く ださい。

名 　 称 表記方法 はたら き

① POWER オンスイ ッ チ 本装置の電源をオン し ます。

② POWER ラ ンプ 電源を オ ン にする と 点灯 し ます。 （緑
色）

③ LCD 16 桁、 4 行で本装置の状態や設定 メ
ニューなどを表示し ます。
本文中で LCD 表示 を 示す場合は、
[ ﾂｰﾙｾﾝﾀｸ ] のよ う に、[  ] で く く ってい
ます。

①

② ③

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

⑧⑨⑩⑪⑫⑬

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞
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④ PAGE キー 表示し ているページを進めた り、 戻し
ます。

⑤ CE キー 動作を取り消し （データ ク リ ア、コ ピー
な ど） た り、 入力 し た値を登録せず、
前の階層ページに戻り ます。

⑥ ジ ョ グキー ローカル メ ニ ュー （ P. 2-2） を表

示し ている時は、 矢印方向にヘ ッ ド を
移動し ます。

⑦ ORIGIN キー 本装置の カ ッ ト エ リ ア上に作図原点
（ORIGIN） を設定し ます。

⑧ REMOTE/LOCAL キー 本装置を リ モー ト 状態か、 ローカル状
態に切り換えます。

⑨ END キー 入力し た値を登録し ます。
ローカルメ ニュー （1/4 ～ 4/4 ページ）
を表示し ている時は、 矢印方向にヘ ッ
ド を移動し ます。

⑩ FUNCTION キー ローカル メ ニューで機能を選択し、 設
定値を入力し ます。

⑪ VACUUM キー ワーク をエアー吸着させるブロワのオ
ン／オフ を し ます。

⑫ VACUUM ラ ンプ キ ー を 押 し て ブ ロ ワ を 動かす

と、 点灯し ます。 （緑色）

⑬ POWER オフスイ ッ チ 本装置の電源をオフ し ます。
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ケーブルの接続

ブロワ用信号線ケーブルの接続

ブロワ用信号線ケーブルは、 カ ッ テ ィ ングパネル面下にある電装ボ ッ ク ス と ブロワユニ ッ ト を接続し
ます。

1. ブロワ用信号線ケーブルを、 電装ボ ッ ク スのコネク タ

に差し込みます。

ネジでコネク タ を固定し ます。

2. ブロワ用信号線ケーブルのも う 一方を、 ブロワユニ ッ

ト （オプシ ョ ン） のコネク タに差し込みます。

ネジでコネク タ を固定し ます。

イ ン ターフ ェ イスケーブルの接続

本装置は、 標準で RS-232C 準拠のイ ン ターフ ェ イスを搭載し ています。
イ ン ターフ ェ イスケーブルは、 当社推奨品またはお使いになる コ ンピ ュータ に合ったケーブルをお使
い く だ さい。

1. プロ ッ タ と コ ンピ ュータの電源をオフにし ます。

★ ブロワ用信号線ケーブル、 イ ン ターフ ェ イスケーブルを接続する際は、 電源をオフ
にし て く だ さい。 感電および本装置が破損する恐れがあ り ます。

★ ブロワユニ ッ ト （オプシ ョ ン） の排気口を塞がないで く だ さい。 吸着力が低下する
など、 故障の原因にな り ます。

ネジ

ネジ
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2. イ ン ターフ ェ イスケーブルを電装ボ ッ ク スのコネク タ

に差し込みます。

ネジでコネク タ を固定し ます。

3. イ ン ターフ ェ イスケーブルのも う一方を コ ンピ ュータのコネク タに差し込みます。

ネジでコネク タ を固定し ます。

電源ケーブルの接続

電源ケーブルは、 本体用と ブロワユニ ッ ト 用の ２ 本あ り ます。
各電源ケーブルは、 次の仕様のコ ンセン ト に差し込んで く だ さい。

1. POWER オフ スイ ッ チ を押し ます。

2. プロ ッ タの電源ケーブルは、 電装ボ ッ ク スの AC イ ン

レ ッ ト に差し込みます。

本体用 ブロワ用

電圧 AC100 V ± 10％ オプシ ョ ンの種類によ り異な り ます

周波数 50/60 Hz ± 1％

容量 500 W 以上 （10 A 以上）

★ 電源ケーブルは、 アース処理し たコ ンセン ト に差し込んで く だ さい。 感電および本
装置が破損する恐れがあ り ます。

★ ブロワは、 オプシ ョ ンで各種取り そろえています。
ブロワの種類によ り ケーブルの仕様が異なるので、 「ブロワの取り付け方法」 に従
い、 接続し て く だ さい。

ネジ

本体用電源ケーブル
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ケーブルの接続
3. 電源ケーブルを、 3 極のコ ンセン ト に差し込みます。

★ 2 極のコ ンセン ト を使用する場合は、付
属の設置ア ダ プ タ を お使い く だ さ い。
アース線 （緑色の線） を、 アース処理し
てから電源ケーブルを コ ンセン ト に差
し込んで く だ さい。

★ アース処理できない場合は、 寄りの電
気工事店にお問い合わせ く だ さい。
1-13



電源のオン / オフ

本装置には、 電源をオンするスイ ッ チ と電源をオフするスイ ッ チが別になっています。
以下の手順に従っ て、 電源をオン／オフ し て く だ さい。

電源のオン

1. カ ッ ト パネル上に物が置いていないこ と を確認し ます。

物が乗っている場合は、 カ ッ ト パネルから降ろ し て く だ さい。

2. POWER オンスイ ッ チ を押し ます。

POWER ラ ンプ （緑色） が点灯し ます。

ヘ ッ ドがカ ッ ト パネル上の退避点 （右下） に移動し ます。

その後、 ローカルメ ニューの １ ページ目を表示し ます。

電源のオフ

電源をオフにする と きは、 データ を受信し ていないか、 未出力のデー タが残っ ていないか確認し て く
だ さい。

データが残っ ているか確認するには、 を押し て リ モー ト 状態にする と、 受信済みのデータ容量を表
示し カ ッ ト （作図） を始めます。

受信済みのデータ を ク リ アする場合は、 を押し てローカル状態にし てから 「データ ク リ ア」 機能を

実行し て く だ さい。 （ P. 2-38）

1. 接続し ている コ ンピ ュータの電源をオフに し ます。

2. POWER オフスイ ッ チ を押し ます。

LCD に [POWER DOWN WAIT] を表示し た後、 POWER ラ ンプ
が消灯し て電源をオフにし ます。

★ 電源をオンにする場合、 ワーク以外の物を カ ッ ト パネル上に乗せないで く だ さい。
電源をオンにする と、 ヘ ッ ドが右上の退避点へ移動し ます。 カ ッ ト パネル上にワー
ク以外の物がある と、 ヘ ッ ド に物が当た り故障の原因にな り ます。

★ 本装置の電源を再度オンにする場合、 電源をオフにし て、 30 秒経ってから行っ て下
さい。

POWER DOWN WAIT
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非常停止について

緊急事態が発生し た場合、 本装置を非常停止させる こ とができます。

非常停止の方法

1. EMERGENCY スイ ッ チを押し ます。

本装置の動作を停止し、 電源がオフにな り ます。

非常停止からの回復

1. EMERGENCY スイ ッ チを時計方向に回し て、 ロ ッ ク を

解除し ます。

2. POWER オンスイ ッ チ を押し ます。

本装置が起動し ます。 

★ 非常停止から回復する場合は、 電源をオフにし、 30 秒経ってから行っ て下さい。 誤
動作の原因にな り ます。
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ローカル / リ モー ト 状態について

ローカル状態と リ モー ト 状態は、 操作パネルの を押すご とに切り換わり ます。

ローカル状態と LCD 表示

ローカル状態は、 ヘ ッ ド の移動、 本装置の各種機能の設定、 およびコ ンピ ュータからのデー タ を受信
する こ とができます。
ローカル状態では、 操作パネル上の全てのキーが有効です。

ローカル状態では、 次の ３ 種類の LCD 表示があ り ます。

ローカルメ ニュー ： 機能名の選択画面

本装置の電源をオン し た と きに表示し ます。 メ イ ン メ ニューは 4 ページで構成し ています。

サブ メ ニュー 1 ： 設定値の入力画面

フ ァ ン ク シ ョ ンキーで、 メ イ ン メ ニューから機能を選択し た と きの表示です。 フ ァ ン ク シ ョ ンキーで
設定値を入力できます。
設定値の左側に表示し ている 「＊」 マークは、 現在有効になっている値を示し ています。

サブ メ ニュー 2 ： 機能実行画面

機能を実行する画面です。 テス ト カ ッ ト 、 データ ク リ ア、 通信条件の自動判定機能などがあ り ます。

リ モー ト 状態と LCD 表示

リ モー ト 状態は、 受信し たデータ を カ ッ ト 、 または作図する こ とができます。
LCD 表示には、 カ ッ ト （作図） 条件と、 受信し ているデータの容量を表示し ます。 データ容量は、 カ ッ
ト （作図） するにし たがい減少し ていきます。

操作パネル上の POWER オン 、 POWER オフ 、 、 が有効です。

リ モー ト 状態では、 次の 3 種類の LCD 表示があ り ます。

タ ンジ ェ ンシ ャルカ ッ ター、 罫引ローラー選択時

ローカルメ ニューのツールセン タ クで [ ヘ ッ ド ： C]、 [ ツール ： カ ッ ター １ またはカ ッ ター ２ ] を選択
し た と きのリ モー ト 画面です。
罫引ローラーを選択し た と きは、 Ｆ （ス ター ト 補正） と Ｅ （エン ド補正） は表示し ません。

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

ローカル状態を示す

機能名を表示

メ イ ン メ ニューのページを示す

機能を選択するためのフ ァ ン ク
シ ョ ンキーを示す

＜ツウシンジ ョ ウケン＞ １ ／ ２

リザーブ

ボーレー ト ＊ ９ ６ ０ ０ ＞

データ ビ ッ ト ＊ ８ ＞

選択し た機能名を示す サブ メ ニュー １ のページを示す

設定値を入力するためのフ ァ ン ク
シ ョ ンキーを示す

＜テス ト カ ッ ト ＞ １ ／ １

Ｅ Ｎ Ｄ キー 　 ： ジ ッ コウシマス

Ｃ Ｅ 　 キー 　 ： ト リ ケシマス

選択し た機能名を示す
実行キーを示す
キャ ンセルキーを示す

［リ モー ト ］  ０ Ｋ Ｂ

タ ンジ ェ ンシャルカ ッ ター １

Ｓ ３ ０  Ｐ １ ５ ０ ０ 　 Ｒ ０ ． ３ ０

Ｈ 　 ３ ０ 　 Ｆ ０ ． ０ ０ 　 Ｅ ０ ． ０

S ： カ ッ ト 速度 P ： カ ッ ト 圧
R ： 丸め距離 H： カ ッ ターア ッ プ角度
F ： ス ター ト 補正 E ： エン ド補正
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ローカル / リ モー ト 状態について
ペン選択時

ローカルメ ニューのツールセン タ ク で[ヘ ッ ド：A]、[ツール：ペン]を選択し た と きのリ モー ト 画面です。

偏芯カ ッ ター選択時

ローカルメ ニューのツールセン タ ク で [ ヘ ッ ド ： A]、 [ ツール ： ヘンシン カ ッ ター ] を選択し た と きの
リ モー ト 画面です。

［リ モー ト ］ ０ Ｋ Ｂ

ペン

Ｓ ３ ０ 　 　 Ｐ ２ ０ ０
S ： カ ッ ト 速度 P ： カ ッ ト 圧

［リ モー ト ］ ０ Ｋ Ｂ

ヘンシン カ ッ ター

Ｓ ３ ０      Ｐ １ ２ ０      Ｏ ０ ．３ ０

S ： カ ッ ト 速度 P ： カ ッ ト 圧
O ： オフセ ッ ト 値
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コ ンピ ュータ側の仕様に合わせる

こ こ では、 お使いのコ ンピ ュータ と接続するための機能設定について説明し ます。 

通信条件の設定 [ ﾂｳｼﾝｼﾞｮｳｹﾝ ]

接続し ている コ ンピ ュータ との通信条件を設定し ます。

■設定値

ボーレー ト ： 1200, 2400, 4800, 9600, 19200 (bps)
データ ビ ッ ト ： 7, 8 (bit)
パリ テ ィ ： ナシ , グウスウ , キスウ
ス ト ッ プビ ッ ト ： 1, 2 (bit)
ハン ド シ ェ イ ク ： ハー ド , Ｘ コー ド , E/A, ソ フ ト ウ ェ ア

1. ローカルメ ニューの ３ ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

2. [ ツウシンジ ョ ウケン ] を選択し ます。

3. [ ボーレー ト ] を設定し ます。

＊マークが付いている値は、 現在の設定値です。

1200, 2400, 4800, 9600, 19200 (bps)

4. [ データ ビ ッ ト ] を設定し ます。

7, 8 (bit)

5. [ ツウシンジ ョ ウケン ] の ２ ページを表示し て く だ さい。

を押し ます。

コ ンピ ュータ側の仕様に合わせる

6. [ パリ テ ィ ] を設定し ます。

ナシ , グウスウ , キスウ

7. [ ス ト ッ プビ ッ ト ] を設定し ます。

1, 1.5, 2 bit

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞

＜ツウシンジ ョ ウケン＞ １ ／ ２

リザーブ

ボーレー ト ＊ ９ ６ ０ ０ ＞

データ ビ ッ ト ＊ ８ ＞

＜ツウシンジ ョ ウケン＞  １ ／ ２

リザーブ

ボーレー ト １ ９ ２ ０ ０ ＞

データ ビ ッ ト ＊ ８ ＞

＜ツウシンジ ョ ウケン＞ １ ／ ２

リザーブ

ボーレー ト １ ９ ２ ０ ０ ＞

データ ビ ッ ト ７ ＞

＜ツウシンジ ョ ウケン＞  ２ ／ ２

パリ テ ィ ＊ナシ＞

ス ト ッ プビ ッ ト ＊ ２ ＞

ハン ド シ ェ イ ク ＊ハー ド＞

＜ツウシンジ ョ ウケン＞ ２ ／ ２

パリ テ ィ キスウ＞

ス ト ッ プビ ッ ト ＊ ２ ＞

ハン ド シ ェ イ ク ＊ハー ド＞
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コ ンピ ュータ側の仕様に合わせる
8. [ ハン ド シ ェ イ ク ] を設定し ます。

ハー ド , Ｘ コー ド , E/A, ソ フ ト ウ ェ ア

＊ １ ： [ENQ-ACK] および [ ソ フ ト ウ ェ ア ] は、動作モー ドのコ マ
ン ド設定で MGL-IIC3 コ マン ド を選択し た時に選択可能で
す。

前のページに戻る と きは、 を押し ます。

9. 値を登録し ます。

を押し て、 値を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。

コ ンピ ュータ側の値を有効にする [ ﾄﾞｳｻﾓｰﾄﾞ ] ＞ [ ｺﾏﾝﾄﾞ SW]

操作パネルで設定し た値を有効にするか、CAD 側で設定し た値（コマン ド）を有効にするか設定し ます。

■設定値

ユウコウ ： 本装置のパネルで設定し た項目が CAD 側でも設定できる場合、 後に設定し たコ マン
ドが優先されます。 つま り、 パネルで設定し ても、 後から CAD 側で設定し たコ マン ド
を受信する と、 そのコ マン ドが優先にな り ます。

ムコウ ： CAD 側で設定し たコマン ド を無視し、 本装置のパネルで設定し た値を優先し ます。

1. ローカルメ ニューの ３ ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

2. [ ド ウサモー ド ] を選択し ます。

3. ド ウサモー ド の ３ ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

4. [ コ マン ド 　 SW] を設定し ます。

ムコウ , ユウコウ

＜ツウシンジ ョ ウケン＞ ２ ／ ２

パリ テ ィ キスウ＞

ス ト ッ プビ ッ ト １ ＞

ハン ド シ ェ イ ク ＊ハー ド＞

＜ツウシンジ ョ ウケン＞ ２ ／ ２

パリ テ ィ キスウ＞

ス ト ッ プビ ッ ト １ ＞

ハン ド シ ェ イ ク ＊ X コー ド＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞

＜ド ウサモー ド＞  ３ ／ ６

Z ス ト ローク ＊ ７ ｍｍ ＞

カ イスウギリ ――― ＞

バキューム ＊オー ト オフ＞

＜ド ウサモー ド＞ ３ ／ ６

ローテー ト ＊＋ ９ ０ ° ＞

コマン ド ＭＧ Ｌ - Ｉ Ｉ Ｃ ３ ＞

コマン ド ＳＷ ＊ムコウ＞
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5. 値を登録し ます。

を押し て、 値を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。

コ ンピ ュータ側の仕様に合わせる

有効エ リ アの返答値の設定 [ ﾄﾞｳｻﾓｰﾄﾞ ] ＞ [OH ｻﾞﾋｮｳ ]

CAD から本装置の有効エ リ ア座標出力コ マン ド を受けた と き、次のどの値を CAD に返すか設定し ます。

■設定値

イニシ ャルチ ： 本装置の 大有効カ ッ ト エ リ アの値を返し ます。

セ ッ テイチ ：ローカルメ ニューの「カ ッ ト エ リ アの設定」で設定し た値を返し ます。（ P. 2-34）

1. ローカルメ ニューの 3 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

2. [ ド ウサモー ド ] を選択し ます。

3. ド ウサモー ドの 4 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

4. [OH ザヒ ョ ウ ] を設定し ます。

を押すと、 値が変わり ます。

イニシャルチ , セ ッ テイチ

5. 値を登録し ます。

を押し て、 値を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。 

＜ド ウサモー ド＞  ３ ／ ６

ローテー ト ＊＋ ９ ０ ° ＞

コ マン ド ＭＧ Ｌ - Ｉ Ｉ Ｃ ３ ＞

コ マン ド ＳＷ ユウコウ

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞

＜ド ウサモー ド＞ １ ／ ６

Ｚ ス ト ローク ＊ ７ ｍｍ ＞

カ イスウギリ ――― ＞

バキューム ＊オー ト オフ＞

＜ド ウサモー ド＞ ４ ／ ６

Ｏ Ｈ ザヒ ョ ウ ＊イニシ ャルチ＞

ゲンテン ＊チュウオウ＞

Ｇ Ｄ Ｐ ＊ ０ ・ ０ ２ ５ ｍｍ ＞

＜ド ウサモー ド＞ ４ ／ ６

Ｏ Ｈ ザヒ ョ ウ セ ッ テイチ＞

ゲンテン ＊チュウオウ＞

Ｇ Ｄ Ｐ ＊ ０ ・ ０ ２ ５ ｍｍ ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞
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コ ンピ ュータ側の仕様に合わせる
コマン ド原点の設定 [ ﾄﾞｳｻﾓｰﾄﾞ ] ＞ [ ｹﾞﾝﾃﾝ ]

本装置のコ マン ド原点の位置を、 お使いの CAD のコ マン ド原点の位置に合わせます。 CAD が対応し て
いる コ マン ド 原点の位置については、 CAD の取扱説明書をご覧 く だ さい。

■設定値

ヒ ダ リ シ タ ： 大有効カ ッ ト エ リ アの左下にな り ます。
チュウオウ ： 大有効カ ッ ト エ リ アの中央にな り ます。

1. ローカルメ ニューの 3 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

2. [ ド ウサモー ド ] を選択し ます。

3. ド ウサモー ド の 4 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

4. [ ゲンテン ] を設定し ます。

を押すと、 値が変わり ます。

ヒ ダ リ シ タ , チュウオウ

5. 値を登録し ます。

を押し て、 値を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞

＜ド ウサモー ド＞ １ ／ ６

Ｚ ス ト ローク ＊ ７ ｍｍ ＞

カ イスウギリ ――― ＞

バキューム ＊オー ト オフ＞

＜ド ウサモー ド＞ ４ ／ ６

Ｏ Ｈ ザヒ ョ ウ ＊イニシャルチ＞

ゲンテン ＊チュウオウ＞

Ｇ Ｄ Ｐ  ＊ ０ ． ０ ２ ５ ｍｍ ＞

＜ド ウサモー ド＞ ４ ／ ６

Ｏ Ｈ ザヒ ョ ウ ＊イニシャルチ＞

ゲンテン ヒ ダ リ シ タ＞

Ｇ Ｄ Ｐ ＊ ０ ． ０ ２ ５ ｍｍ ＞

［ローカル］  ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフテス ト ――― ＞
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分解能 （GDP） の設定 [ ﾄﾞｳｻﾓｰﾄﾞ ] ＞ [GDP]

本装置の分解能を、 お使いの CAD の分解能に合わせます。
CAD が対応し ている分解能については、 お使いの CAD の取扱説明書をご覧 く だ さい。
GDP ： Graphic Display Pitch

■設定値

0.025 ㎜ ： 0.025 ㎜に設定し ます。
0.010 ㎜ ： 0.010 ㎜に設定し ます。

1. ローカルメ ニューの 3 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

2. [ ド ウサモー ド ] を選択し ます。

3. ド ウサモー ドの 4 ページ目を表示し て く だ さい。

を押し ます。

4. [GDP] を設定し ます。

を押すと、 値が変わり ます。

0.025 ㎜ , 0.010 ㎜

5. 値を登録し ます。

を押し て、 値を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。

［ローカル］  １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］  ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞

＜ド ウサモー ド＞ １ ／ ６

Ｚ ス ト ローク ＊ ７ ｍｍ ＞

カ イスウギリ ――― ＞

バキューム ＊オー ト オフ＞

＜ド ウサモー ド＞ ４ ／ ６

Ｏ Ｈ ザヒ ョ ウ ＊イニシ ャルチ＞

ゲンテン ＊チュウオウ＞

Ｇ Ｄ Ｐ  ＊ ０ ． ０ ２ ５ ｍｍ ＞

＜ド ウサモー ド＞  ４ ／ ６

Ｏ Ｈ ザヒ ョ ウ ＊イニシ ャルチ＞

ゲンテン ＊チュウオウ＞

Ｇ Ｄ Ｐ ０ ． ０ １ ０ ｍｍ ＞

［ローカル］  ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞
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プロ ッ タ側の仕様に合わせる

本装置で使用し ている コ マン ドは、 MGL-IIc3 です。
本装置と接続する CAD のコ マン ド を、 MGL-IIc3 に設定し て く だ さい。

★ ド ウサモー ド 内のコ マン ド は、 MGL-IIc3 のみです。 プロ ッ ター側で コ マン ドの切替
はできません。
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ヘ ッ ドの自動退避設定 [ ｼﾞﾄﾞｳﾀｲﾋ ]

カ ッ ト （作図） 終了後、 ヘ ッ ドが退避位置まで移動し始めるまでの時間を設定し ます。
ブロワの電源が入っ ている場合は、 ヘ ッ ドの自動退避後、 ブロワ電源がオフにな り ます。

■設定値

オフ ： 自動退避を し ない
1s ： カ ッ ト （作図） 終了後、 1 秒経過し てからヘ ッ ドが退避位置へ移動
3s ： カ ッ ト （作図） 終了後、 3 秒経過し てからヘ ッ ドが退避位置へ移動

1. ローカルメ ニューの 3 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

2. [ ド ウサモー ド ] を選択し ます。

3. ド ウサモー ドの 2 ページ目を表示し て く だ さい。

を押し ます。

4. [ ジ ド ウタ イ ヒ ] を設定し ます。

オフ , 1s, 3s

5. 値を登録し ます。

を押し て、 値を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。

● ト ンボ検出が有効の場合 （ P. 5-11）、 自
動退避は 「オフ」 にな り ます。

退避位置

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケ ン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞

＜ド ウサモー ド＞ １ ／ ６

Ｚ ス ト ローク ＊ ７ ｍｍ ＞

カ イスウギリ ――― ＞

バキューム ＊オー ト オフ＞

＜ド ウサモー ド＞  ２ ／ ６

ジ ド ウタ イ ヒ ＊オフ＞

ステギリ オン＞

ヒ ト フデガキ ＊オフ＞

＜ド ウサモー ド＞  ２ ／ ６

ジ ド ウタ イ ヒ １ ｓ ＞

ステギリ ＊オン＞

ヒ ト フデガキ ＊オフ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞
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バキュームの自動オフ

バキュームの自動オフの有効 / 無効が設定できます。
ヘ ッ ド 自動退避設定が 1s, も し く は 3s に設定し てある場合、 ヘ ッ ド退避後、 バキュームが自動的にオ
フにな り ます。
ヘ ッ ド 自動退避設定がオフの場合、 バキュームは自動的にオフ し ません。
コ ピー機能、回数切り機能、 ト ンボの連続カ ッ ト 終了時は、 ヘ ッ ド自動退避設定にかかわらずバキュー
ムを自動的にオフ し ます。

バキュームの自動オフ機能の有効 / 無効 [ ﾄﾞｳｻﾓｰﾄﾞ ] ＞ [ ﾊﾞｷｭｰﾑ ]

1. ローカルメ ニューの 3 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

2. [ ド ウサモー ド ] を選択し ます。

3. [ バキューム ] を設定し ます。

オー ト オフ、 パネルオフ

4. 登録し ます。

を押し て、 登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。

● バキューム機能を使用する場合、 オプシ ョ ンのブロワが必要です。

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］  ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞

＜ド ウサモー ド＞ １ ／ ６

Ｚ ス ト ローク ＊ ７ ｍｍ ＞

カ イスウギリ ――― ＞

バキューム ＊オー ト オフ＞

＜ド ウサモー ド＞  １ ／ ６

Ｚ ス ト ローク ＊ ７ ｍｍ ＞

カ イスウギリ ――― ＞

バキューム ＊オー ト オフ＞
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第 2 章
基本動作

この章では、 ツールやワークの取り付けなど、 通常行 う 基本的な動作について説明
し ます。
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ローカルメ ニューの基本操作...................................................................................................................................2-2
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ローカルメ ニューの基本操作

ローカルメ ニュー

コ ンピ ュータ と接続するための設定、 各種機能の設定を行います。

ド ウサモー ド メ ニュー

ローカルメ ニュー内の 「ド ウサモー ド」 機能について説明し ます。

機 　 能 内 　 容 参 　 照

ツールセン タ ク 使用するヘ ッ ド と ツールを選択し ます。 P. 2-21

カ ッ ト ジ ョ ウケン 「ツールセン タ ク」 機能で選択し たツールの条件を設定し ます。 P. 2-22

テス ト カ ッ ト 「カ ッ ト 条件」 機能で設定し た値が適切であるか確認するため、
試し切り を し ます。

P. 2-28

データ ク リ ア カ ッ ト （作図） を中止し た と きや、 「コ ピー」 機能を実行する前
に受信済みデータ を受信バッ フ ァから消し ます。

P. 2-38

ホセイ ク リ ア ト ンボスケール補正を初期化し ます。 P. 5-16

コ ピー 一度受信し たデータ を再度カ ッ ト し ます。 P. 4-4

ヘ ッ ド タ イ ヒ ヘ ッ ド を、 右上のヘ ッ ド 退避位置または右下およびキャ ッ プス
テーシ ョ ンへ移動し ます。

P. 2-7

ツウシンジ ョ ウケン コ ン ピ ュータ に合わせたシ リ アルポー ト の通信条件を設定し ま
す。

P. 1-18

ド ウサモー ド コ ン ピ ュータ に合わせるための設定や、 応用機能の設定を行い
ます。

P. 2-2

セルフ テス ト カ ッ ト 品質の確認や本装置単体の故障かど う か判断するための
サンプルデータ を カ ッ ト し ます。 また、 データの異常を調べる
ためにデータ をアスキーコー ド で作図し た り、 本装置の設定値
（パラ メ ータ） を作図し ます。

P. 6-2

カ ッ ト エ リ ア ア取り付けたワークの大き さや、 カ ッ ト するエ リ アを設定し ま
す。

P. 2-34

ジクホセイ ワークに目盛り などの罫線が印刷されている場合、 それらに本
装置の機械軸 （ Ｘ 軸、 Ｙ 軸） を合わせます。

P. 4-13

ツールチ ョ ウセイ 各ツールの調整およびツール同士の調整を行います。 ラ イ ト ポ
イ ン タの位置調整を行います。

P. 3-5

機 　 能 内 　 容 参 　 照

コマン ド コ マン ド は、 MGL-IIc3 に設定し ています。 プロ ッ ター側で コ マ
ン ド の切替はできません。 （CF2/DC で使用可能な コ マン ド は、
MGL-IIC3 のみ）

P. 1-23

ザヒ ョ ウヒ ョ ウジ LCD に表示する単位を設定し ます。 P. 4-11

ジ ド ウタ イ ヒ カ ッ ト （作図） 終了後、 ヘ ッ ド が退避し始めるまでの時間を設
定し ます。 時間設定し ている場合、 ヘ ッ ド 退避後自動的にブロ
ワオフ し ます。

P. 1-24

ヒ ト フデガキ カ ッ タ ーの不要な上下動を無 く し、 一筆書きの要領でカ ッ ト す
るための設定を し ます。

P. 4-8

GDP お使いになる CAD が対応し ている分解能に合わせます。 P. 1-22

ゲンテン お使いになる CAD に合わせたコマン ド原点位置を設定し ます。  P. 1-21
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ローカルメ ニューの基本操作
Z ス ト ローク ツールア ッ プ し たと きのワーク表面からの距離を設定し ます。 P. 4-10

OH ザヒ ョ ウ コ ンピ ュータから本装置の有効エ リ ア座標出力のコ マン ド を受
けたと き、 どの値を返すか設定し ます。

P. 1-20

ローテー ト コ ンピ ュータから送られて く るデータ を ９ ０ ° 回転する方向を
設定し ます。

P. 4-9

コマン ド SW コ ン ピ ュータ側で設定し た値を有効にするか、 操作パネルで設
定し た値を有効にするか設定し ます。

P. 1-19

ペン No. ワリ ツケ データ上のペン番号を、 本装置のどのツールに割り付けるか設
定し ます。

P. 4-2

カ イスウギリ 1 度でカ ッ ト できないワーク を カ ッ ト する と き、何回でカ ッ ト す
るか設定し ます。

P. 4-6

バキューム ヘ ッ ド自動退避が 1s または 3s に設定し てある場合、 バキュー
ム自動オフの有効／無効を設定し ます。

P. 1-25

エキスパン ド ト ンボセンサーを使用し ない場合、X 軸方向のカ ッ ト エ リ アを
大 30mm 広げます。

P. 4-15

ト ンボセンサー ト ンボ読み取り機能を設定し ます。 P. 5-10
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ローカルメ ニューの基本操作

こ こ では、 ローカルメ ニューを設定する基本的な操作方法について説明し ます。

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］  ２ ／ ４

データ ク リ ア ――― ＞

コ ピー ――― ＞

ヘ ッ ド タ イ ヒ ――― ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフテス ト ――― ＞

［ローカル］ ４ ／ ４

カ ッ ト エ リ ア ――― ＞

ジクホセイ ――― ＞

ツールチ ョ ウセイ ――― ＞

＜カ ッ ター １ ＞ １ ／ ４

スピー ド ＊ ３ ０ ｃ ｍ ／ ｓ ＞

プレス ＊ １ ５ ０ ０ ｇ ＞

カ ソ ク ド ＊ ０ ． ３ Ｇ ＞

＜データ ク リ ア＞ １ ／ １

Ｅ Ｎ Ｄ キー 　 ： 　 ジ ッ コウシマス

Ｃ Ｅ 　 キー 　 ： 　 ト リ ケシマス

Ｏ Ｒ Ｉ Ｇ Ｉ Ｎ ： 　 ホセイ ク リ ア

または

または

［カ ッ ト ジ ョ ウケン］ のサブ メ ニュー

［データ ク リ ア］ のサブ メ ニュー

を押すと値を登録し ます。

を押すと値を登録し ません。

を押すと値を登録し ます。

を押すと値を登録し ません。
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ローカルメ ニューの基本操作
1. ローカル状態にし ます。

受信データが無いこ と を確認し てから、 を押し てローカル状態にし ます。

2. ローカルメ ニューのページをめ く り ます。

を押すたびに、 １ ページづつ進みます。

を押すたびに、 １ ページづつ前に戻り ます。

3. 設定項目を選択し ます。

６ つのフ ァ ン クシ ョ ンキー （ または 、 または 、 または ） を使用し て、 設定する

項目を選びます。 サブ メ ニューを表示し ます。

本書では、 フ ァ ン クシ ョ ンキーのプ ラスキー （ 、 、 ） で記述し ています。

4. 設定値を設定し ます。

項目の右横に示す ６ つのフ ァ ン クシ ョ ンキーで、 設定値を変更し ます。

、 、 を押すと、 次の値を表示し ます。

、 、 を押すと、 前の値に戻り ます。

5. 設定し た内容を保存し ます。

を押し ます。 ローカルメ ニューに戻り ます。

設定し た内容をキャ ンセルし たいと き

を押し ます。 設定し た値を保存せずに、 １ つ前の表示に戻り ます。
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基本操作の流れ

基本的な操作な流れを示し ます。
詳細は、 その項目の参照ページをお読み く だ さい。

ワーク を取り付けます

ツールを取り付けます

ヘ ッ ドの高さ を調整し ます

使用ツールを選択し ます

ツールのカ ッ ト 条件を設定し ます

カ ッ ト 条件を確認し ます

カ ッ ト エ リ アを設定し ます

作図原点を設定し ます

リ モー ト 状態にし ます

データ送信

ワークの固定 （ P. 2-9）

ツールの取り付け （ P. 2-14）

ヘ ッ ドの高さ調整 （ P. 2-18）

ツール選択 （ P. 2-21）

ツールのカ ッ ト 条件の設定 （ P. 2-22）

カ ッ ト 条件の確認 （ P. 2-28）

カ ッ ト エ リ アの設定 （ P. 2-34）

オ リ ジン設定 （ P. 2-37）

ローカルメ ニューの基本操作 （ P. 1-16）
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ヘ ッ ドの移動

ツールの取り付け、 ワークの取り付けおよびテス ト カ ッ ト などを実行する と き、 作業しやすい場所に
ヘ ッ ド を移動する こ とができます。
ヘ ッ ド の移動方法は、 次の ２ 通り あ り ます。
• 「ヘ ッ ド退避」 機能によるヘ ッ ド移動
• ジ ョ グキーによるヘ ッ ド移動

「ヘ ッ ド退避」 機能によるヘ ッ ド移動

本機能は、 ヘ ッ ド を カ ッ ト パネル上の右下点または退避点 （右上） へ一気に移動し ます。

1. ローカルメ ニューの ２ ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

2. [ ヘ ッ ド タ イ ヒ ] を選択し ます。

3. 移動する点を選択し ます。

で右下へ移動し ます。

で右上のヘ ッ ド退避点へ移動し ます。

● 「自動退避」 機能 （ P. 1-24） を設定し てお く と、 カ ッ ト （作図） 終了後自動的に
退避点へ移動するため、 「ヘ ッ ド退避」 機能を実行する必要がな く な り ます。

ミ ギシ タ ：
ワー ク を セ ッ ト する と き に移動
する と便利です。

ヒ ダ リ シ タ ：
ツールを取 り 付ける と きに移動
する と便利です。

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ２ ／ ４

データ ク リ ア ――― ＞

コ ピー ――― ＞

ヘ ッ ド タ イ ヒ ――― ＞

＜ヘ ッ ド タ イ ヒ＞ １ ／ １

ミ ギウエ ――― ＞

ミ ギシ タ ――― ＞

［ローカル］ ２ ／ ４

データ ク リ ア ――― ＞

コ ピー ――― ＞

ヘ ッ ド タ イ ヒ ――― ＞
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ジ ョ グキーによるヘ ッ ド移動

ツールの取り付け、 テス ト カ ッ ト およびサンプルカ ッ ト を実行する場合などに使用し ます。
ジ ョ グキーを押し て移動モー ド にする と、 次の 2 種類の機能が実行でき、 正確な位置へヘ ッ ド を移動
する こ とができます。
• ヘ ッ ドの移動スピー ド （高速、 中速、 低速、 オー ト ）
• ツールのア ッ プ／ダウン

座標表示は、 コ マン ド原点からの座標を表示し ます。

1. ローカルメ ニューを表示し ます。

リ モー ト 状態になっ ている と きは、 を押し てローカル状態に
し ます。

1 ページから 4 ページまでのどのページを開いていても構いませ
ん。

2. いずれかのジ ョ グキーを 1 回押し ます。

移動モー ド にな り ます。

現在、 選択されているツール先の座標を表示し ます。

3. ジ ョ グキーでヘ ッ ド を移動し ます。

現在、 選択されているツール先の座標を表示し ます。

必要に応じ て、 移動スピー ド と ツール先のア ッ プ／ダウンを行い
ます。

4. 移動モー ド を抜けます。

または を押し ます。

手順 １ の表示に戻り ます。

＜イ ド ウ＞ [ｍｍ]

　 　 ３ ８ ２ ． ６  ５ ６ ５ ． ０

スピー ド コウソ ク＞

ペン ア ッ プ＞

Ｘ 座標値 Y 座標値

ヘ ッ ド の移動スピー ド

ツールのア ッ プ／ダウン

［ローカル］ 1 ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

＜イ ド ウ＞ [ｍｍ]

　 ０ ０ 　 ． ０ ０  ０ ０ ． ０ ０

スピー ド コウソ ク＞

ペン ア ッ プ＞

［＜イ ド ウ＞ [ｍｍ]

　 ３ ８ ２ ． ６ ２  ５ ６ ５ ． ５ ５

スピー ド コウソ ク＞

ペン ア ッ プ＞

［ローカル］ 1 ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞
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ワークの固定

本装置は、 次の 2 種類の方法でワーク を固定できます。
• バキュームによる固定方法
• 粘着テープによる固定方法

フ ェル ト マ ッ ト 下のカ ッ ト パネル上に、 4 つのエ リ アシールが貼ってあ り ます。 この範囲内が、 カ ッ ト
できる 大有効カ ッ ト エ リ アです。 この範囲内にワーク を固定し て く だ さい。
エ リ アシール外は、 機構上カ ッ ト できません。

比較的軽いワークの固定方法

薄いコー ト ボールのよ う な比較的軽いワークは、 バキュームによる吸着方法でワーク を固定し ます。

1. カ ッ ト パネル上にワーク を置きます。

★ 取り付けられるワークの厚みは、 20 mm までです。

● バキューム機能を使用する場合、 オプシ ョ ンのブロワが必要です。

★ ワークが小さ く てカ ッ ト パネル上にある吸着穴を全てふさげないと きは、 シー ト な
どで吸着穴を全てふさいで く だ さい。
吸着穴を全てふさがないと、 吸着力が弱 く な り ワーク を確実に固定できません。

シー ト

シー ト

ワーク
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2. を押し ます。

VACUUM ラ ンプが点灯し ます。 （緑色）

バキュームが動きだ し、 吸着を開始し ます。

厚物のパッキンなどの固定方法

厚いパッキン、 工業用ゴムなどはバキュームで吸着し きれない場合があ り ます。
この場合、 粘着テープでワーク を固定し ます。

1. 粘着テープでワークの 4 辺を固定し ます。

● 3箇所のワークガイ ド にワークの端
を当てて置 く と、ワーク をま っすぐ
にセ ッ ト する こ とができます。この
と き、カ ッ ト 範囲が有効カ ッ ト エ リ
ア を をはみ出ないよ う に し て く だ
さい。

● センサー無し モデルや、センサー有
り モデルでエキスパン ド を 「オン」
に設定 し た場合にワー ク ガ イ ド プ
レー ト をご使用になる と、ワークガ
イ ド が有効カ ッ ト 範囲に入っ て し
まいます。ワークガイ ド プレー ト を
外すか、ワークガイ ド ピンを使用し
て く だ さい。

★ 粘着テープは、 テープの糊やテープ自体がカ ッ ト パネルに残ら ない物をお使い く だ
さい。

ワークガイ ド
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刃先とペンの調整

タ ンジ ェ ンシ ャルカ ッ ター、 レシプロ カ ッ ターホルダー、 および偏芯カ ッ ターの刃先の調整方法につ
いて説明し ます。
各ホルダーの適用刃については、 付録 -20 を参照し て下さい。

カ ッ ターホルダー 4N,10N （C ユニ ッ ト 使用）

カ ッ ターホルダー 4N,10N （C ユニ ッ ト 使用） カ ッ ターホルダー 4N、 10N は、 C ユニ ッ ト に使用する タ
ンジ ェ ンシャルカ ッ ターです。
カ ッ ターホルダー 4N の超硬刃 30°、 またはハイス刃 30° の刃先の出し方を説明し ます。

超硬刃 30°(SPB-0045) ： 工業用ゴム、 パッ キンなど硬いワーク用
ハイス刃 30°(SPB-0043) ： コー ト ボール、 段ボールなどの薄 く 柔らかいワーク用

1. ダイヤルス ト ッパーを緩めます。

反時計方向に回すと緩みます。

2. ダイヤルを回し ます。

矢印方向に １ 目盛り回すと、 0.1 ㎜刃先が出ます。

刃先の出し量は、

　 ワークの厚さ＋ 0.2 ㎜

を目安にし て く ださい。

3. ダイヤルを矢印の方向に押し当てながら、 ダイヤルス ト ッ

パーを締めます。

★ 刃でケガを し ないよ う、 取扱いには十分注意し て下さい。
安全のため、 付属のピンセ ッ ト をお使い く だ さい。

● タ ンジ ェ ンシ ャルカ ッ ターは、ワークによ り特殊な刃先と ホルダーを用意し てお り ま
す。 詳細は、 販売店または弊社営業所までお問い合わせ く だ さい。

★ ダイヤルにはガ タがあ り ます。 刃先の出し
量のバラ ツキを無 く すため、 ダイヤルを矢
印の方向 に 押 し 当 て て か ら ダ イ ヤル ス
ト ッパーを締めて く だ さい。

ダイヤルス ト ッパー

ダイヤル
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カ ッ ターホルダー 2N （B ユニ ッ ト 使用）

カ ッ ターホルダー 2N は、 B ユニ ッ ト に使用する タ ンジ ェ ンシャルカ ッ ターです。 B ユニ ッ ト （レシプ
ロヘ ッ ド） をレシプロ動作し ない状態で使用し ます。 （カ ッ ト 条件の設定 P. 2-22） 大 2 mm の厚

みのワーク を カ ッ ト できます。

調整方法は、 上記の 「カ ッ ターホルダー 4N, 10N」 と同様です。 上記の項目を参照し て下さい。

レシプロ カ ッ ターホルダー （B ユニ ッ ト 使用）

レシプロ カ ッ ターホルダーは、 B ユニ ッ ト に使用する カ ッ ターです。
レシプロ カ ッ ターホルダーは、 用途によ り 2 種類あ り ます。

カ ッ ターホルダー 06 の刃の取り付けを説明し ます。

1. カ ッ タ ーホルダーに刃を し っか り 突き当たる まで差し

込みます。

安全のため、 付属のピンセ ッ ト をお使い く だ さい。

刃の向きに注意し て下さい。

2. 付属の六角レンチ (1.5 mm) を使い、 止めネジを締めて刃を

固定し ます。

3. 付属の六角レンチ (2.0 mm) を使い、 止めネジを締めて刃を

固定し ます。

★ 超硬刃 （SPB-0045, 0046） とハイス刃 (SPB-0043, 0044） が使用可能なツールです。

★ カ ッ ターホルダー 2N を使用する場合、 カ ッ ト 条件の 「シン ド ウ」 は 「オフ」 に設
定し て く だ さい。
「シン ド ウ」 を 1 ～ 5 に設定し て使用する と、 カ ッ ターホルダーや本装置を破損す
る こ とがあ り ます

★ 刃先の出し量は調整できません。

RC ヘ ッ ド B ユニ ッ ト 用
名称 ： カ ッ ターホルダー 07
適応刃 ：  超硬刃 17° (SPB-0065)

20 mm 刃 (SPB-0055)

RT ヘ ッ ド B ユニ ッ ト 用
名称 ： カ ッ ターホルダー 06
適応刃 ： 超硬刃 2°(SPB-0064)

短い 長い

六角レンチ 1.5mm

六角レンチ 1.5mm
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刃先とペンの調整
偏芯カ ッ ター

偏芯カ ッ ターの刃先の出し方を説明し ます。
付属の刃先は、 サイ ン用塩ビシー ト のワークに適し ています。

1. ロ ッ クナ ッ ト を緩めます。

反時計方向に回すと緩みます。

2. 調整ノ ブを回し ながら、 刃先の出し量を調整し ます。

調整ノ ブを時計方向に回すと、 刃先がホルダー内に入り ます。

刃先の出し量は

　 ワークの厚さ + ベース紙の厚さ /2

を目安にし て く ださい。

3. 調整ノ ブが回ら ないよ う 気をつけながら、 ロ ッ クナ ッ ト を

締めます。

時計方向に回すと締ま り ます。

● 刃先は、 ワークによ り特殊な刃先を用意し てお り ます。 詳細は、 販売店または弊社営
業所までお問い合わせ く だ さい。

ロ ッ クナ ッ ト

調整ノ ブ
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ツールの取り付け

各ユニ ッ ト に取り付けられるツールは、 下記のとお り です。

「付属品リ ス ト 」 を参照し て下さい。

★ ツールの取り付けは危険です。 必ず電源をオフに し て、 作業し て く だ さい。

★ ヘ ッ ド カバーを開き、 ツールを取り付けた後は、 カバーを必ず閉じ て く だ さい。

モデル名 RC モデル RT モデル R モデル

ペン A A A

偏芯カ ッ ター A A A

タ ンジ ェ ンシャルカ ッ ター C/B C/B －

罫引きツール C － －

レシプロ カ ッ ター B B B

B A C
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ツールの取り付け
偏芯カ ッ ター （ペン） の取り付け

ヘ ッ ド が下がっていてツールが取り付けられない場合は、 ヘ ッ ド を上げて
く だ さい。 （ヘ ッ ドの高さ調整 P. 2-18）

1. A ユニ ッ ト のネジを緩めます。

反時計方向に回すと緩みます。

ホルダーを左右に開けます。

2. A ユニ ッ ト に偏芯カ ッ ター、 または作図ペンを挿入し ま

す。

偏芯カ ッ タ ー、 またはペンのつばをホルダーの溝に合わせま
す。

3. A ユニ ッ ト のネジを締めます。

ホルダーを閉め、 ネジを時計方向に回し ます。

タ ンジ ェ ンシャルカ ッ ターの取り付け

ヘ ッ ド が下がっ ていて タ ンジ ェ ンシ ャルカ ッ ターが取り付けられない場合は、 ヘ ッ ド を上げて く だ さ
い。 （ヘ ッ ドの高さ調整 P. 2-18）

1. タ ン ジ ェ ンシ ャルカ ッ タ ーのス ト ッ パーネジ を緩めま

す。

反時計方向に回すと緩みます。

★ 確実に カ ッ タ ーホルダー を固定 し て
く だ さい。 締め方が緩いと、 正常な品
質を得る こ とができません。

ネジ

ス ト ッパーネジ
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2. C ユニ ッ ト のピンを タ ンジ ェ ンシャルカ ッ ターの溝に

合う よ う に挿入し ます。

3. 付属の ド ラ イバーでス ト ッパーネジを締めます。

レシプロ カ ッ ター （カ ッ ターホルダー） の取り付け

レシプロ カ ッ ターホルダーは、 B ユニ ッ ト に取り付けて く だ さい。

1. ローカルモー ドのジ ョ グキーを押し て、 B ユニ ッ ト の固定ネジを手前に動かし ます。

2. 電源をオフにし ます。

3. B ユニ ッ ト の固定ネジを緩めます。

反時計方向に回すと緩みます。

4. 固定ネジを締めます。

B ユニ ッ ト の凸部と レシプロ カ ッ ターホルダーの凹部の間に
すき間ができないよ う に、 カ ッ タ ーホルダーを上に押し上げ
ながら固定ネジを締めます。

★ 確実に カ ッ タ ーホルダー を固定 し て
く だ さい。
締め方が緩いと、 正常な品質を得る こ
とができません。

★ 固定ネジの長さは 3 mm です。 必要以
上に緩める と、 B ユニ ッ ト から取れて
し まいます。

★ 確実に固定し て く だ さい。
締め方がゆる い と、 カ ッ ト 中にホル
ダーが不安定にな り、 正確なカ ッ ト が
行われません。

固定ネジ
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ツールの取り付け
罫引ローラーの取り付け

RC ヘ ッ ド モデルで使用し ます。
ヘ ッ ド が下がっていて罫引ローラーが取り付けられない場合は、 ヘ ッ ド を
上げて く だ さい。 （ヘ ッ ドの高さ調整⇒ P. 2-18）

1. 罫引ローラーのス ト ッパーネジを緩めます。

反時計方向に回すと緩みます。

2. C ユニ ッ ト のピンを、 罫引ローラーの溝に合わせて挿入し

ます。

3. 付属のド ラ イバーでス ト ッパーネジを締めます。

★ 確実に カ ッ タ ーホルダー を固定 し て
く だ さい。
締め方が緩いと、 正常な品質を得る こ
とができません。

ス ト ッパーネジ
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ヘ ッ ドの高さ調整

ワーク と ツールを取り付けたら、 使用するツールとワークの厚みに応じ てヘ ッ ドの高さ を調整し ます。

1. ヘ ッ ドの 2ヶの固定ネジを緩めます。

反時計方向に回すと緩みます。

2. 高さ調整ハン ドルでヘ ッ ド を上げます。

反時計方向に回すとヘ ッ ドが下がり ま

す。

3. 高さ調整バーを押し下げながら、高さ調整ハン ドルで

ヘ ッ ド を下げます。

調整バーの下端がワーク表面に接地するまでヘ ッ ド を下げ
ます。

★ 必ずフ ェ ル ト マ ッ ト を緑色のカ ッ テ ィ ングマ ッ ト の上に敷いてご使用 く だ さ い。
フ ェル ト マ ッ ト を使用し ないで B ユニ ッ ト でカ ッ ト を行う と、切り残しが発生し ま
す。

★ ヘ ッ ド を上げる場合は、 必ずヘ ッ ド ベースを手で支えて く だ さい。 高さ調整ハン ド
ルのみでヘ ッ ド を上げよ う と する と、 高さ調整ハン ド ルが破損する場合があ り ま
す。

★ ヘ ッ ド を固定する際は、 上下の固定ネジの片側のみを強 く 締め付けないで く だ さ
い。 ネジを破損する恐れがあ り ます。

★ ヘ ッ ド が重いため、 ヘ ッ ド ベース部分を手
で添えて上げて く だ さ い。 手を添え ない
と、 ハン ド ルが破損する場合があ り ます。

固定ネジ

高さ調整ハン ドル
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ヘ ッ ド の高さ調整
4. ヘ ッ ド の 2ヶの固定ネジを、下側から交互に締めてい

きます。

時計方向に回すと、 ヘ ッ ド を固定し ます。

固定ネジ
2-19



ワーク押さ えの取り付け

ワーク押さ えは、 ワーク を カ ッ ト し た後の、 浮き上がり を防止し ます。

1. B ユニ ッ ト の固定ネジを取り外し ます。

反時計方向に回すと、 緩みます。

2. B ユニ ッ ト にワーク押さ えをセ ッ ト し、 ネジを締めます。

★ ワーク押さ えは、 厚さ 10 mm 以下のワークに使用し て下さい。 ワーク押さ えは、 10
mm 以上の厚みに対応し てお り ません。

★ 柔らかいワーク （スポンジなど） を使用する場合は、 ワーク押さ えは使用し ないで
下さい。 ワーク押さ えは、 段ボールなどのカ ッ ト に適し ています。

★ ワーク押さ えは、 押さ え面 （矢印の箇所） がすべてワー
クに接し た状態で使用し て く だ さい。
ワークの端を カ ッ ト する際など、押さ え面がワーク よ り
はみ出る と、カ ッ ターが下がら な く な り正し く カ ッ ト で
きない場合があ り ます。

ワーク押さ え

B ユ ニ ッ ト のネ
ジ穴に合わせて、
セ ッ ト し ます。
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ツールの選択 [ ﾂｰﾙｾﾝﾀｸ ]

次の場合に、 使用するユニ ッ ト と ツールを選択し ます。
• CAD 側からペン番号が指定できない場合
• 本装置単体で 「テス ト カ ッ ト 」 機能、 「セルフ テス ト 」 機能を実行する場合
• ド ウサモー ドの 「コマン ド SW」 を [ ムコウ ] に設定し た場合

モデル別に選択できるツールは、 次のとお り です。

こ こでは、 ユニ ッ ト を A から B に、 ツールを カ ッ ター ２ に設定する方法で説明し ます。

1. ローカルメ ニューの １ ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

2. 「ツールセン タ ク」 を選択し ます。

3. 動作の対象と なるユニ ッ ト を選択し ます。

を押すたびに、 ユニ ッ ト が変わり ます。

A, B, C

ヘ ッ ド モデルによ って、 選択できるユニ ッ ト が異な り ます。

4. ツールを選択し ます。

レシプロ カ ッ ター １

レシプロ カ ッ ター ２

5. 値を登録し ます。

を押し て、 値を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。 

ユニ ッ ト A B C

ツール ペン／
ヘンシン カ ッ ター

レシプロ カ ッ ター
１ ～ ２

ローラー １ ～ ４ ／
R. カ ッ ター １ ～ ２

カ ッ ター １ ～ ２

RC モデル ○ ○ ○ ―

RT モデル ○ ○ ― ○

R モデル ○ ○ ― ―

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

＜ツールセン タ ク＞ １ ／ １

ヘ ッ ド ＊ Ａ ＞

ツール ＊ペン＞

＜ツールセン タ ク＞  １ ／ １

ヘ ッ ド Ｂ ＞

ツール レシプロ カ ッ ター １ ＞

＜ツールセン タ ク＞  １ ／ １

ヘ ッ ド Ｂ ＞

ツール レシプロ カ ッ ター ２ ＞

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞
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カ ッ ト 条件の設定 [ ｶｯﾄｼﾞｮｳｹﾝ ]

カ ッ ト 条件は、 「ツールセン タ ク」 機能で選択し たツールに対し て行います。

設定項目について

カ ッ ト 条件の設定項目は、 ツールによ っ て異な り ます。

● FineCut のプロ ッ タ設定で、 近似タ イプを 「円弧」 にし た場合、 メ デ ィ アによ っ ては
カ ッ ターに負荷がかかり、 刃先破損の原因にな り ます。 「円弧」 にする場合、 FineCut
のカ ッ ト 条件を調整するか、 プロ ッ タ側で 「R 速度」 を設定し ます。
「R 速度」 を設定し た場合、 FineCut のスピー ド設定よ り、 「R 速度」 の設定値を優先
し てカ ッ ト し ます。

● カ ッ ターホルダー 2N を使用する場合、 カ ッ ト 条件の 「シン ド ウ」 は 「オフ」 に設定
し て く だ さい。
「シン ド ウ」 を 1 ～ 5 に設定し て使用する と、 カ ッ ターホルダーや本装置を破損する
こ とがあ り ます。

設定項目 内 　 容

ペ
ン

タ
ン
ジ
ェ
ン
シ
ャ
ル
カ
ッ
タ
｜

罫
引
ロ
｜
ラ
｜

偏
芯
カ
ッ
タ
｜

スピー ド ツールの動 く スピー ド です。 ○ ○ ○ ○

プレス ツールがワーク を圧す力です。 ○ ○ ○ ○

加速度 ツールの 大加速度です。 ツールおよびワークの種類またはデータの
大き さに応じ て変更し ます。

○ ○ ○ ○

オフセ ッ ト 偏芯カ ッ ターの刃先補正量です。 ワークの厚さ、 刃先の磨耗度によ っ
て変更し ます

○

ス ター ト 補正 ツールがダウンする と きのカ ッ ト 開始位置の補正量です。厚いワーク
の場合、 補正量を大きめに設定する と、 手前から カ ッ ト するため切り
離しが容易にな り ます。
仕上がり具合を見ながら調整し ます。

○ ○
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カ ッ ト 条件の設定 [ ｶｯﾄｼﾞｮｳｹﾝ ]
エン ド補正 ツールがア ッ プする と きのカ ッ ト 終了位置の補正量で
す。 厚いワークの場合、 補正量を大きめに設定する
と、 カ ッ ト 終了位置よ り余分にカ ッ ト するため切り離
しが容易にな り ます。 仕上がり具合を見ながら調整し
ます。

○ ○

ア ッ プ角度 カ ッ ト （罫引き） 方向が変わったと き、 ツールア ッ プ し て方向を変え
る 小角度を設定し ます。 これによ り、 ツールでワーク を こ じ る度合
いを軽減し ます。

○ ○ ○

丸め距離 微少線分が連続し ている場合、 線分と線分の間に丸め距離 (R) を設定
し て １ 本線分を追加し ます。 これによ り、 ツールでワーク を こ じ る度
合いを軽減し ます。

○ ○ ○

プレス補正 厚みのあるワーク を カ ッ ト （罫引き） する場合、 ツールがダウンする
圧力を補正し ます。先に設定し たプレス値にプレス補正値を加える こ
とによ り、 ツールダウン し た時、 確実にワーク を カ ッ ト できます。

○ ○

プレス （ Ｙ ） Y 軸方向のプレス値を補正し、Ｘ 軸方向とは別の圧力で罫引きできま
す。 段ボールを罫引きする場合、 段ボールのフルー ト の向きを Ｙ 軸
方向に向けて置き、 Ｘ 軸方向よ り軽い圧力で罫引きできます。

○

R5 速度 半径 ５ ㎜未満の円弧を カ ッ ト する と きのスピー ド です。 [ オフ ] に設
定する と、 先に設定し たスピー ド でカ ッ ト し ます。

○ ○

R10 速度 半径 ５ ㎜未満 10 ㎜以下の円弧を カ ッ ト する と きのスピー ド です。[ オ
フ ] に設定する と、 先に設定し たスピー ド でカ ッ ト し ます。

○ ○

R15 速度 半径 10 ㎜以上 15 ㎜未満の円弧を カ ッ ト する と きのスピー ド です。 [
オフ ] に設定する と、 先に設定し たスピー ド でカ ッ ト し ます。

○ ○

R20 速度 半径 15 ㎜以上 20 ㎜未満の円弧を作図する と きのスピー ド です。 [ オ
フ ] に設定する と、 先に設定し たスピー ド で作図し ます。

○

R30 速度 半径 25 ㎜以上 30 ㎜未満の円弧を作図する と きのスピー ド です。 [ オ
フ ] に設定する と、 先に設定し たスピー ド で作図し ます。

○

設定項目 内 　 容

ペ
ン
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ン
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ン
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芯
カ
ッ
タ
｜
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設定値について

ペンの作図条件

作図条件の設定値は、 次のとお り です。

■設定値

スピー ド ： 0.2, 0.5, 1, 2, 5, 10, 15, 20, 25, 30, 40, 45, 50 (cm/s)
プレス ： 20 ～ 100 (5 g ステ ッ プ )

100 ～ 400 (10 g ステ ッ プ )
加速度 ： 0.1 ～ 0.5 (0.1 G ステ ッ プ )
R5 速度 ： ｵﾌ , 1, 2 (cm/s)
R10 速度 ： ｵﾌ , 1, 2, 3, 4, 5 (cm/s)
R15 速度 ： ｵﾌ , 1, 2, 3, 4, 5, 10 (cm/s)
R20 速度 ： ｵﾌ , 1, 2, 3, 4, 5, 10, 15 (cm/s)
R30 速度 ： ｵﾌ , 1, 2, 3, 4, 5, 10, 15, 20 (cm/s)
R40 速度 ： ｵﾌ , 1, 2, 3, 4, 5, 10, 15, 20, 25 (cm/s)
R50 速度 ： ｵﾌ , 1, 2, 3, 4, 5, 10, 15, 20, 25, 30 (cm/s) 
R100 速度 ： ｵﾌ , 1, 2, 3, 4, 5, 10, 15, 20, 25, 30 (cm/s)

R40 速度 半径 30 ㎜以上 40 ㎜未満の円弧を作図する と きのスピー ド です。 [ オ
フ ] に設定する と、 先に設定し たスピー ド で作図し ます。

○

R50 速度 半径 40 ㎜以上 50 ㎜未満の円弧を作図する と きのスピー ド です。 [ オ
フ ] に設定する と、 先に設定し たスピー ド で作図し ます。

○

R100 速度 半径 50 ㎜以上 100 ㎜未満の円弧を作図する と きのスピー ド です。[ オ
フ ] に設定する と、 先に設定し たスピー ド で作図し ます。

○

シン ド ウ 5 段階に振動の速度を設定し ます。 通常、 ４ または 5 に設定し ます。
熱に弱いワークは振動速度を落と し て カ ッ ト し ます。 カ ッ タ ーホル
ダー ２ Ｎ を使用する と きは、 [ オフ ] に設定し ます。

○

設定項目 内 　 容
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カ ッ ト 条件の設定 [ ｶｯﾄｼﾞｮｳｹﾝ ]
タ ンジ ェ ンシ ャルカ ッ ターのカ ッ ト 条件

タ ンジ ェ ンシ ャルカ ッ ターの設定値は、 次のとお り です。
タ ンジ ェ ンシ ャルカ ッ ターには、 C ユニ ッ ト に取り付ける カ ッ ター、 そ し て B ユニ ッ ト に取り付ける
レシプロ カ ッ ター （振動カ ッ ター） があ り ます。

■設定値

スピー ド ： 0.2, 0.5, 1, 2, 5, 10, 15, 20, 25, 30, 40, 45, 50 (cm/s)
プレス ： 500 ～ 1500 (100 g ステ ッ プ ) 低圧用カ ッ ター

1000 ～ 5000 (100 g ステ ッ プ ) 高圧用カ ッ ター
1500 g 固定 （レシプロ カ ッ ター）

加速度 ： 0.1 ～ 0.5 (0.1G ステ ッ プ )
ス ター ト 補正 ： 0.00 ～ 2.50 (0.05 ㎜ステ ッ プ )
エン ド 補正 ： 0.00 ～ 2.50 (0.05 ㎜ステ ッ プ )
ア ッ プ角度 ： 0 ～ 180 (1° ステ ッ プ )
丸め距離 ： 0.00 ～ 2.50 (0.05 ㎜ステ ッ プ )
プレス補正 ： 0 ～ 500 (100 g ステ ッ プ )
シン ド ウ ： 1 ～ 5 またはオフ （B ユニ ッ ト のみ）
R5 速度 ： ｵﾌ , 0.5 ( ㎜ /s), 0.1, 0.2, 0.5, 1.0, 2.0 (cm/s)
R10 速度 ： ｵﾌ , 0.5 ( ㎜ /s), 0.1, 0.2, 0.5, 1.0, 2.0 (cm/s)
R15 速度 ： ｵﾌ , 0.5 ( ㎜ /s), 0.1, 0.2, 0.5, 1.0, 2.0 (cm/s)

罫引ローラーの罫引き条件

罫引ローラーの罫引き条件の設定値は、 次のとお り です。

■設定値

スピー ド ： 0.2, 0.5, 1, 2, 5, 10, 15, 20, 25, 30 , 40, 45, 50 (cm/s)
プレス ： 1000 ～ 5000 (100 g ステ ッ プ )
加速度 ： 0.1 ～ 0.5 (0.1 G ステ ッ プ )
ア ッ プ角度 ： 0 ～ 180 (1° ステ ッ プ )
丸め距離 ： 0.00 ～ 2.50 (0.05 ㎜ステ ッ プ )
プレス補正 ： 0 ～ 1000 (100 g ステ ッ プ )
プレス （ Ｙ ） ： -5000 ～ 5000 (100 g ステ ッ プ )

偏芯カ ッ ターのカ ッ ト 条件

偏芯カ ッ ター （オプシ ョ ン） のカ ッ ト 条件の設定値は、 次のとお り です。

■設定値

スピー ド ： 0.2, 0.5, 1, 2, 5, 10, 15, 20, 25, 30 , 40, 45, 50 (cm/s)
プレス ： 20 ～ 100 (5 g ステ ッ プ )

100 ～ 400 (10 g ステ ッ プ )
オフセ ッ ト ： 0.00 ～ 2.50 (0.05 ㎜ステ ッ プ )
加速度 ： 0.1 ～ 0.5 (0.1 G ステ ッ プ )
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カ ッ ト 条件の設定方法

こ こ では、 カ ッ ター ２ （タ ンジ ェ ンシャルカ ッ ター） のカ ッ ト 条件を設定する例で説明し ます。
カ ッ ト 条件を設定し たら、 その条件が適切かど うか [ テス ト カ ッ ト ] 機能を実行し て確認し て く だ さ

い。 （ P. 2-28）

1. [ ツールセン タ ク ] でヘ ッ ド と ツールを選択し ます。 （ P. 2-21)

こ こでは、 ヘ ッ ド を Ｂ、 ツールを カ ッ ター 2 を選択し ます。

2. ローカルメ ニューの １ ページ目を表示し て く だ さい。

3. 「カ ッ ト ジ ョ ウケン」 を選択し ます。

カ ッ ト ジ ョ ウケンを選択する と、 カ ッ ター 2 のカ ッ ト 条件を表示
し ます。

4. スピー ド、 プレス、 カ ソ ク ド を設定し ます。

スピー ド を入力し ます。

プレスを入力し ます。

加速度を入力し ます。

5. カ ッ ター ２ のカ ッ ト 条件の 2 ページ目を表示し ます。

6. ス ター ト 補正、 エン ド補正、 ア ッ プ角度を設定ます。

ス ター ト 補正を入力し ます。

エン ド補正を入力し ます。

ア ッ プ角度を入力し ます。

7. カ ッ ター ２ のカ ッ ト 条件カ ッ ト 条件の 3 ページ目を表示し

ます。

8. 丸め距離、 プレス補正を設定し ます。

丸め距離を入力し ます。

プレス補正を入力し ます。

● 各フ ァ ン ク シ ョ ンキーのマイナスキーを押
すと、 1 つ前の値を表示し ます。

● 各フ ァ ン ク シ ョ ンキーのマイナスキーを押
すと、 1 つ前の値を表示し ます。

● 各フ ァ ン ク シ ョ ンキーのマイナスキーを押
すと、 １ つ前の値を表示し ます。

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

＜カ ッ ター ２ ＞  １ ／ ４

スピー ド ＊ ２ ０ ｃ ｍ ／ ｓ ＞

プレス ＊ ４ ０ ０ ｇ ＞

カ ソ ク ド ＊ ０ ． ２ Ｇ ＞

＜カ ッ ター ２ ＞ １ ／ ４

スピー ド ３ ０ ｃ ｍ ／ ｓ ＞

プレス ９ ０ ０ ｇ ＞

カ ソ ク ド ０ ． ３ Ｇ ＞

＜カ ッ ター ２ ＞  ２ ／ ４

ス ター ト ホセイ＊ ０ ．５ ０ ｍｍ ＞

エン ド ホセイ＊ ０ ． ５ ０ ｍｍ ＞

ア ッ プ カ ク ド ＊ ３ ０ ° ＞

＜カ ッ ター ２ ＞  ２ ／ ４

ス ター ト ホセイ １ ． ０ ０ ｍｍ ＞

エン ド ホセイ １ ． ０ ０ ｍｍ ＞

ア ッ プカ ク ド １ ５ ° ＞

＜カ ッ ター ２ ＞ ３ ／ ４

マルメ キ ョ リ ＊ ０ ． ３ ０ ｍｍ ＞

プレスホセイ ＊ ０ ｇ ＞

リザーブ
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カ ッ ト 条件の設定 [ ｶｯﾄｼﾞｮｳｹﾝ ]
9. カ ッ ター ２ のカ ッ ト 条件カ ッ ト 条件の ４ ページ目を表示し

ます。

10. R5 速度、 R10 速度、 R15 速度を設定ます。

R5 速度を入力し ます。

R10 速度を入力し ます。

R15 速度を入力し ます。

11. 値を登録し ます。

を押し て、 値を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。

● 各フ ァ ン ク シ ョ ンキーのマイナスキーを押
すと、 1 つ前の値を表示し ます。

＜カ ッ ター ２ ＞ ３ ／ ４

マルメ キ ョ リ ０ ． １ ０ ｍｍ ＞

プレスホセイ １ ０ ０ ｇ ＞

リザーブ

＜カ ッ ター ２ ＞ ４ ／ ４

Ｒ ５ ソ ク ド ＊オフ＞

Ｒ １ ０ ソ ク ド ＊オフ＞

Ｒ １ ５ ソ ク ド ＊オフ＞

＜カ ッ ター ２ ＞ ４ ／ ４

Ｒ5 ソ ク ド 0.1mm ／ s ＞

Ｒ10 ソ ク ド 0.2mm ／ s ＞

Ｒ15 ソ ク ド 0.5mm ／ s ＞

［ローカル］  １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞
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カ ッ ト 条件の確認 [ ﾃｽﾄｶｯﾄ ]

カ ッ ト 条件やツールを付け替えた場合は、 「テス ト カ ッ ト 」 機能を実行し て、 次の項目を確認し て く だ
さい。 詳細は 「各ツールの状態チ ェ ッ ク」 （ P. 2-29） を参照し て く だ さい。

① カ ッ ト （作図） 条件は適切かど う か
ワークがカ ッ ト されているか、 作図でかすれがないかなど。

② ツールが偏芯し ていないか
ツールが偏芯し ている と、 カ ッ ト などにズレを生じ ます。

③ ツール同士が合っ ているか
作図上を タ ンジ ェ ンシ ャルカ ッ ターでカ ッ ト し た と き、作図と カ ッ ト し たパターンが合っ ている
かなど。

①の場合は、 「カ ッ ト 条件」 を再設定し て く だ さい。 （ P. 2-22）

②と③の場合は、 「ツール調整」 を行って修正し て く だ さい。 （ P. 3-11

テス ト カ ッ ト のパターン と カ ッ ト （作図） の順番は、 次の通り です。

1. テス ト カ ッ ト するツールを [ ツールセン タ ク ] 機能で選択し ます。 ( P. 2-21)

2. ローカルメ ニューを表示し て く だ さい。

リ モー ト 状態のと きは、 を押し てローカル状態にし て く だ さ

い。

3. テス ト カ ッ ト を し たい場所にヘ ッ ド を移動し ます。

ジ ョ グキーを押し て、 ヘ ッ ド を移動し て く だ さい。

4. 移動モー ド を抜けます。

またはを 押し て、 移動モー ド を抜けます。

ローカルメ ニューを表示し ます。 ローカルメ ニューの １ ページを

表示 し ない と きは、 を押し て １ ページ目を表示し て く だ さ
い。

5. 「テス ト カ ッ ト 」 選択し ます。

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

＜イ ド ウ＞  [ｍｍ]

　 　 ０ ０ ． ０ ０ ０ ０ ． ０ ０

スピー ド コウソ ク＞

ペン ア ッ プ＞

＜イ ド ウ＞ [ｍｍ]

　 　 １ ３ ． ０ ０ １ ５ ． ０ ０

スピー ド コウソ ク＞

ペン ア ッ プ＞

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞
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カ ッ ト 条件の確認 [ ﾃｽﾄｶｯﾄ ]
6. 「テス ト カ ッ ト 」 を実行し ます。

を押すと テス ト カ ッ ト を実行し ます。

「テス ト カ ッ ト 」 を取り消す場合は、 キーを押し ます。 手順 2
に戻り ます。

各ツールの状態チ ェ ッ ク

「ツールセン タ ク」 機能で選択し たツールで 「テス ト カ ッ ト 」 機能を実行し ます。 各ツールご とに確認
事項を説明し ます。

ペン

タ ンジ ェ ンシ ャルカ ッ ター

チ ェ ッ クポイ ン ト 原 　 因 対 　 処 参 　 照

ポイ ン ト A の接点が合わな
い

ペンの取り付けが不十分 ホルダーのネジ を確実に締
めて く ださい。

P. 2-15

点線になった り、 線が薄い イ ン ク切れ 新 し いペ ンに交換 し て く だ
さい。

P. 2-15

プレス値が弱い プ レ ス値を強 く し て く だ さ
い。

P. 2-24

スピー ドが速 く 、ペンが浮い
ている

ス ピー ド 値を小 さ く し て く
ださい。

P. 2-24

チ ェ ッ クポイ ン ト 原 　 因 対 　 処 参 　 照

ポイ ン ト A の接点が合わな
い

「エン ド 補正」 値が少ない 「エン ド 補正」 値を大き く し
て く だ さい。

P. 2-25

カ ッ ターが偏芯し ている 「ツール調整」 機能の 「偏芯
調整」 を行って く だ さい。

P. 3-5

ポイ ン ト A の線がずれる タ ン ジ ェ ン シ ャ ルカ ッ タ ー
の θ 角度が異常

「ツール調整」 機能の 「θ 調
整」 を行って く だ さい。

P. 3-7

切り残しがある プレス値が弱い プ レ ス値を強 く し て く だ さ
い。

P. 2-25

＜テス ト カ ッ ト ＞ １ ／ １

Ｅ Ｎ Ｄ キー 　 ： 　 ジ ッ コウシマス

Ｃ Ｅ 　 キー 　 ： 　 ト リ ケシマス

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞
2-29



罫引ローラー

偏芯カ ッ ター

コ ーナー部に切 り 残 し があ
る

「ス ター ト 補正」値および「エ
ン ド補正」 値が小さい

「ス ター ト 補正」値および 「エ
ン ド補正」 値を大き く し て く
だ さい。

P. 2-25

D と D' の大き さが違う カ ッ ターが偏芯し ている 「ツール調整」 機能の 「偏芯
調整」 を行って く だ さい。

P. 3-6

C の切り込みが多い 「ス ター ト 補正」 値が大きい 「ス タ ー ト 補正」 値を小さ く
し て く だ さい。

P. 2-25

カ ッ ターが偏芯し ている 「ツール調整」 機能の 「偏芯
調整」 を行って く だ さい。

P. 3-6

チ ェ ッ クポイ ン ト 原 　 因 対 　 処 参 　 照

ポイ ン ト A の接点が合わな
い

カ ッ ターが偏芯し ている 「ツール調整」 機能の 「偏芯
調整」 を行って く ださい。

P. 3-9

ポイ ン ト A の線がずれる 罫引きローラーの θ 角度が
異常

「ツール調整」 機能の 「θ 調
整」 を行って く ださい。

P. 3-9

罫引きが弱い プレス値が弱い プ レ ス値を強 く し て く だ さ
い。

P. 2-25

コ ー ト ボールに段ボール用
のローラーを使用し ている

コ ー ト ボール用のロ ー ラ ー
を使用し て く ださい。

―

段ボールのフルー ト に沿っ
た罫引きがやぶれる

「カ ッ ト 条件」 機能の 「プレ
ス （ Ｙ ）」 の値が大きい

Ｙ 軸方向に沿って、段ボール
の フ ルー ト を置いて く だ さ
い。
「カ ッ ト 条件」 機能の 「プ レ
ス （ Ｙ ） 」 の値を小さ く し て
く ださい。

P. 3-3

P. 2-25

チ ェ ッ クポイ ン ト 原 　 因 対 　 処 参 　 照

点線になる 偏芯カ ッ タ ーの取 り 付けが
不十分

ホルダーのネ ジ を確実に締
めて く だ さい。

P. 2-15

スピー ドが遅い ス ピ ー ド 値を大き く し て く
だ さい。

P. 2-25

プレス値が弱い プ レ ス値を強 く し て く だ さ
い。

P. 2-25

コーナー部が丸 く なる 刃先の出し量が少ない 刃先の出 し 量を多 く し て く
だ さい。

P. 2-11

オフセ ッ ト 値が小さすぎる オ フ セ ッ ト 値を大き く し て
く だ さい。

P. 2-25

チ ェ ッ クポイ ン ト 原 　 因 対 　 処 参 　 照
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カ ッ ト 条件の確認 [ ﾃｽﾄｶｯﾄ ]
ツール間の状態チ ェ ッ ク

テス ト カ ッ ト でツール間 （ペン と タ ンジ ェ ンシ ャルカ ッ ター、 ペン と罫引ローラー） の状態をチ ェ ッ
ク確認し ます。
確認方法は、 ペンで作図し た後、 同じ位置で タ ンジ ェ ンシ ャルカ ッ ターまたは罫引ローラーで 「テス
ト カ ッ ト 」 機能を実行し、 ツール間の状態をチ ェ ッ ク し ます。
以下に、 10 種類のサンプルについての対処方法について説明し ます。 サンプルには、 調整項目が １ つ
の場合や複数の場合があ り ます。 サンプルを参考に、 調整が必要な項目を見極めて く だ さい。
こ こでは、 ペン と タ ンジ ェ ンシャルカ ッ ターについて説明し ます。 罫引ローラーの場合は、 「タ ンジ ェ
ンシャルカ ッ ター」 を 「罫引ローラー」 に変えてお読み く だ さい。

サンプル A

ペンの中心に対し て、 タ ンジ ェ ンシ ャルカ ッ ターが進行方
向に関係な く 、 ずれている。

対処方法
「ツール調整」 の 「カ ッ タ ー調整」 機能の中にあ る 「オ フ
セ ッ ト 」 調整を し て く だ さい。 （ P. 3-6）

サンプル B

カ ッ ト が時計方向 （または反時計方向） に回転し ている。

対処方法
「ツール調整」 機能の 「カ ッ ター調整」 機能の中にある 「θ」
調整を し て く だ さい。 （ P. 3-6）

サンプル C

カ ッ ト 始点が手前すぎる （または奥すぎる）。

対処方法
「カ ッ ト 条件」 機能の 「ス ター ト 補正」 値を調整し て く だ さ

い。 （ P. 2-22）
「ツール調整」 機能の 「偏芯調整」 のパターン A を調整し て
く だ さい。 （ P. 3-6）
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サンプル D

カ ッ ト 終点が長すぎる （または短すぎる）。

対処方法
「カ ッ ト 条件」 機能の 「エン ド補正」 値を調整し て く だ さい。

（ P. 2-22）
「ツール調整」 機能の 「偏芯調整」 のパターン A を調整し て
く だ さい。 （ P. 3-6）

サンプル E

タ ンジ ェ ンシ ャルカ ッ ターが、 進行方向右にずれている。

対処方法
「ツール調整」 機能の 「偏芯調整」 のパターン B を調整し て
く だ さい。 （ P. 3-6）

サンプル F

カ ッ ト が時計方向 （または反時計方向） に回転 し ていて、
カ ッ ト 始点が手前すぎる （または奥すぎる）。

対処方法
サンプル B とサンプル C の対処方法を参照し て く だ さい。

サンプル G

カ ッ ト が時計方向 （または反時計方向） に回転し ていて、 タ
ンジ ェ ンシャルカ ッ ターが右 （または左） にずれている。

対処方法
サンプル B とサンプル E の対処方法を参照し て く だ さい。
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カ ッ ト 条件の確認 [ ﾃｽﾄｶｯﾄ ]
サンプル H

カ ッ ト 始点が手前 （または奥） すぎていて、 タ ンジ ェ ンシ ャ
ルカ ッ ターが右 （または左） にずれている。

対処方法
サンプル C とサンプル E の対処方法を参照し て く だ さい。

サンプル I

カ ッ ト 終点が長すぎていて （または短すぎる）、 タ ンジ ェ ン
シ ャルカ ッ ターが右 （または左） にずれている。

対処方法
サンプル D とサンプル E の対処方法を参照し て く だ さい。

サンプル J

カ ッ ト が時計方向 （または反時計方向） に回転 し ていて、
カ ッ ト 終点が長すぎていて （または短すぎる）、 タ ンジ ェ ン
シ ャルカ ッ ターが右 （または左） にずれている。

対処方法
サンプル B、 サンプル D およびサンプル E の対処方法を参
照し て く だ さい。
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カ ッ ト エ リ アの設定 [ ｶｯﾄｴﾘｱ ]

本装置の電源をオン し た と きは、 カ ッ ト エ リ アは 大になっ ています。
カ ッ ト エ リ アを取り付けたワークのサイズに合わせた り、 任意にカ ッ ト し たいエ リ アを設定する こ と
ができます。
カ ッ ト エ リ アの設定は、 設定し たいカ ッ ト エ リ アの左下点 （LL:LowerLeft） と右上点 （UR:Upper Right）
を設定し ます。
設定し たカ ッ ト エ リ アを ク リ アするには、 本装置の電源を再投入し て く だ さ い。 カ ッ ト エ リ アが 大
に戻り ます。

1. ローカルメ ニューを表示し ます。

リ モー ト 状態になっ ている と きは、 を押し てローカル状態に
し ます。

2. ローカルメ ニューの ４ ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

3. [ カ ッ ト エ リ ア ] を選択し ます。

4. 現在設定し てある LL 点 （左下） に、 ツールを移動し ます。

LCD には、 コ マン ド原点からの座標を表示し ます。

右上点 （UR）

左下点 （LL）

カ ッ ト エ リ ア

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］  ４ ／ ４

カ ッ ト エ リ ア ――― ＞

ジ クホセイ ――― ＞

ツールチ ョ ウセイ ――― ＞

＜カ ッ ト エ リ ア＞ [ｍｍ]

Ｌ Ｌ 　 ヘ 　 イ ド ウ →

＜カ ッ ト エ リ ア Ｌ Ｌ ＞  [ｍｍ]

　 ― ６ ０ ０ ． ０ 　 　 ― ４ ５ ０ ．０

スピー ド コウソ ク＞

カ ッ ター ア ッ プ＞
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カ ッ ト エ リ アの設定 [ ｶｯﾄｴﾘｱ ]
5. 設定し たいカ ッ ト エ リ アの左下に、 ツールの先端を合わせ

ます。

ジ ョ グキーで、 ツールの先端を設定し たいカ ッ ト エ リ アの左下点
(LL) に合わせます。

必要に応じ て、 ヘ ッ ドのスピー ド を変更し た り、 ツールア ッ プ／
ダウン し て合わせて く ださい。

6. LL 点を登録し ます。

を押し て、 値を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。 手順 ３ に戻り ます。

7. 現在設定し てある UR 点 （左下） に、 ツールを移動し ます。

LCD には、 コマン ド原点からの座標を表示し ます。

8. 設定し たいカ ッ ト エ リ アの右上に、 ツールの先端を合わせ

ます。

ジ ョ グキーで、 ツールの先端を設定し たいカ ッ ト エ リ アの右上点
(UR) に合わせます。

必要に応じ て、 ヘ ッ ドのスピー ド を変更し た り、 ツールア ッ プ／
ダウン し て合わせて く ださい。

＜カ ッ ト エ リ ア Ｌ Ｌ ＞  [ｍｍ]

　 ― ６ ０ ０ ． ０ 　 　 ― ４ ５ ０ ．０

スピー ド コウソ ク＞

カ ッ ター ア ッ プ＞

左下点 （LL）

＜カ ッ ト エ リ ア Ｌ Ｌ ＞  [ｍｍ]

　 ― ４ ５ ０ ． ０ 　 　 ― ３ ０ ０．０

スピー ド コウソ ク＞

カ ッ ター ア ッ プ＞

＜カ ッ ト エ リ ア＞ [ｍｍ]

Ｕ Ｒ 　 ヘイ ド ウ →

＜カ ッ ト エ リ ア＞ [ｍｍ]

Ｕ Ｒ 　 ヘイ ド ウ →

＜カ ッ ト エ リ ア Ｌ Ｌ ＞  [ｍｍ]

　 ― ６ ０ ０ ． ０ 　 　 ― ４ ５ ０．０

スピー ド コウソ ク＞

カ ッ ター ア ッ プ＞

右上点 （UR）
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9. UR 点を登録し ます。

を押し て、 値を登録し ます。 手順 4 に戻り ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。 手順 4 に戻り ます。

＜カ ッ ト エ リ ア Ｌ Ｌ ＞ [ｍｍ]

　 　 ３ ８ ０ ． ０ １ １ ２ ． ０

スピー ド コウソ ク＞

カ ッ ター ア ッ プ＞

［ローカル］ ４ ／ ４

カ ッ ト エ リ ア ――― ＞

ジ クホセイ ――― ＞

ツールチ ョ ウセイ ――― ＞
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オ リ ジン （作図原点） の設定

オ リ ジンは、 作図、 カ ッ ト 、 および罫引きする基準の点です。
オ リ ジンを移動する こ とによ り、 作図位置を移動できます。
また、 オ リ ジンを設定し た座標は （0,0） にな り ます。 ジ ョ グキーでヘ ッ ド を移動し た場合、 オ リ ジン
からの座標を LCD に表示し ます。
通常、 オ リ ジンは 大有効カ ッ ト エ リ アの左下に設定されています。
「サンプルカ ッ ト 」 機能では、 オ リ ジンのそばで各データ を カ ッ ト （罫引き、 作図） し ます。

1. ローカルメ ニューを表示し ます。

リ モー ト 状態になっ ている と きは、 を押し てローカル状態に
し ます。

１ ページから ４ ページまでのどのページ を開いていて も構いま
せん。

2. ジ ョ グキーで、 オ リ ジンを設定する場所へヘ ッ ド を移動し

ます。

現在、 選択し ているツール先の座標を表示し ます。

必要に応じ て、 移動スピー ド と ツール先のア ッ プ／ダウンを行い
ます。

3. オ リ ジンを設定し ます。

データ

オ リ ジン （作図原点）

大有効カ ッ ト エ リ ア

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

＜イ ド ウ＞  [ｍｍ]

　 　 ３ ８ ２ ． ６ ５ ６ ５ ． ０

スピー ド コウソ ク＞

ペン ア ッ プ＞

＜イ ド ウ＞  [ｍｍ]

　 　 　 　 ０ ． ６ ０ ． ０

スピー ド コウソ ク＞

ペン ア ッ プ＞

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞
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処理 （作図 ・ カ ッ ト ・ 罫引き） の中断

リ モー ト 状態でデータの処理中に、 何らかの理由で処理を中断する こ とができます。
こ こ では、 中断の方法と中断後に設定を変更でき る機能について説明し ます。

中断と再開の方法 　

1. 本装置が動作中に を押し ます。

しばら く し てから本装置の動作が止ま り、 ローカル状態にな り
ます。

2. 再び を押し ます。

リ モー ト 状態にな り、 処理を再開し ます。

中断後に設定できる機能

次のこ とができます。
• カ ッ ト 条件を変更する

「カ ッ ト 条件の設定 [ ｶｯﾄｼﾞｮｳｹﾝ ]」 P. 2-22

• 受信バッ フ ァ に残っているデータ を ク リ アする

「処理の中止 [ ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ ]」 .P. 2-38

処理の中止 [ ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ ]

受信済みのデータ を受信バッ フ ァから ク リ ア し ます。
次の場合にデータ を ク リ ア し ます。

①処理を中断し たが、 処理を取り止めたい
②受信済みでまだ処理を し ていないデータ を ク リ ア し たい
③ 「コ ピー」 機能を実行し たいデータ を受信する前

1. リ モー ト 状態のと きは、 を押し てローカル状態に し ま

す。

処理中の場合は、 中断し ます。

2. ローカルメ ニューの 2 ページ目を表示し ます。

キーを数回押し ます。

● 円の処理中はその円を処理後、止ま り ます。
他の線分はベク ト ル単位で処理後、 止ま り
ます。

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ２ ／ ４

データ ク リ ア ――― ＞

コ ピー ――― ＞

ヘ ッ ド タ イ ヒ ――― ＞
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処理 （作図 ・ カ ッ ト ・ 罫引き） の中断
3. [ データ ク リ ア ] を選択し ます。

キーを押し ます。

4. 「データ ク リ ア」 を実行し ます。

「データ ク リ ア」 を取り消す場合は、 キーを押し ます。 手順 2
に戻り ます。

［ローカル］ ２ ／ ４

データ ク リ ア ――― ＞

コ ピー ――― ＞

ヘ ッ ド タ イ ヒ ――― ＞

＜テス ト カ ッ ト ＞ １ ／ １

Ｅ Ｎ Ｄ キー 　 ： 　 ジ ッ コウシマス

Ｃ Ｅ 　 キー 　 ： 　 ト リ ケシマス

Ｏ Ｒ Ｇ キー 　 ： 　 ホセイ ク リ ア

［ローカル］ ２ ／ ４

データ ク リ ア ――― ＞

コ ピー ――― ＞

ヘ ッ ド タ イ ヒ ――― ＞
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第 3 章
異常が発生し た場合

この章では、 思 う よ う にカ ッ ト ができない場合や故障と思ったた と きの対処方法に
ついて説明し ます。
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こんな こ とが起きたら

切り込みが足り ない [ ｶｯﾄｼﾞｮｳｹﾝ ] ＞ [ ﾌﾟﾚｽﾎｾｲ ]

カ ッ ターがダウン し た と き、 刃先出し量がワーク厚よ り出ているにもかかわらず、 完全に切れない場
合があ り ます。
この場合、カ ッ ターがダウンする と きの圧力を強 く する こ と で確実にワーク を切る こ とができます。プ
レス値に加算するプレス補正値を設定するか、 プレス補正値を強 く し ます。
設定方法は、 第 ２ 章の 「カ ッ ト 条件の設定」 をご覧 く だ さい。 ( P. 2-22)

レシプロヘ ッ ドの場合は、 ヘ ッ ドの高さが合っ ていな と、 完全に切れない場合があ り ます。
高さ調整つまみを左に回し て、 ヘ ッ ド を少し下げて く だ さい。
ワークの堅さ などによ り、 ヘ ッ ドの高さの調整が必要です。

始終点で切り残しがある [ ｶｯﾄｼﾞｮｳｹﾝ ] ＞ [ ｽﾀｰﾄ / ｴﾝﾄﾞﾎｾｲ ]

カ ッ ターがダウン し た位置、 またはカ ッ ターア ッ プ し た位置が完全に切れない場合があ り ます。
ス ター ト 補正値を長 く 設定する と、 カ ッ ターのダウンする位置が手前にな り ます。 ( P. 2-22)

エン ド補正値を長 く 設定する と、 カ ッ ターのア ッ プする位置が奥側にな り ます。 ( P. 2-22)

円の始終点が合わない [ ﾂｰﾙﾁｮｳｾｲ ] ＞ [ ｴﾝ θ ﾎｾｲ ]

ワークの厚さ、 硬度によ っ てカ ッ ト する円の始終点がずれる こ とがあ り ます。 そのずれ量を補正する
こ と で、 正円に近い円を カ ッ ト する こ とができます。 ずれ量は、 円のサイズによ っ て異なるため、 本
機能では半径の異なる ５ つの円について、 ずれ量を補正し ます。
• R ＜ 5 の円
• 5 ≦ R ＜ 10 の円
• 10 ≦ R ＜ 20 の円
• 20 ≦ R ＜ 50 の円
• 50 ≦ R ＜ 100 の円
• R ≦ 100 の円

比較的柔らかいワークの場合、 正円よ り内側にカ ッ ト し ます。
硬いワークの場合、 正円よ り外側にカ ッ ト し ます。

調整方法 ：

次のよ う に調整し ます。

★ CAD によ っては、 補正できない場合があ り ます。

パターン

調整方法 補正角度をプラス側に設定し ます。 補正角度をマイナス側に設定し ます。
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こんなこ とが起きたら
フルー ト に沿った罫引きがやぶれる [ ｶｯﾄｼﾞｮｳｹﾝ ] ＞ [ ﾌﾟﾚｽ (Y)]

段ボールのフルー ト に沿っ て罫引きする場合、 カ ッ ト 条件で設定し たプレス値では強 く 、 やぶれて し
ま う こ とがあ り ます。

調整方法 ：

次のよ う に調整し ます。

段ボールのフルー ト を本装置の Y 軸に沿う よ う に置きます。
Y 軸方向の罫引き圧力を設定するため、 カ ッ ト 条件のプレス値から、 どの く らい圧力を弱 く するか設定

し ます。 ( P. 2-22)

ト ンボが読めない場合 [ ﾂｰﾙﾁｮｳｾｲ ] ＞ [ ﾗｲﾄﾎﾟｲﾝﾀ ]

ト ンボが読めない場合、 ト ンボセンサー と ラ イ ト ポイ ン タの位置関係が合っ ていない、 または ト ンボ
検出の設定が間違っ ている こ とが考えられます。

この場合、 ラ イ ト ポイ ン タの位置を補正し ます。

1. ボールペンホルダにボールペン （BK-70） を取り付けます。

( P. 2-15)

2. ローカルメ ニューの 4 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

3. [ ツールチ ョ ウセイ ] を選択し ます。

4. ツールチ ョ ウセイの ２ ページ目を表示し て く だ さい。

を 1 回押し ます。

フルー ト

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ４ ／ ４

カ ッ ト エ リ ア ――― ＞

ジ クホセイ ――― ＞

ツールチ ョ ウセイ ――― ＞

＜ツールチ ョ ウセイ＞ １ ／ ２

Ｂ 　 カ ッ ターチ ョ ウセイ ― ＞

Ｃ 　 ローラーチ ョ ウセイ ― ＞

エン 　 θ ホセイ ― ＞
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5. [ ラ イ ト ポイ ン タ ] を選択し ます。

ラ イ ト ポイ ン タ位置調整のメ ニューに変わり ます。

6. 【ジ ッ コウ】 を選択し ます。

縦 ・ 横の長さが 10mm の十字パターンを作図し ます。

ラ イ ト ポイ ン タが点灯し、 十字パターンの中央に移動し ます。

7.   またはジ ョ グキーを押し て、 ポイ ン タ を十時パ

ターンの中央に移動し ます。

-99.9mm ～ +99.9mm （0.1mm ピ ッ チ）

8. を押し て調整値を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。

＜ツールチ ョ ウセイ＞ ２ ／ ２

ラ イ ト ポイ ン タ →

＜ライ ト ポインタ 　 イチ＞ １／１

ポイ ン タ 　 Ｘ 　 ＋ ０ ． ０ ｍｍ ＞

ポイ ン タ 　 Ｙ 　 ＋ ０ ． ０ ｍｍ ＞

ジ ッ コウ →

:
:

＜ライ ト ポインタ 　 イチ＞ １／１

ポイ ン タ 　 Ｘ  ＋ １ ． ５ ｍｍ ＞

ポイ ン タ 　 Ｙ  － ０ ． ５ ｍｍ ＞

ジ ッ コウ →

＜ライ ト ポインタ 　 イチ＞ １／１

ポイ ン タ 　 Ｘ  ＋ １ ． ５ ｍｍ ＞

ポイ ン タ 　 Ｙ  － ０ ． ５ ｍｍ ＞

ジ ッ コウ →
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ツール同士が一致し ない [ ﾂｰﾙﾁｮｳｾｲ ]

作図と カ ッ ト 、 または作図と罫引きローラがずれている と き、 そのずれを調整し ます。
各ツールのずれを調整するには、 「ツール調整」 機能の 「カ ッ ター調整」 および 「ローラー調整」 を行
います。

ツール調整機能を実行する と きは、 各ツールのスピー ド と加速度を次のよ う に設定し て く だ さ い。 ス
ピー ド や加速度が速いと正確に調整できません。

スピー ド ： 20 cm/s
加速度 ： 0.1 G

確認と調整の流れ

ツール調整の概要

ツール調整には、 次の ３ 種類があ り ます。
① 低圧用タ ンジ ェ ンシ ャルカ ッ ターの調整 「カ ッ ター調整」
② ローラー用の調整 「ローラー調整」 および高圧用タ ンジ ェ ンシ ャルカ ッ ターの調整 「カ ッ ター調

整」
③ 作図し た円と タ ンジ ェ ンシ ャルカ ッ ターが合う よ う に調整する 「円 θ 補正」 があ り ます。

カ ッ ターまたはローラーを選択

偏芯調整のパターンを実行

偏芯調整を実行

θ 調整のパターンを実行

θ 調整を実行

オフセ ッ ト 調整のパターンを実行

オフセ ッ ト 調整を実行

ツール選択 （ P. 2-21）

偏芯調整 （ P. 3-6 P. 3-9）

偏芯調整 （ P. 3-11）

θ 調整 （ P. 3-7, P. 3-10）

θ 調整 （ P. 3-11）

オフセ ッ ト 調整 （ P. 3-8, P. 3-11）

オフセ ッ ト 調整 （ P. 3-11）
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カ ッ ター調整

カ ッ ター調整には、 次の ３ 種類の調整があ り ます。
① 刃先やツールの偏芯を調整する 「偏芯調整」
② カ ッ ターの回転角度を調整する 「θ 調整」
③ タ ンジ ェ ンシャルカ ッ ターとペンのずれを調整する 「オフセ ッ ト 調整」

偏芯調整

刃先を交換し た場合やツールを付け替えた場合に、 偏芯する可能性があ り ます。 偏芯し ていた場合
の例と調整方法について説明し ます。
調整用のパターンは、 次の 2 種類を同時にカ ッ ト し ます。 パターンの大き さ と カ ッ ト する順番を示
し ます。

パターン A パターン B

調整方法 ：

次のよ う に調整し ます。
パターン A では、 刃先と カ ッ ターホルダーの中心との関係を確認し、 目的に合わせて、 中心の位置を
調整し ます。
通常は、 はみ出しやすき間がないよ う に調整し ます。 下図のよ う にカ ッ ターの背を中心位置に調整し
ます。

サンプルパターン

パターン A

調整方法 A の値を小さ く する と、 はみ出しが小
さ く な り ます。

A の値と大き く する と、 すき間が小さ く な
り ます。

17
(SPB-0065)

2
(SPB-0064)

30
(SPB-0045)
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ツール同士が一致し ない [ ﾂｰﾙﾁｮｳｾｲ ]
パターン B は、 ツールが傾いて取り付けられている場合の調整です。 X 軸および Y 軸の各線が、 一直
線上に並ぶよ う に調整し ます。

θ 調整

タ ンジ ェ ンシャルカ ッ ターの回転角度を調整し ます。
調整方法は、 作図し たパターンに対し てカ ッ ト し たパターンの回転角度のズレを調整し ます。
調整用のパターンは、 パターン 1 とパターン 2 の 2 種類です。 パターン １ とパターン ２ の違いは、
大き さのみです。
パターンの大き さ と カ ッ ト する順番を示し ます。 （ 　 ） 内の寸法値は、 パターン 2 の寸法値です。

パターン １ （パターン 2）

調整方法 ：

次のよ う に調整し ます。

サンプルパターン

パターン B

調整方法 B の値に、 ずれた長さの 1/2 をプラス
値と し て入力し ます。

B の値に、 ずれた長さの 1/2 をマイナス値
と し て入力し ます。

サンプルパターン

パターン １ （パターン 2）

調整方法 時計方向に回転し ている場合は、 カ ッ
ター θ 値を小さ く し ます。

反時計方向に回転 し て い る 場合は、 カ ッ
ター θ 値を大き く し ます。
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オフセ ッ ト 調整

作図し たパターンに対し て、 カ ッ ト し たパターンの X 軸および Y 軸のずれ量を調整し ます。
調整用のパターンは、 1 種類です。 パターンの大き さ と カ ッ ト する順番を示し ます。

調整方法 ：

次のよ う に調整し ます。

サンプルパターン

調整方法 カ ッ タ ーが右方向にずれてい る場合
は、 カ ッ ター X 値を大き く し ます。

カ ッ タ ーが左方向 に ずれ て い る 場合は、
カ ッ ター X 値を小さ く し ます。

サンプルパターン

調整方法 カ ッ タ ーが上方向にずれてい る場合
は、 カ ッ ター Y 値を大き く し ます。

カ ッ タ ーが下方向 に ずれ て い る 場合は、
カ ッ ター Y 値を小さ く し ます。
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ツール同士が一致し ない [ ﾂｰﾙﾁｮｳｾｲ ]
ローラー調整

ローラー調整には、 次の ３ 種類の調整があ り ます。
①ツールの偏芯を調整する 「偏芯調整」
②ローラーの回転角度を調整する 「θ 調整」
③ローラーとペンのずれを調整する 「オフセ ッ ト 調整」

偏芯調整

ツールを付け替えた場合に、 偏芯する可能性があ り ます。 偏芯し ていた場合の例と調整方法につい
て説明し ます。
調整用のパターンは、 次の ２ 種類です。 パターン A は罫引き、 パターン B は作図と罫引きです。 パ
ターンの大き さ と罫引きする順番を示し ます。
パターン A は、 タ ンジ ェ ンシャルカ ッ ターと違い、 偏芯し ていな く ても左右にはみ出し ます。

パターン A パターン B

調整方法 ：

パターン A では、 刃先がローラーホルダーの中心からずれている場合の調整です。

パターン B は、 ツールが傾いて取り付けられている場合の調整です。 Ｘ 軸および Ｙ 軸の各線が、 一
直線上に並ぶよ う に調整し ます。

パターン A

サンプルパターン

調整方法 A の値に、 縦線からはみ出た長さ をマ
イナス値と し て入力し ます。

A の値に、縦線までの足り ない長さ をプラス
値と し て入力し ます。

サンプルパターン

パターン B

調整方法 B の値に、 ずれた長さの 1/2 をマイナ
ス値と し て入力し ます。

B の値に、ずれた長さの 1/2 をプラス値と し
て入力し ます。
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θ 調整

ローラーの回転角度を調整し ます。
調整方法は、 作図し たパターンに対し て罫引き し たパターンの回転角度のずれを調整し ます。
調整用のパターンは、 １ 種類です。
パターンの大き さ と カ ッ ト する順番を示し ます。
パターン １

調整方法 ：

次のよ う に調整し ます。

サンプルパターン

調整方法 時計方向に回転し ている場合は、 ロー
ラー θ 値を小さ く し ます。

反時計方向に回転 し て い る 場合は、 ロ ー
ラー θ 値を大き く し ます。
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ツール同士が一致し ない [ ﾂｰﾙﾁｮｳｾｲ ]
オフセ ッ ト 調整

作図し たパターンに対し て、 罫引き し たパターンの Ｘ 軸および Ｙ 軸のずれ量を調整し ます。
調整用のパターンは、 1 種類です。 パターンの大き さ と カ ッ ト する順番を示し ます。

調整方法 ：

次のよ う に調整し ます。

ツール調整方法

「ツール調整」 には、 カ ッ ター調整およびローラー調整があ り ます。
こ こでは、 カ ッ ター調整を例に と り説明し ます。

1. ヘ ッ ド にペン と タ ンジ ェ ンシ ャルカ ッ ターを取り付けます。 （ P. 2-15, P. 2-15）

2. ローカルメ ニューの 4 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

3. [ ツールチ ョ ウセイ ] を選択し ます。

サンプルパターン

調整方法 ロー ラ ーが右方向にずれてい る場合
は、 ローラー Ｘ 値を大き く し ます。

ロ ー ラ ーが左方向 に ずれ て い る 場合は、
ローラー Ｘ 値を小さ く し ます。

サンプルパターン

調整方法 ロー ラ ーが上方向にずれてい る場合
は、 ローラー Ｙ 値を小さ く し ます。

ロ ー ラ ーが下方向 に ずれ て い る 場合は、
ローラー Ｙ 値を大き く し ます。

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ４ ／ ４

カ ッ ト エ リ ア ――― ＞

ジ クホセイ ――― ＞

ツールチ ョ ウセイ ――― ＞
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4. [ カ ッ ターチ ョ ウセイ ] を選択し ます。

偏芯調整のメ ニューに変わり ます。

左の表示は、 C ユニ ッ ト にタ ンジ ェ ンシャルカ ッ ターを設定し て
いる場合、 B ユニ ッ ト にローラーを設定し ている場合です。

5. カ ッ ターの偏芯度を確認するため、 [ ジ ッ コウ ] を選択し、

パターン A とパターン B を カ ッ ト し ます。

正常なパターン A 正常なパターン B

6. それぞれの値を入力し ます。

[A] にはパターン A での調整値を入力。

[B] にはパターン B での調整値を入力。

7. 手順 ５ と手順 ６ を繰り返し ます。

正常なパターンになるまで、 繰り返し ます。

8. チ ョ ウセイ メ ニューの 2 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

θ 調整のメ ニューに変わり ます。

9. 調整用のパターンを選択し ます。

1, 2

10. θ 角度を確認するため、 [ ジ ッ コウ ] を選択し ます。

ペンで作図し た後、 タ ンジ ェ ンシャルカ ッ ターでカ ッ ト し ます。

正常なパターン １ （ ２ ）

11. [ カ ッ ター θ] に値を入力し ます。

値を大き く する と、 反時計方向に回転し ます。

値を小さ く する と、 時計方向に回転し ます。

12. 手順 10 と手順 11 を繰り返し ます。

正常なパターンになるまで、 繰り返し ます。

＜ツールチ ョ ウセイ＞ １ ／ ２

Ｂ カ ッ ターチ ョ ウセイ――― ＞

Ｃ ローラーチ ョ ウセイ――― ＞

エン θ ホセイ ――― ＞

＜チ ョ ウセイ＞ ヘンシン １ ／ ３

Ａ （ナガサ）  ＊＊． ＊＊＞

Ｂ ＊＊． ＊＊＞

ジ ッ コウ ――― ＞

＜チ ョ ウセイ＞ ヘンシン １ ／ ３

Ａ （ナガサ） ＊＊． ＊＊＞

Ｂ ＊＊． ＊＊＞

ジ ッ コウ ――― ＞

＜チ ョ ウセイ＞ ヘンシン １ ／ ３

Ａ （ナガサ） ＊＊． ＊＊＞

Ｂ ＊＊． ＊＊＞

ジ ッ コウ ――― ＞

＜チ ョ ウセイ＞ 　 θ ２ ／ ３

カ ッ ター θ ＊＊． ＊＊＞

パターン Ｎ ｏ ． ＊ １ ＞

ジ ッ コウ ――― ＞

＜チ ョ ウセイ＞ 　 θ ２ ／ ３

カ ッ ター θ ＊＊． ＊＊＞

パターン Ｎ ｏ ． ＊ １ ＞

ジ ッ コウ ――― ＞

＜チ ョ ウセイ＞ 　 θ ２ ／ ３

カ ッ ター θ ＊＊． ＊＊＞

パターン Ｎ ｏ ． ＊ １ ＞

ジ ッ コウ ――― ＞
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ツール同士が一致し ない [ ﾂｰﾙﾁｮｳｾｲ ]
13. チ ョ ウセイ メ ニューの 3 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

オフセ ッ ト 調整のメ ニューに変わり ます。

14. ずれ量を確認するため、 [ ジ ッ コウ ] を選択し ます。

ペンで作図し た後、 タ ンジ ェ ンシャルカ ッ ターでカ ッ ト し ます。

正常なパターン

15. それぞれの値を入力し ます。

[ カ ッ ター Ｘ ] には、 Ｘ 軸方向のずれ量を入力し ます。

[ カ ッ ター Ｙ ] には、 Ｙ 軸方向のずれ量を入力し ます。

16. 手順 14 と手順 15 を繰り返し ます。

正常なパターンになるまで、 繰り返し ます。

17. 調整値を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。

＜チ ョ ウセイ＞ 　 θ  ２ ／ ３

カ ッ ター θ ＊＊． ＊＊＞

パターン Ｎ ｏ ． ＊ １ ＞

ジ ッ コウ ――― ＞

＜チ ョ ウセイ＞ オフセッ ト ３／３

カ ッ ター Ｘ  ＊＊． ＊＊＞

カ ッ ター ｙ  ＊＊． ＊＊＞

ジ ッ コウ ――― ＞

＜チ ョ ウセイ＞ オフセッ ト ３／３

カ ッ ター Ｘ  ＊＊． ＊＊＞

カ ッ ター ｙ  ＊＊． ＊＊＞

ジ ッ コウ ――― ＞

＜チ ョ ウセイ＞　 オフセッ ト ３／３

カ ッ ター Ｘ  ＊＊． ＊＊＞

カ ッ ター ｙ  ＊＊． ＊＊＞

ジ ッ コウ ――― ＞
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故障と思ったら

LCD にエ ラー メ ッ セージを表示し ないと きの ト ラ ブルの対処方法について説明し ます。
こ こ で説明し ている以外の ト ラ ブルで、 LCD にエ ラー メ ッ セージを表示する場合は、 本章の 「エ ラー

メ ッ セージを表示する ト ラ ブル」 をご覧 く だ さい。 （ P. 3-16）

電源をオンにし ても全 く 動かない

CAD からデータ を送信し ても動かない

データ を送信する と エラーが発生する

ツールが紙の上を引きずる

原 　 因 対処方法 参 　 照

電源ケ ー ブ ルは確実に接続 し て あ り ま す
か？

電源ケーブルを正し く 接続し て く ださい。 P. 1-12

EMERGENCY ス イ ッ チ を押 し てあ り ません
か？

EMERGENCY ス イ ッ チ を解除 し て く だ さ
い。

P. 1-15

原 　 因 対処方法 参 　 照

ローカル状態になっていませんか？ リ モー ト 状態にし て く だ さい。 P. 1-16

イ ン タ ー フ ェ イ スケーブルは確実に接続 し
てあ り ますか？

イ ン タ ー フ ェ イ スケーブルを正 し く 接続
し て く だ さい。

P. 1-11

原 　 因 対処方法 参 　 照

通信条件が合っていますか？ コ ン ピ ュ ー タ 側の条件に合わせて く だ さ
い。

P. 1-18

コ ン ピ ュ ー タ 側 と プ ロ ッ タ 側のコ マ ン ド は
合っていますか？

プ ロ ッ タ ー側の コ マ ン ド に合わせて く だ
さい。

P. 1-23

原 　 因 対処方法 参 　 照

紙 （シー ト ） にシワや タ ワ ミ があ り ません
か？

紙 （シー ト ） のシワやタワ ミ を伸ばし て く
だ さい。

P. 2-9

ヘ ッ ドの高さは、 低すぎませんか？ ワークの厚みに合わせて、 ヘ ッ ドの高さ を
調整し て く だ さい。

P. 2-18

ペンのア ッ プ／ダウン動作が不良ですか？ 電源をオフにし た状態で、 ヘ ッ ド A を上下
に動かし て く だ さ い。 ヘ ッ ド A が正常に
ア ッ プ／ダウン し ない場合は、 販売店また
は弊社営業所にご連絡 く だ さい。

―
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故障と思ったら
作図し た線が点線になる／かすれる

レシプロ振動し ない
 

原 　 因 対処方法 参 　 照

A ユニ ッ ト のネジが緩んでいませんか？ A ユニ ッ ト のネジを締め直し て く だ さい。 P. 2-15

作図スピー ドが速すぎませんか？ スピー ド値を遅 く し て く だ さい。 P. 2-24

作図圧力が弱すぎませんか？ プレス値を強 く し て く だ さい。 P. 2-24

ペンのイ ン クが終わっていませんか？ 新しいペンに交換し て く だ さい。 P. 2-15

原 　 因 対処方法 参 　 照

レ シプ ロ振動する軸の油分が不足 し ていま
せんか？

グ リ スを少量、 軸に添付し て下さい。 P. 7-17

シン ド ウをオフに設定し ていませんか？ シン ド ウを 1 ～ 5 に設定し て下さい。 復帰
し ない場合は、 販売店または弊社営業所に
ご連絡 く だ さい。

P. 2-24
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エラー メ ッ セージを表示する ト ラ ブル

本装置に異常が発生する と、 LCD にエラー メ ッ セージを表示し ます。
エ ラーの原因と対処方法について説明し ます。

対処できるエラー

こ こ では、 お客様が対処でき るエラーについて説明し ます。

エラー メ ッ セージ 原 　 因 対処方法

エラー １ ０ 　 コマン ド
エラー １ １ 　 パラ メ ータ
エラー １ ２ 　 デバイス

本装置側と コ ン ピ ュー タ側の通
信条件が違っています。 　

通 信 条 件 を 合 わ せ て く だ さ い。

（ P. 1-18）

エラー １ ３ 　 ポ リ ゴン 多角形バ ッ フ ァ がオ ーバー フ
ローし ま し た。

多角形デー タ を分割し て送信し て く
だ さい。

エラー ２ ０ 　 I/O 本装置側と コ ン ピ ュー タ側の通
信条件が違っています。

通 信 条 件 を 合 わ せ て く だ さ い。

（ P. 1-18）

電源 を オ ン す る 順番が違い ま
す。

コ ン ピ ュー タの電源をオンに し てか
ら、 本装置の電源をオン し て く だ さ
い。

エラー ２ ７ 　 バッ フ ァ オーバー シ リ アルイ ン タ ーフ ェ イ スで異
常が発生し ま し た。

通 信 条 件 を 合 わ せ て く だ さ い。

（ P. 1-18）

エラー ３ ０ 　 オペレーシ ョ ン カ ッ ト な ど を 中断 し て い る 間
に、 通信条件を変更するなど不
当なキーオペレーシ ョ ン を し ま
し た。

不当なキーオペレーシ ョ ンはし ない
で く だ さい。

有効エ リ アが A3 サイズ未満で、
ア ス キー ダ ン プ を 実行 し ま し
た。

有効エ リ アを A3サイズ以上に設定し
てから、 実行し て く だ さい。

有効エ リ アがA3サイズを確保で
き な い位置に オ リ ジ ン を 設定
し、 アスキーダンプを実行し ま
し た。

エラー ３ １ 　 データナシ デー タ を受信し ていない状態で
コ ピー機能を実行し ま し た。

一 度 コ ピ ー し た い デ ー タ を コ ン
ピ ュ ー タ か ら 送信 し カ ッ ト し た後、
コ ピ ー 機能 を 実行 し て く だ さ い。

（ P. 4-4）

エ ラ ー ３ ２ 　 デー タ ガ オオキ
イ

コ ピー し よ う と するデー タの容
量が 1M バイ ト を越えています。

1Mバイ ト 未満のデータ を送信し て く
だ さい。
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エ ラー メ ッ セージを表示する ト ラ ブル
エラー ３ ６ 　 ト ンボケンシュ ツ ト ン ボ検出が で き ま せん で し
た。

用紙がカールし ていないか確認し て
く だ さい。

ト ンボ検出開始点の指定が正し いか

確認し て く だ さい。 （ P. 5-13）

黒または白色の ト ンボが印刷し てあ
るか確認し て く だ さい。

ト ンボ間に印刷や汚れがないか、 ゴ
ミ が付着し ていないか確認し て く だ
さい。

ト ンボ検出の各種設定に誤 り がない

か確認し て く だ さい。 （ P. 5-10）

上記の確認事項に異常が無いのに ト
ンボが検出で き ない場合は、 販売店
または弊社営業所までご連絡 く だ さ
い。

エ ラー ３ ６ 　 ト ンボケンシ ュ ツ
デー タ ソウシン ノ 　 テ イ シゴニ
［デー タ ク リ ア］ シ テ ク ダサ イ
－ Ｐ Ｕ Ｓ Ｈ 　 Ａ Ｎ Ｙ 　 Ｋ ｅ ｙ －

ト ン ボ検出が で き ま せん で し
た。

いずれかのキーを押す と ローカルに
戻 り ます。 デー タ の送信を停止 し、
デ ー タ ク リ ア を し て く だ さ い。

（ P. 2-38）

エ ラー ６ ２ 　 バキューム／チル
ト

ブ ロ ア ー に過電流が流れ ま し
た。

プロ ッ タ と ブ ロワの電源をオ フ に し
て、 しばら く し てから電源をオンに
し て く だ さい。

エラー ７ ５ 　 レシプロ カ ッ ター ①カ ッ ト 条件が適切ではあ り ま
せん。

①カ ッ ト 条件を適切な値に設定し て

下さい。 （ P. 2-22）

②刃が磨耗し ています。 ②新品刃に交換し て く だ さ い。 く だ

さい。 （ P. 2-16）

エラー ９ １ 　 ト ンボイチ ト ンボの位置が、 センサー移動
の範囲外にある。

ト ンボがセンサーの移動範囲内に入
る よ う に、 ワーク を移動し て く だ さ
い。

＊＊＊ 　 オフスケール 　 ＊＊＊ デー タが有効カ ッ ト エ リ アから
はみ出ています。

①処理を中止し、 デー タ ク リ ア を し

て く だ さい。 （ P. 2-38）

②有効カ ッ ト エ リ アを広げるか、 有
効カ ッ ト エ リ ア内にデー タ を入れて
く だ さい。
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対処できないエラー

こ こ で説明するエ ラーが発生し た と きは、 直ちに電源をオフ し て く だ さい。
しばら く し て、 電源をオン し て も メ ッ セージを表示する と きは、 直ちに電源をオフに し て、 販売店ま
たは弊社営業所にご連絡 く だ さい。

( ＊ 1) 　 「エ ラー ７ ０ 　 θ オーバーロー ド」 は、 ヘ ッ ドの高さが高すぎた り、 B ユニ ッ ト のツール
がワークに届かず θ 回転し た場合にも発生し ます。
ワークに接するまでツールを下げてから、 再度データ を送信し た場合に 「エ ラー ７ ０ 　 θ
オーバーロー ド」 が発生し たら、 販売店または弊社営業所にご連絡 く だ さい。

エラー メ ッ セージ エラー メ ッ セージ

エラー ０ ０ 　 メ イ ン Ｒ ＯＭ エラー ４ ２ 　 Ｘ オーバーカ レン ト

エラー ０ １ 　 サーボ Ｒ ＯＭ エラー ４ ３ 　 Ｙ オーバーカ レン ト

エラー ０ ２ 　 メ イ ン Ｒ Ａ Ｍ エラー ４ ６ 　 ペンセンサー

エラー ０ ３ 　 サーボ Ｒ Ａ Ｍ エラー ５ ０ 　 Ｘ センサー

エラー ０ ４ 　 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ ＯＭ エラー ５ １ 　 Ｙ センサー

エラー ０ ５ 　 ハン ド シ ェ イ ク エラー ５ ２ 　 θ ゲンテン

エラー ０ ６ 　 バッ フ ァ エラー ５ ３ 　 Z ゲンテン

エラー ０ ８ 　 パワー エラー ７ ０ 　 θ オーバーロー ド ( ＊ 1)

エラー １ ２ 　 デバイス エラー ７ １ 　 θ オーバーカ レン ト

エラー ２ ０ 　 Ｉ ／ Ｏ エラー ７ ２ 　 カ ッ ター Ｚ ロー ド

エラー ４ ０ 　 Ｘ オーバーロー ド エラー ７ ３ 　 ローラー Ｚ ロー ド

エラー ４ １ 　 Ｙ オーバーロー ド エラー ９ ０ 　 Ｆ ／ Ｗ
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第 4 章
応用機能

この章では、 便利な応用機能について説明し ます。
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ペン番号の割り付け [ ﾄﾞｳｻﾓｰﾄﾞ ] ＞ [ ﾍﾟﾝ No. ﾜﾘﾂｹ ]

データ上のペン番号を、 本装置のどのツールに割り付けるか設定し ます。
本装置には、 6 本までのペンを各ツールに割り付ける こ とができます。

こ こ では、 次の例で操作手順を説明し ます。
ペン １ （作図するデータのペン番号） →ペン
ペン ２ （カ ッ ト するデータのペン番号） →カ ッ ター 2

このよ う に設定する と、 ペン 1 とペン 2 のデータ を一度に作図し てカ ッ ト できます。

1. ローカルメ ニューの 3 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

2. [ ド ウサモー ド ] を選択し ます。

3. ド ウサモー ドの 5 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

4. [ ペン No. ワ リ ツケ ] を選択し ます。

5. ヘ ッ ド を [B] から [A] に変更し ます。

B, A

6. ツールを [ ペン ] に設定し ます。

ペン , 偏芯カ ッ ター

7. 「ペン ２ 」 の設定メ ニューを表示し ます。

8. ヘ ッ ド を [A] から [B] に変更し ます。

A, B

9. で、 ツールを [ カ ッ ター 2] に設定し ます。

カ ッ ター 1, カ ッ ター 2

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］  ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞

＜ド ウサモー ド＞ １ ／ ６

Ｚ ス ト ローク ＊ ７ ｍｍ ＞

カ イスウギリ ――― ＞

リザーブ

＜ド ウサモー ド＞ ５ ／ ６

ペン Ｎ ｏ ・ ワ リ ツケ ――― ＞

リザーブ

ザヒ ョ ウヒ ョ ウジ ＊ ミ リ＞

＜ペン Ｎ ｏ ・ ワ リ ツケ＞ １ ／ ６

ペン １

ヘ ッ ド ＊ Ｂ ＞

ツール＊ カ ッ ター １ ＞

＜ペン Ｎ ｏ ・ ワ リ ツケ＞ １ ／ ６

ペン １

ヘ ッ ド Ａ ＞

ツール ＊ペン＞

＜ペン Ｎ ｏ ・ ワ リ ツケ＞ １ ／ ６

ペン １

ヘ ッ ド Ａ ＞

ツール ＊ペン＞

＜ペン Ｎ ｏ ・ ワ リ ツケ＞ ２ ／ ６

ペン ２

ヘ ッ ド ＊ Ａ ＞

ツール ＊カ ッ ター １ ＞

＜ペン Ｎ ｏ ・ ワ リ ツケ＞ ２ ／ ６

ペン ２

ヘ ッ ド Ｂ ＞

ツール カ ッ ター ２ ＞
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ペン番号の割り付け [ ﾄﾞｳｻﾓｰﾄﾞ ] ＞ [ ﾍﾟﾝ No. ﾜﾘﾂｹ ]
10. 値を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。 
＜ペン Ｎ ｏ ・ ワ リ ツケ＞ ２ ／ ６

ペン ２

ヘ ッ ド Ｂ ＞

ツール カ ッ ター ２ ＞

［ローカル］  ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞
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同一データの再カ ッ ト [ ｺﾋﾟｰ ]

１ 度カ ッ ト し たデータ をオフ ラ イ ン状態で再カ ッ ト する こ とができます。
この機能を使う と、 同じデータ を何回も コ ンピ ュータから送信する必要があ り ません。

1. 「データ ク リ ア」 を実行し ます。 （ P. 2-38）

コ ピーし たいデータ を受信する直前に、 「データ ク リ ア」 を実行し て く だ さい。

2. コ ピーし たいデータ を カ ッ ト し ます。

3. ローカル状態に し ます。

4. ジ ョ グキーでオ リ ジンを移動し ます。 （ P. 2-37）

コ ピーする位置にオ リ ジン を再設定し て く だ さ い。 オ リ ジン を
設定し直さ ないと、 同じ場所でカ ッ ト し て し まいます。

5. ローカルメ ニューの ２ ページ目を表示し ます。

6. [ コ ピー ] を選択し ます。

★ コ ピーするデー タ を受信する前に、 「デー タ ク リ ア」 を実行し、 必ず受信バッ フ ァ
を ク リ ア し て く だ さ い。 「デー タ ク リ ア」 を し ない と、 受信バ ッ フ ァ内にある他の
データ も コ ピー対象にな り ます。

オ リ ジン

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

新し く 設定し たオ リ ジン

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ２ ／ ４

データ ク リ ア ――― ＞

コ ピー ――― ＞

ヘ ッ ド タ イ ヒ ――― ＞
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同一データの再カ ッ ト [ ｺﾋﾟｰ ]
7. [ コ ピー ] を実行し ます。

を押し て、 コ ピーを実行し ます。

実行し ないと きは、 を押し ます。 

も う一度、 カ ッ ト する場合は、 手順 ４ から行って く ださい。

＜コ ピー＞ １ ／ １

Ｅ Ｎ Ｄ キー 　 ： 　 ジ ッ コウシマス

Ｃ Ｅ 　 キー 　 ： 　 ト リ ケシマス

［ローカル］ ２ ／ ４

データ ク リ ア ――― ＞

コ ピー ――― ＞

ヘ ッ ド タ イ ヒ ――― ＞
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回数切りの設定 [ ﾄﾞｳｻﾓｰﾄﾞ ] ＞ [ ｶｲｽｳｷﾞﾘ ]

プレス値を変えながら、 同一データ を 大 5 回までカ ッ ト する こ とができます。 この機能を使用する
と、 一度ではカ ッ ト できないワーク を効率的にカ ッ ト できます。 ただ し、 B ユニ ッ ト での回数切りは
無効にな り ます。
また、 デー タの区切り を設定するための判定時間を設定し ます。 設定し た時間内に次のデータ を受信
し なければ、 回数切り を開始し ます。

■設定値

判定時間 ： オフ , 5, 15, 30, 45, 60 Sec

プレス 1 ： オフ , 500 ～ 5000 g ＊ 1

プレス 2 ： オフ , 500 ～ 5000 g ＊ 1

プレス 3 ： オフ , 500 ～ 5000 g ＊ 1

プレス 4 ： オフ , 500 ～ 5000 g ＊ 1

プレス 5 ： オフ , 500 ～ 5000 g ＊ 1

＊ 1 ： RC モデルでは、 1000 g ～ 5000 g までです。 RT モデルでは、 500 g ～ 1500 g までです。

プレス 1 から プレス 5 にオフ を設定する と、 回数切り を行いません。

1. ローカルメ ニューの 3 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

2. [ ド ウサモー ド ] を選択し ます。

3. [ カ イスウギリ ] を選択し ます。

4. [ ハンテイジカ ン ] を設定し ます。

オフ , 5, 15, 30, 45, 60(s)

5. 1 回目と 2 回目のカ ッ ト プレス値を設定し ます。

6. [ カ イスウギリ ] の 2 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

7. 3回目、4回目および 5回目のカ ッ ト プレス値を設定し ます。

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞

＜ド ウサモー ド＞ １ ／ ６

Ｚ ス ト ローク ＊ ７ ｍｍ ＞

カ イスウギリ ――― ＞

リザーブ

＜カ イスウギリ＞  １ ／ ２

ハンテイジカ ン １ ５ ＞

プレス １  ＊オフ＞

プレス ２  ＊オフ＞

＜カ イスウギリ＞  １ ／ ２

ハンテイジカ ン １ ５ ＞

プレス １  ５ ０ ０ ｇ ＞

プレス ２  ５ ０ ０ ｇ ＞

＜カ イスウギリ＞ １ ／ ２

ハンテイジカ ン １ ５ ＞

プレス  ５ ０ ０ ｇ ＞

プレス ５ ０ ０ ｇ ＞

＜カ イスウギリ＞  ２ ／ ２

プレス ３  ＊オフ＞

プレス ４  ＊オフ＞

プレス ５  ＊オフ＞
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回数切りの設定 [ ﾄﾞｳｻﾓｰﾄﾞ ] ＞ [ ｶｲｽｳｷﾞﾘ ]
8. 値を登録し ます。

を押し て、 値を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。 

＜カ イスウギリ＞ ２ ／ ２

プレス ３  ７ ０ ０ ｇ ＞

プレス ４  ９ ０ ０ ｇ ＞

プレス ５  １ ０ ０ ０ ｇ ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞
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一筆書きの設定 [ ﾄﾞｳｻﾓｰﾄﾞ ] ＞ [ ﾋﾄﾌﾃﾞｶﾞｷ ]

受信データの線分が連続し ていない次のよ う なデータ を、 一筆書きの要領でカ ッ ト し ます。
ト ンボセンサーを使用する場合は、 本機能は無効です。

■設定値

オフ ： 一筆書き を し ない
オン ： 一筆書き を実行
ソー ト ： ツールに近い場所を開始点と し て一筆書き を実行

1. ローカルメ ニューの 3 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

2. [ ド ウサモー ド ] を選択し ます。

3. ド ウサモー ドの 2 ページ目を表示し て く だ さい。

を押し ます。

4. [ ヒ ト フデガキ ] を設定し ます。

オフ , オン , ソー ト

5. 値を登録し ます。

を押し て、 値を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞

＜ド ウサモー ド＞ １ ／ ６

Ｚ ス ト ローク ＊ ７ ｍｍ ＞

カ イスウギリ ――― ＞

リザーブ

＜ド ウサモー ド＞  ２ ／ ６

ジ ド ウタ イ ヒ ＊ １ ｓ ＞

ステギリ ＊オフ＞

ヒ ト フデガキ＊ ＊オフ＞

＜ド ウサモー ド＞ ２ ／ ６

ジ ド ウタ イ ヒ ＊ １ ｓ ＞

ステギリ ＊オフ＞

ヒ ト フデガキ ソー ト ＞
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座標軸の回転方向の設定 [ ﾄﾞｳｻﾓｰﾄﾞ ] ＞ [ ﾛｰﾃｰﾄ ]

コマン ド原点を左下に設定し ている場合、 CAD に合わせて座標軸を回転方向を設定し ます。

■設定値

+ ９ ０ ° ： 大有効カ ッ ト エ リ アの右下
- ９ ０ ° ： 大有効カ ッ ト エ リ アの左上

1. ローカルメ ニューの 3 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

2. [ ド ウサモー ド ] を選択し ます。

3. ド ウサモー ド の 3 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

4. [ ローテー ト ] を設定し ます。

+90°, -90°

5. 値を登録し ます。

を押し て、 値を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。

コ マン ド 原点を左下に
設定し た場合

ローテー ト を 90° に設
定し た場合

ローテー ト を -90° に
設定し た場合

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞

＜ド ウサモー ド＞ １ ／ ６

Ｚ ス ト ローク ＊ ７ ｍｍ ＞

カ イスウギリ ――― ＞

リザーブ

＜ド ウサモー ド＞ ３ ／ ６

ローテー ト ― ９ ０ ° ＞

コマン ド ――― ＞

コマン ド 　 ＳＷ ＊ムコウ＞

＜ド ウサモー ド＞ ３ ／ ６

ローテー ト ― ９ ０ ° ＞

コマン ド ――― ＞

コマン ド 　 ＳＷ ＊ムコウ＞
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カ ッ ターのス ト ローク設定 [ ﾄﾞｳｻﾓｰﾄﾞ ] ＞ [Z ｽﾄﾛｰｸ ]

タ ンジ ェ ンシ ャルカ ッ ターおよび罫引き ローラのア ッ プ／ダウンの回数が多いデー タの場合、 ツール
がア ッ プする距離を短 く 設定し ます。 これによ り ト ータルカ ッ ト 時間の短縮ができます。

■設定値

7mm ： ツールがワークの表面から 7mm ア ッ プ し ます。
4mm ： ツールがワークの表面から 4mm ア ッ プ し ます。

1. ローカルメ ニューの ３ ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

2. [ ド ウサモー ド ] を選択し ます。

3. [Z ス ト ローク ] を設定し ます。

7mm, 4mm

.

4. 値を登録し ます。

を押し て、 値を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

＜ツールセン タ ク＞ １ ／ １

ヘ ッ ド Ｂ ＞

ツールレシプロ カ ッ ター ２ ＞

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞
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表示単位の設定 [ ﾄﾞｳｻﾓｰﾄﾞ ] ＞ [ ｻﾞﾋｮｳﾋｮｳｼﾞ ]

LCD に表示する数値の単位を設定し ます。

■設定値

ミ リ ： ミ リ メ ールで表示
イ ンチ ： イ ンチで表示

1. ローカルメ ニューの 3 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

2. [ ド ウサモー ド ] を選択し ます。

3. ド ウサモー ド の 5 ページ目を表示し て く だ さい。

を押し ます。

4. [ ザヒ ョ ウヒ ョ ウジ ] を設定し ます。

ミ リ , イ ンチ

5. 値を登録し ます。

を押し て、 値を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞

＜ド ウサモー ド＞ １ ／ ６

Ｚ ス ト ローク ＊ ７ ｍｍ ＞

カ イスウギリ ――― ＞

リザーブ

＜ド ウサモー ド＞ ５ ／ ６

ペン Ｎ ｏ ・ ワ リ ツ ケ ――― ＞

リザーブ

ザヒ ョ ウヒ ョ ウジ ＊ ミ リ＞

＜ド ウサモー ド＞ ５ ／ ６

ペン Ｎ ｏ ・ ワ リ ツケ ――― ＞

リザーブ

ザヒ ョ ウヒ ョ ウジイ イ ンチ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞
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偏芯カ ッ ターの捨て切り動作 [ ﾄﾞｳｻﾓｰﾄﾞ ] ＞ [ ｽﾃｷﾞﾘ ]

ツールで偏芯カ ッ ターを設定し ていて電源をオン し た時、 偏芯カ ッ ターの刃先を進行方向に向けるた
め、 有効カ ッ ト エ リ ア外でカ ッ ト を行います。

■設定値

オフ ： 捨て切り を し ない
オン ： 捨て切り を実行

捨て切りの位置とサイズを示し ます。

1. ローカルメ ニューの 3 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

2. [ ド ウサモー ド ] を選択し ます。

3. ド ウサモー ドの 2 ページ目を表示し て く だ さい。

を押し ます。

4. [ ステギリ ] を設定し ます。

オフ , オン

5. 値を登録し ます。

を押し て、 値を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。

大有効カ ッ ト エ リ ア

X 軸

Y 軸

5mm

3mm

［ローカル］  １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞

＜ド ウサモー ド＞ １ ／ ６

Ｚ ス ト ローク ＊ ７ ｍｍ ＞

カ イスウギリ ――― ＞

リザーブ

＜ド ウサモー ド＞ ２ ／ ６

ジ ド ウタ イ ヒ ＊ １ ｓ ＞

ステギリ オン＞

ヒ ト フデガキ ＊オフ＞

＜ド ウサモー ド＞ ２ ／ ６

ジ ド ウタ イ ヒ ＊ １ ｓ ＞

ステギリ オン＞

ヒ ト フデガキ ＊オフ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞
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印刷済みの罫線に機械軸を合わせる [ ｼﾞｸﾎｾｲ ]

ワークに目盛り などの罫線が印刷されている場合、 それらに本装置の機械軸 （ Ｘ 軸、 Ｙ 軸） を合わせ
ます。
設定方法は、 印刷されている Ｘ 軸方向の罫線の左端のオ リ ジンを設定し ます。 次に、 罫線の傾き を登
録するため罫線の右端のポイ ン ト （A 点） を登録し ます。

1. ローカル状態にし ます。

リ モー ト 状態の時は、 を押し ます。

2. ワークの罫線の左端にオ リ ジンを設定し ます。 （ P. 2-

37）

3. ローカルメ ニューの 4 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

4. [ ジクホセイ ] を選択し ます。

A 点

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

オ リ ジン

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

ローカル］  ４ ／ ４

カ ッ ト エ リ ア ――― ＞

ジ クホセイ ――― ＞

ツールチ ョ ウセイ ――― ＞
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5. ツールの先端を A 点に合わせます。

ジ ョ グキーを使い、 罫線の右端にツールの先端を合わせます。

必要に応じ て、 ヘ ッ ドのスピー ド を変更し た り、 ツールア ッ プ／
ダウン し て A 点に合わせて く だ さい。

6. A 点を登録し ます。

を押し て、 値を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。

＜ジクホセイ＞  [ｍｍ]

　 　 ０ ０ ． ０ ０ 　 　 ０ ０ ． ０ ０

スピー ド コウソ ク＞

カ ッ ター ア ッ プ＞

A 点

＜ジ クホセイ＞  [ｍｍ]

　 ９ １ ２ ． ６ ０ 　 　 ６ １ ． ０

スピー ド コウソ ク＞

カ ッ ター ア ッ プ＞
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カ ッ ト エ リ アを広げる [ ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞ ]

エキスパン ド は、 カ ッ ト エ リ アを拡大する機能です。
センサー有り モデルで ト ンボ読み取り機能を使用し ない場合、 カ ッ ト エ リ アを 30mm 広げる こ とがで
きます。
本機能は、 S （ ト ンボセンサー有り） モデルのみ対象にな り ます。

1. ローカルメ ニューの 3 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

2. [ ド ウサモー ド ] を選択し ます。

3. ド ウサモー ド の 6 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

4. [ エキスパン ド ] を設定し ます。

オフ , オン

5. 値を登録し ます。

を押し て、 値を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。

ヘ ッ ド移動の確認画面を表示し ます。

● センサー有り モデルで ト ンボ読み取り機能を使用する場合、 オフに設定し ます。

★ Y 軸ワークガイ ド プレー ト を使用し て、 ヘ ッ ド B/C を選択し ている場合、 エキスパ
ン ド をオンにする と、 Y 軸ワークガイ ド プレー ト の端面が有効カ ッ ト エ リ ア内に入
り ます。 このため、 ヘ ッ ド B/C のツールとワークガイ ド プレー ト が干渉するので、
ワークガイ ド を使用し ないか、ワークガイ ド ピンを使用するなど、注意が必要です。

● センサー無し モデルの場合、 6 ページ目を
表示し ません。

25mm

30mm

16mm

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞

＜ド ウサモー ド＞ １ ／ ６

Ｚ ス ト ローク ＊ ７ ｍｍ ＞

カ イスウギリ ――― ＞

バキューム ＊オー ト  オフ＞

＜ド ウサモー ド＞ ６ ／ ６

ト ンボセンサー ――― ＞

エキスパン ド ＊オフ＞

リザーブ

＜ド ウサモー ド＞ ６ ／ ６

ト ンボセンサー ――― ＞

エキスパン ド ＊オン＞

リザーブ
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6. を押すと、 原点初期動作を行います。

● エキスパン ド の設定を変更するたびに、 原
点初期動作を行います。

● 「オン」 に設定する と、 ト ンボ検出設定は自
動的に 「OFF」 にな り ます。
ト ンボセンサーを使用する場合、 エキスパ
ン ド を 「オフ」 に設定し た後、 ト ンボ検出
設定を し て く だ さい。（ P. 5-2、P. 5-10）

＊＊＊！ Ｗ ａ ｒ ｎ ｉ ｎ ｇ ＊＊＊

　 ゲンテン 　 セ ッ テイ ノ タ メ

　 ヘ ッ ド ガ 　 イ ド ウシマス

　 Ｅ Ｎ Ｄ ヲ 　 オシテ クダサイ

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞
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第 5 章
ト ンボ読み取り機能

この章では、 ト ンボのデータの作り方や読み取り機能について説明し ます。 本機能は、 S （ ト
ンボセンサー有り） モデルのみ対象にな り ます。

も く じ

ト ンボ検出の設定...........................................................................................................................................................5-2
ト ンボ付きデータ作成に関する注意事項..........................................................................................................5-3
ト ンボ検出の動作を設定する [ ﾄﾝﾎﾞ ｹﾝｼｭﾂ ] ............................................................................................... 5-10
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ト ンボ検出の設定

ワークに印刷し てある ト ンボを自動で検出し ます。
セ ッ ト し たワークの傾き／作図原点の補正および四角 ト ンボ間の距離補正を行い、 印刷済みワークの
絵柄の輪郭を カ ッ ト する こ とができます。
フ ァームウ ェ アのバージ ョ ンが 2.50 よ り前の場合、 ト ンボの形状は丸です。

ト ンボ検出設定画面の表示方法

ト ンボ検出設定画面の表示方法を説明し ます。

1. ローカルメ ニューの 3 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

2. [ ド ウサモー ド ] を選択し ます。

3. ド ウサモー ドの 6 ページ目を表示し て く だ さい。

を数回押し ます。

4. [ ト ンボ 　 センサー ] を選択し ます。

● センサー無し モデルの場合、 6 ページ目を表示
し ません。

● [ エキスパン ドが ] オンの場合、 ト ンボセン
サーを選択できません。
エ キ ス パ ン ド を オ フ に し て く だ さ い。

（ P. 4-15）

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞

＜ド ウサモー ド＞ １ ／ ６

Ｚ ス ト ローク ＊ ７ ｍｍ ＞

カ イスウギリ ――― ＞

バキューム ＊オー ト  オフ＞

＜ド ウサモー ド＞ ６ ／ ６

ト ンボセンサー →

エキスパン ド オフ＞

リザーブ

＜ケンシュ ツセ ッ テイ＞ １ ／ ２

ト ンボ 　 ケンシュ ツ Ｏ Ｆ Ｆ ＞

ト ンボサイズ １ ０ ｍｍ ＞

ケイジ ョ ウ スクエア＞
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ト ンボ付きデータ作成に関する注意事項

ト ンボ付きデータの作成方法にはい く つかの制限事項があ り ます。
ト ンボ機能を十分に活用し ていただ く ために、 以下の注意事項をよ く ご覧にな り、 正し い知識で ト ン
ボ作成を行っ て く だ さい。

四角 ト ンボの大き さ

四角 ト ンボの一辺は、 5 ～ 30mm(5mm ピ ッ チ ) である こ と。

データ に対する四角 ト ンボの 1 辺の長さの目安は、 「 ト ンボの距離と ト ンボサイズの目安」
（ P. 5-8） を参照し て く だ さい。

● こ こ で説明する ト ンボは、 ワークの傾きや X 軸 ・ Y 軸の長さ を検出するためのもので
あ り、 裁ち落と し ト ンボとは異な り ます。

5 30mm
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ト ンボの大き さ

シングル ト ンボの 1 辺の長さは、 5 ～ 30mm である こ と。
ダブル ト ンボの 1 辺の長さは、 10 ～ 30mm である こ と。
ト ンボの線幅は、 0.2 ～ 0.5mm である こ と。

データに対する ト ンボの 1 辺の長さの目安は、 「 ト ンボの距離と ト ンボサイズの目安」 （ P. 5-8） を

参照し て く だ さい。

0.2～0.5mm

0.2～0.5mm

5～30mm

3～10mm

10～30mm

シングル

ダブル
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ト ンボ付きデータ作成に関する注意事項
ト ンボと図柄の配置可能範囲

TP1 の開始位置は、 ワーク左端から 10mm 以上、 大カ ッ ト エ リ アからは 30mm 以上あけて く だ さい。

30mm

10mm
TP1 TP2

20mm

10
m

m

10mm

30mm

10mm
TP1 TP2

20mm

10
m

m

10mm
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ト ンボ周辺の作図禁止エ リ ア

ト ンボ周辺 （ ト ンボの原点から ト ンボサイズ分のエ リ ア） には、 データや汚れがないこ と。
ト ンボ原点を誤検出し た り、 ト ンボ読み取り エラーになる場合があ り ます。

● ト ンボ原点を誤検出する と、 カ ッ ト 位置がずれて し まいます。

10mm

10mm 5 30mm

ト ンボ ト ンボ作図禁止エ リ ア
5-6



ト ンボ付きデータ作成に関する注意事項
ト ンボ原点誤検出の例 1

オフセ ッ ト 印刷時に版ズレがあった場合

ト ンボ原点誤検出の例 2

四角 ト ンボの間隔 （パターン A の TP3 とパターン C の TP1、 パターン A の TP2 とパターン B の
TP1） が 10mm 以上あいていない場合

● オフセ ッ ト 印刷の場合、 四角 ト ンボは単色で印刷し て く だ さい。

10mm

A

C

B

TP1

TP1

TP2

TP2 TP1 TP2

TP3

TP3

TP4

TP4

10mm
5-7



ト ンボ原点誤検出の例 3

ト ンボの間隔 （TP2 と TP1、 TP4 と TP2） が ト ンボの長さ以上あいていない （ ト ンボ形状がシング
ルの場合）

ト ンボの距離と ト ンボサイズの目安

ト ンボの距離 （A） に対する ト ンボサイズ （B） の目安は以下の通り です。
ト ンボの距離 （A） に対し て ト ンボサイズ （B） が小さすぎる と、 ト ンボを正し く 検出できない場合
があ り ます。 適正なサイズで ト ンボを作成し て く だ さい。

単位 （mm）

A 200 以下 500 1000 1500 ～

B 10 15 20 30

作図禁止エ リ ア

作図禁止エ リ ア

ト ン ボの長 さ
以上あける

ト ン ボの長 さ 以上
あける
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ト ンボ付きデータ作成に関する注意事項
ト ンボの色

ト ンボの色は、 白または黒色を推奨し ます。
他の色でも ト ンボ検出可能ですが、 ワークの色と同系の色にし ないで く だ さい。
ご使用の色の ト ンボが読み取り可能かど うか、 事前に確認し て く だ さい。

またワークに強い光沢や模様 （ヘア ラ イ ン） がある場合や、 地の色によ っ ては、 ト ンボ検出を正常に
行う こ とができません。

ト ンボのにじみやかすれ

ト ンボに 「にじみ」 や 「かすれ」 がある と、 ト ンボ原点を誤検出し てカ ッ ト がずれる場合があ り ます。
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ト ンボ検出の動作を設定する [ ﾄﾝﾎﾞ ｹﾝｼｭﾂ ]

ト ンボ検出に関する注意事項

• 印刷し てある ト ンボ間の長さ と カ ッ ト する長さ を同一にするため、 ト ンボ検出時に印刷し てある ト ンボ間の長

さ を入力し ます。 （スケール補正 P. 5-12）
• ト ンボを検出する と、 TP1 の位置に原点を設定し ます。

ジ ョ グキーで他の場所に原点を設定する と、 その原点が有効にな り ます。
• 回転機能は無効にな り ます。
• 一筆書き機能は無効にな り ます。

ト ンボ検出の設定方法

1. ト ンボ検出設定画面を表示し ます。

（ P. 5-2）

2. [ ト ンボ 　 ケンシュ ツ ]、 [ ト ンボサイズ ]、 [ ケイジ ョ ウ ]

を設定し ます。

（ P. 5-11）

3. を押し て検出設定メ ニューの 2 ページ目を表示し て

く だ さい。

4. [ Ｘ 　 コ ピー ]、 [ Ｙ 　 コ ピー ]、 [ スケールホセイ ] を設定し

ます。

（ P. 5-11）

5. を押し て設定を登録し ます。

登録し ないと きは、 を押し ます。

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

＜ケンシュ ツセ ッ テイ＞ １ ／ ２

ト ンボ 　 ケンシュ ツ＊ Ｏ Ｆ Ｆ ＞

ト ンボサイズ ＊ １ ０ ｍｍ ＞

ケイジ ョ ウ ＊スクエア＞

＜ケンシュ ツセ ッ テイ＞ １ ／ ２

ト ンボ 　 ケンシュ ツ １ テン＞

ト ンボサイズ ５ ｍｍ ＞

ケイジ ョ ウ ＊スクエア＞

＜ケンシュ ツセ ッ テイ＞ ２ ／ ２

Ｘ 　 コ ピー ＊ 　 １ ＞

Ｙ 　 コ ピー ＊ 　 １ ＞

スケールホセイ ＊ Ｏ Ｆ Ｆ ＞
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ト ンボ検出の動作を設定する [ ﾄﾝﾎﾞ ｹﾝｼｭﾂ ]
ト ンボ検出の設定値

ト ンボを検出する際に、 次の 5 種類の動作を設定し ます。

ト ンボケンシュ ツ ：
検出点数が多いほどカ ッ ト 精度が高 く な り ます。 FineCut 使用時は “1 テン ” に設定し ます。

サイズ ：

ケイジ ョ ウ ：

設定値 内 　 容

OFF 輪郭カ ッ ト 用ではな く 、通常のワーク を カ ッ ト する場合に設定し ます。 エ
キスパン ド モー ド を有効にする と、 自動的に “OFF” にな り ます。

1 テン TP1 を検出し、 原点設定だけを行います。

2 テン TP1 と TP2、 二か所の ト ンボを検出し、 傾き補正と ワーク送り方向のス
ケール補正を行います。

3 テン TP1 ・ TP2 ・ TP3、 三か所の ト ンボを検出し、 傾き補正、 ワーク X 方向 ・ Y
方向のスケール補正を行います。

4 テン TP1 ・ TP2 ・ TP3 ・ TP4、 四か所の ト ンボを検出し、 傾き補正と 4 点のス
ケール補正を行います。

設定値 内 　 容

5 ～ 30mm ト ンボの一辺の長さ を設定し ます。

設定値 内 　 容

スク エア
シングル
ダブル

3 種類の ト ンボの形状から選択し ます。
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X コ ピー、 Y コ ピー ：

スケールホセイ ： FineCut 使用時は “OFF” に設定し ます。

ト ンボの検出

ワークがカールし ている場合は、 カールを取り除いて く だ さい。
ト ンボ機能がないカ ッ テ ィ ングソ フ ト を使用する場合、 TP1―TP3 間とおよび TP1―TP2 間に、 画像や
汚れがないワーク を使用し て く だ さい。

ラ イ ト ポイ ン タ を使用し たワークの傾き確認

ジ ョ グモー ド で を押すと、 ラ イ ト ポイ ン タが点灯し ます。

ジ ョ グキーで TP1 と TP2 の間を移動させる と、 ラ イ ンポイ ン タのラ イ ンにによ り、ワークの傾き を
確認できます。 ラ イ ンにあわせ、 ワークの傾き を調整し て く だ さい。

設定値 内 　 容

1 ～ 99 同一パターンが等間隔で複数印刷し てある場合に有効です。
初のデータ を元に、 ト ンボを連続読み取り し ながら指定枚数分自動的

にカ ッ ト し ます。

設定値 内 　 容

OFF ト ンボ検出時のスケール補正を行いません。

ア ト シテイ ト ンボ検出の後に、 データ上の X ・ Y サイズを入力し、 スケール補正を行

います。 （ P. 5-13）
ト ンボケンシュ ツが “1 テン ” の場合、 スケールホセイ を行いません。

マエシテイ ト ンボ検出の前に、 データ上の X ・ Y サイズを入力し、 スケール補正を行

います。 （ P. 5-13）
ト ンボケンシュ ツが “1 テン ” の場合、 スケールホセイ を行いません。

付属の FineCut 等、 アプ リ ケーシ ョ ン ソ
フ ト ウ ェ ア側で コ ピー枚数を指定で き
る場合、枚数は [1] に設定し て く だ さい。

3X3 のコ ピー

TP1

TP2

ワークの傾き ラ イ ト ポ イ ン タ の
移動ラ イ ン
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ト ンボ検出の動作を設定する [ ﾄﾝﾎﾞ ｹﾝｼｭﾂ ]
ト ンボ検出手順

1. ワーク をセ ッ ト し ます。

2. ローカルモー ド で を押し ます。

ト ンボケンシュ ツモー ド にな り ます。

3. ジ ョ グキーで、 ラ イ ト ポイ ン タ を TP1 の縦線の中央に正確

に合わせます。四角 ト ンボの場合、中央付近に移動し ます。

4. を押し ます。

ト ンボ検出を開始し ます。

5. ト ンボの検出後、 スケール補正設定画面にな り ます。（左は

4 点検出の場合）

デー タ と ト ンボ検出し た長さが異なる場合は、  で設

定し ます。

● 速度設定を 「オー ト 」 に設定し た場合、ジ ョ
グキーを押し ている間に自動で速度が変わ
り ます。

● を押すと、 ヘ ッ ド を LL （Lower-Left）
に移動する こ とができます

● スケールホセ イが 「マエ シ テ イ」 の場合、

を押すと、 ト ンボ検出の前に手順 5 の
画面を表示し ます。

● ト ンボを検出できない場合、 エ ラー表示し
ます。 ワーク を取り付け直し て く だ さい。

● [ スケール ホセイ ] が 「OFF」 に設定し てあ
る場合、 スケール補正を設定する画面は表
示し ません。

● [ ト ンボ ケンシュ ツ ] が 「2 テン」 に設定し
てある場合は、 X の長さ を入力する画面は
表示し ません。

● [ ト ンボ ケンシュ ツ ] が 「1 テン」 に設定し
てある場合は、 スケール補正の画面を表示
し ません。

[ ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン 　 ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

ト ンボ ケンシュ ツ

ポイ ン タ ヲ セ ッ ト シテ クダサイ

スピー ド オー ト ＞

Ｌ Ｌ ヘ 　 イ ド ウ →

TP1

スクエア

シングル ダブル

LED の移動ポイ ン ト

ト ンボ ケンシュ ツ

ポイ ン タ ヲ セ ッ ト シテクダサイ

スピー ド オー ト ＞

Ｌ Ｌ ヘ 　 イ ド ウ ― ＞

＜スケール 　 セ ッ テイ＞ ｍｍ

１ － ２ （ Ｘ ） ４ ０ ０ ． ８ ＞

１ － ３ （ Ｙ ） １ ４ ９ ． １ ＞

X=400.0

Y=150.0
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6. 設定後、 を押し ます。

ローカルモー ド にな り ます。

キーを押すと、 スケール補正は無効にな り ます。

● スケールホセ イが 「マエシ テ イ」 の場合、

を押すと、 ト ンボ検出を開始し ます。

＜スケール 　 セ ッ テイ＞ ｍｍ

１ － ２ （ Ｘ ） ４ ０ ０ ． ０ ＞

１ － ３ （ Ｙ ） １ ５ ０ ． ０ ＞
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ト ンボの連続カ ッ ト

カ ッ テ ィ ングソ フ ト ウ ェ ア 「Fine Cut」 を使用し てカ ッ ト する場合、 ト ンボ付きのデータが 1 セ ッ ト の
み印刷し てあるワーク を、 連続し てカ ッ ト できます。

1. Fine Cut の設定を し、 プロ ッ ト を開始し ます。

「シングルモー ド」 を選択し ます。

連続回数を設定し ます。

検出する ト ンボの個数を選択し ます。

設定の詳細は、 Fine Cut の取扱説明書を参照し て く ださい。

2. １ 枚目のカ ッ ト が終了し た ら、 ワーク を交換し、 を押

し ます。

を押すと、 連続カ ッ ト を中止し ます。

3. ト ンボを検出し ます。 （ P. 5-10）

ト ンボの検出が終了する と、 コ ピーを開始し ます。

手順 ２ 、 手順 ３ を繰り返し、 指定回数カ ッ ト し ます。

4. 指定回数カ ッ ト が終了する と、 ヘ ッ ド は自動的に退避し、

［ローカルモー ド ］ にな り ます。

[ リ モー ト ］

シー ト ヲ コウカ ンシテ クダサイ

　 Ｖ Ａ Ｃ 　 ： 　 サイ カ イ

　 　 Ｃ Ｅ 　 ： 　 コ ピーチュウシ

［リ モー ト ］

ポイ ン タ ヲセ ッ ト シテ クダサイ

スピー ド オー ト ＞

Ｌ Ｌ ヘ 　 イ ド ウ

［リ モー ト ］

＊＊コ ピージ ッ コウチュウ＊＊

　 　 　 　 　 　 　 ２ ／ ３

スキ ッ プ 　 　 　 　 　 ０

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞
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ト ンボの補正値を初期化する ［ﾎｾｲｸﾘｱ］

FineCut 以外のソ フ ト ウ ェ アで ト ンボ付きデータのカ ッ ト を し た場合、 カ ッ ト 後に補正値を初期化する
必要があ り ます。
「ホセイ ク リ ア」 をする と、 軸補正値、 スケール補正値を初期化し ます。
補正値を初期化し ないで ト ンボ無しデータ を カ ッ ト する と、 カ ッ ト がずれる場合があ り ます。

1. リ モー ト 状態のと きは、 を押し てローカル状態に し ま

す。

処理中の場合は、 中断し ます。

2. ローカルメ ニューの ２ ページ目を表示し ます。

キーを数回押し ます。

3. [ データ ク リ ア ] を選択し ます。

キーを押し ます。

4. 「ホセイ ク リ ア」 を実行し ます。

「ホセイ ク リ ア」 を取り消す場合は、 キーを押し ます。手順②
に戻り ます。

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ２ ／ ４

データ ク リ ア ――― ＞

コ ピー ――― ＞

ヘ ッ ド タ イ ヒ ――― ＞

［ローカル］ ２ ／ ４

データ ク リ ア ――― ＞

コ ピー ――― ＞

ヘ ッ ド タ イ ヒ ――― ＞

＜データ ク リ ア＞ １ ／ １

Ｅ Ｎ Ｄ キー 　 ： 　 ジ ッ コウシマス

Ｃ Ｅ 　 キー 　 ： 　 ト リ ケシマス

Ｏ Ｒ Ｇ キー 　 ： 　 ホセイ ク リ ア

［ローカル］ ２ ／ ４

データ ク リ ア ――― ＞

コ ピー ――― ＞

ヘ ッ ド タ イ ヒ ――― ＞
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第 6 章
自己診断機能

この章では、 セルフ テス ト 機能について説明し ます。

も く じ

装置単体でカ ッ ト 品質を確認する [ ｾﾙﾌﾃｽﾄ ] ................................................................................................6-2
ダンプテス ト [ ｾﾙﾌﾃｽﾄ ].............................................................................................................................................6-5



装置単体でカ ッ ト 品質を確認する [ ｾﾙﾌﾃｽﾄ ]

カ ッ ト 品質に問題がある場合、 コ ンピ ュー タからのコ マン ド に問題があるのか、 それと も本装置単体
に問題があるのかを確認するために 「セルフ テス ト 」 機能を実行し ます。 「セルフ テス ト 」 機能では、
コ ンピ ュータからの様々なコ マン ド を使用せず、本装置単体で １ １ 種類のサンプルを作図、 カ ッ ト 、罫
引き を行います。 カ ッ ト 品質が悪い場合は、 カ ッ ト 条件、 ツール調整等を変更し て く だ さ い。 カ ッ ト
品質が向上し ない場合は、 弊社営業所または販売店までご連絡 く だ さい。

*1 RC モデルで有効です。 B ユニ ッ ト にカ ッ ターホルダー 2N を取り付け、 振動をオフの設定で使
用し ます。

● サンプルについては、 付録 C をご覧 く だ さい。

セルフ テス ト 項目 内 　 容

カ ッ ト ヒ ンシツ 1 「ツールセン タ ク」機能で選択し たツールで動作し ます。サンプルは、様々
な線分を用いた家紋です。

カ ッ ト ヒ ンシツ 2 サンプルは、 アパレル業界向けの型紙です。 内側の線を作図し た後、 外
側の線を カ ッ ト し ます。

アスキーダンプ コ ンピ ュータから送信されるデータ をアスキーコー ド で作図し ます。 こ
れによ り、 データの異常を確認し ます。

サンプル （コー ト ） *1  コー ト ボール紙 （約 0.5 ㎜厚） を使って、 紙器サンプルを作成する と き
に実行し ます。 罫引き し た後に、 外形を カ ッ ト し ます。 A4 サイズ以上の
コー ト ボール紙が必要です。

サンプル （E ダン） *1 E 段ボール紙 （約 ２ ㎜厚） を使って、 紙器サンプルを作成する と きに実行
し ます。 罫引き し た後、 外形を カ ッ ト し ます。 A3 サイズ以上の E 段ボー
ル紙が必要です。

サンプル （B ダン） *1 B 段ボール紙 （約 ３ ㎜厚） を使っ て、 紙器サンプルを作成する と きに実
行し ます。 罫引き し た後、 外形を カ ッ ト し ます。 A2 サイズ以上の B 段ま
たは AB 段ボール紙が必要です。

R = 3 半径 3 ㎜の円を カ ッ ト し ます。

R = 5 半径 5 ㎜の円を カ ッ ト し ます。

R = 10 半径 10 ㎜の円を カ ッ ト し ます。

R = 20 半径 20 ㎜の円を カ ッ ト し ます。

R = 50 半径 50 ㎜の円を カ ッ ト し ます。

R = 100 半径 100 ㎜の円を カ ッ ト し ます。

パラ メ ータ ダンプ 本装置で設定し た条件を作図し ます。
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装置単体でカ ッ ト 品質を確認する [ ｾﾙﾌﾃｽﾄ ]
カ ッ ト 品質＊／サンプル＊＊＊／円カ ッ ト R= ＊＊

セルフ テス ト 機能の実行方法について説明し ます。
カ ッ ト 品質およびサンプルカ ッ ト を実行する場合は、 「ペン No. 割り付け」 機能が有効になるので、 値
を次の初期値に設定し て く だ さい。

1. セルフ テス ト を実行し たい場所に、 オ リ ジンを設定し ます。 P. 2-37)

2. ローカルメ ニューの ３ ページ目を表示し て く だ さい。

3. 「セルフ テス ト 」 を選択し ます。

ペン No. RC モデル RT モデル R モデル

1
ヘ ッ ド B B B

ツール レシプロ カ ッ ター １ レシプロ カ ッ ター １ レシプロ カ ッ ター １

2
ヘ ッ ド C C B

ツール ローラー １ カ ッ ター １ レシプロ カ ッ ター １

3
ヘ ッ ド B B B

ツール レシプロ カ ッ ター ２ レシプロ カ ッ ター ２ レシプロ カ ッ ター ２

4
ヘ ッ ド C C B

ツール ローラー １ カ ッ ター ２ レシプロ カ ッ ター ２

5
ヘ ッ ド A A A

ツール 偏芯カ ッ ター 偏芯カ ッ ター 偏芯カ ッ ター

6
ヘ ッ ド A A A

ツール ペン ペン ペン

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞
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4. 実行し たいサンプルを表示し ます。

セルフ テス ト は、 全部で 5 ページあり ます。

でページを選択し ます。

5. 実行し たいサンプルを選択し ます。

左の表示は、 [ カ ッ ト ヒ ンシツ １ ] を選択し た場合です。

6. セルフ テス ト を実行し ます。

を押すと実行し ます。

実行し ないと きは、 を押し ます。 

＜セルフ テス ト ＞ １ ／ ５

カ ッ ト ヒ ンシツ １ ――― ＞

カ ッ ト ヒ ンシツ ２ ――― ＞

アスキーダンプ ――― ＞

＜セルフ テス ト ＞ ２ ／ ５

サンプル （コー ト ） ――― ＞

サンプル （Ｅ ダン） ――― ＞

サンプル （Ｂ ダン） ――― ＞

＜セルフ テス ト ＞ ３ ／ ５

エン カ ッ ト  Ｒ ＝ ３ ――― ＞

エン カ ッ ト  Ｒ ＝ ５ ――― ＞

エン カ ッ ト  Ｒ ＝ １ ０ ――― ＞

＜セルフ テス ト ＞ ４ ／ ５

エン カ ッ ト  Ｒ ＝ ２ ０ ――― ＞

エン カ ッ ト  Ｒ ＝ ５ ０ ――― ＞

エン カ ッ ト  Ｒ ＝ １ ０ ０ ――― ＞

＜セルフ テス ト ＞ ５ ／ ５

パラ メ ータ ダンプ ――― ＞

＜カ ッ ト ヒ ンシツ １ ＞ １ ／ １

Ｅ Ｎ Ｄ キー 　 ： 　 ジ ッ コウシマス

Ｃ Ｅ 　 キー 　 ： 　 ト リ ケシマス

＜カ ッ ト ヒ ンシツ １ ＞ １ ／ １

Ｅ Ｎ Ｄ キー 　 ： 　 ジ ッ コウシマス

Ｃ Ｅ 　 キー 　 ： 　 ト リ ケシマス

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞
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ダンプテス ト [ ｾﾙﾌﾃｽﾄ ]

アスキーダンプの実行

ペン と A3 サイズ以上の用紙を用意し て く だ さい。
A3 サイズ以下の用紙の場合は、 用紙からはみ出し て作図し て し まいます。
本設定を選択する と、 ツールは自動的にペンに変わり ます。 必ずペンをヘ ッ ド A に取り付けておいて
く だ さい。

1. 「ツール選択」 機能のツールをペンに設定し て く だ さい。 （ P. 2-21)

2. A3 サイズ以上の用紙を横に置きます。

3. 用紙の左隅にオ リ ジンを設定し ます。

4. ローカルメ ニューの 3 ページ目を表示し て く だ さい。

5. 「セルフ テス ト 」 を選択し ます。

6. 「アスキーダンプ」 を選択し ます。

7. 「アスキーダンプ」 を実行し ます。

ツールが用紙の左上に移動し ます。

オ リ ジン

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞

＜セルフテス ト ＞ １ ／ ５

カ ッ ト ヒ ンシツ １ ――― ＞

カ ッ ト ヒ ンシツ ２ ――― ＞

アスキーダンプ ――― ＞

＜カ ッ ト ヒ ンシツ １ ＞ １ ／ １

Ｅ Ｎ Ｄ キー 　 ： 　 ジ ッ コウシマス

Ｃ Ｅ 　 キー 　 ： 　 ト リ ケシマス
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8. 用紙の位置を確認を し ます。

ペンの先端が用紙の左上にある こ と を確認し ます。

も し、 ペン先が用紙の左上になければ、 用紙の左上をペン先に合
わせて く だ さい。

9. アスキーダンプを実行し ます。

通信条件を作図し て止ま り ます。

10. コ ンピ ュータからデータ を送信し ます。

データ をアスキーコー ド で作図し ます。

パラ メ ータ ダンプの実行

ペン と A3 サイズ以上の用紙を用意し て く だ さい。
A3 サイズ以下の用紙だ と、 用紙からはみ出し て作図し て し まいます。
本設定を選択する と、 ツールは自動的にペンに変わり ます。 必ず、 ペンをヘ ッ ド A に取り付けておい
て く だ さい。

1. 「ツール選択」 機能のツールをペンに設定し て く だ さい。 （ P. 2-21)

2. 左下の原点シール A3 サイズ以上の用紙を横向きに、 に置

きます。

用紙の左下隅は、 カ ッ ト パネル状の左下にある原点シールに合
わせて く だ さい。

3. ローカルメ ニューの 3 ページ目を表示し て く だ さい。

4. 「セルフ テス ト 」 を選択し ます。

5. セルフ テス ト の 5 ページ目を表示し ます。

6. 「パラ メ ータ ダンプ」 を選択し ます。

● 中止する場合は、  を押し て一時停止し た後、 データ ク リ アを実行し て く だ さい。

＜アスキーダンプ＞ １ ／ １

Ａ ３ ヨ ウシ 　 イチ 　 カ クニン →

　 ＊ヒ ダ リ シ タ 　 セ ッ ト

　 ＊マージン １ ０ ＊ １ ０ ｍｍ

＜アスキーダンプ＞ １ ／ １

Ａ ３ ヨ ウシ 　 イチ 　 カ クニン →

　 ＊ヒ ダ リ シ タ セ ッ ト

　 ＊マージン １ ０ ＊ １ ０ ｍｍ

原点シール

［ローカル］ １ ／ ４

ツールセン タ ク ――― ＞

カ ッ ト ジ ョ ウケン ――― ＞

テス ト カ ッ ト ――― ＞

［ローカル］ ３ ／ ４

ツウシンジ ョ ウケン ――― ＞

ド ウサモー ド ――― ＞

セルフ テス ト ――― ＞

＜セルフ テス ト ＞ １ ／ ５

カ ッ ト ヒ ンシツ １  ――― ＞

カ ッ ト ヒ ンシツ ２  ――― ＞

アスキーダンプ ――― ＞

＜セルフ テス ト ＞ ５ ／ ５

パラ メ ータ ダンプ ――― ＞
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ダンプテス ト [ ｾﾙﾌﾃｽﾄ ]
7. 「パラ メ ータ ダンプ」 を実行し ます。

ヘ ッ ドが、 用紙の左上に移動しパラ メ ータ を書き始めます。

● 中止する場合は、  を押し て一時停止し た後、 データ ク リ アを実行し て く だ さい。
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第 7 章
付録

この章では、刃先の交換方法、メ ニュー構造、各種パターンなどについて説明し ます。
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A. 刃先の交換

タ ンジ ェ ンシ ャルカ ッ ターおよび偏芯カ ッ ターの刃先の交換方法について
説明し ます。

タ ンジ ェ ンシャルカ ッ ター刃

超硬刃 45°(SPB-0045) の交換方法について説明し ます。

NT ハイス刃は、 付属のハン ド ラ ッパで刃先と峰の部分を削り ます。
峰を削る と確実にホルダーへ取り付けできます。 また、 刃先を削る （丸める） こ と によ り耐久性が上
がり ます。

削り量を確認し ながら、 刃先を軽 く 5 ～ 20 回こす り ます。

1. カ ッ タース ト ッパーを緩めます。

反時計方向に回すと緩みます。

2. 刃先を交換し ます。

付属のピンセ ッ ト で刃先を保持し て く だ さい。

左図のよ う に刃先の向きに注意し ながら、 ホルダーに入れます。

★  指で刃先に触れないで く だ さい。 ケガをする原因にな り ます。

刃先を丸める 傾斜部分を削る

ハン ド ラ ッパ

カ ッ タース ト ッパー
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A. 刃先の交換
右図のよ う に刃先を挿入し て く ださい。

3. カ ッ タース ト ッパーを緩めます。

時計方向に回すと締ま り ます。

4. 刃先の出し量を調整し ます。

「刃先の調整」 を参照し て く ださい。 ( P. 2-11)

偏芯カ ッ ター刃

偏芯カ ッ ターの刃先の交換方法について説明し ます。

1. ロ ッ クナ ッ ト を緩めます。

反時計方向に回すと緩みます。

2. 調整ノ ブを反時計方向に回し ながら、

ホルダー A からホルダー B を抜き取り ます。

3. ピンセ ッ ト で刃先を交換し ます。

ロ ッ クナ ッ ト

ホルダー A

ホルダー B

調整ノ ブ
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4. 調整ノ ブを時計方向に回し ながら、ホルダーB をホルダー

A に入れます。

5. ロ ッ クナ ッ ト を締めます。

時計方向に回すと締ま り ます。

「刃先の調整」 を参照し て く だ さい。 （ P. 2-11）
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B. ローカルメ ニュー構造

RC ヘ ッ ド モデル
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B. ローカルメ ニュー構造
RT ヘ ッ ド モデル
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B. ローカルメ ニュー構造
R ヘ ッ ド モデル
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C. 出力サンプル

カ ッ ト 品質 1

カ ッ ト 品質 2

アスキーダンプ リ ス ト
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サンプル （コー ト ）

サンプル （E ダン）
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C. 出力サンプル
サンプル （B ダン）

円カ ッ ト 　 R=3/5/10/20/50/100

R=20

R=50

R=100

R=3 R=5 R=10
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パラ メ ータ ダンプ リ ス ト
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D. 仕様
D. 仕様

本体仕様

*1 負荷のほとんど無いペン書きでの精度です。 保証温度範囲は 20 ～ 25 ℃です。
*2 セ ッ ト できるワークの 大厚さ です。 カ ッ ト 可能な厚みとは異な り ます。
*3 HP-GL 準拠の専用コ マン ド です。

機種名称 CF2/DC-0907 CF2/DC-0912 CF2/DC-1215 CF2/DC-1218

有効ス ト ローク X 軸 (mm) 700 1200 1500 1800

Y 軸 (mm) 900 1200

駆動方式 X、 Y、 Z、 θ4 軸 DC ソ フ ト ウエアサーボ

高速度 50 cm/s

高加速度 0.5 G

機械的分解能 X 軸 ： 0.00234375 mm ,  Y 軸 ： 0.003125 mm ,  θ 軸 ： 0.05625°

コマン ド分解能 0.025 mm / 0.01 mm （操作パネル切り換え）

静的制度 *1 距離精度 ±0.1 mm または移動距離の ±0.1％のどち らか大きい方

反復精度 ±0.1 mm

原点再現性 ±0.1 mm

直角精度 0.6 mm 0.7 mm 0.9 mm

ワーク固定方法 ブロワによる真空吸着

大セ ッ ト ワーク厚み 20 mm*2

セ ッ ト 可能ワーク重量 70 kg MAX （点荷重不可）

受信バッ フ ァ容量 1MB

コマン ド MGL-IIc3 (MGL-IIc をサポー ト ） *3

イ ン ターフ ェース RS-232C

外形寸法 幅 (mm) 1257 1757 2057 2357

奥行き (mm) 1595 1895

高さ (mm) 1100 （ケーブルガイ ド を除 く ）

カ ッ ト 面高さ (mm) 約 770

本体重量 120 140 165 180

使用環境 5 ～ 40 ℃ , 35 ～ 75％(Rh) 結露なき こ と

入力電源 本体 ： 50/60 Hz  100V

消費電力 本体 ： 300VA ,  ブロワ ： 別規定
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シ リ アルイ ン ターフ ェ イス仕様

基本仕様

コネク タ形状と信号表

項 　 目 仕 　 様

信号レベル規格 EIA   RS-232C 準拠

同期方式 調歩同期式

通信方式 全二重

論理的条件 EIA   RS-232C、 CCITT V.24、 JIS×5101

電気的特性 EIA   RS-232C、 CCITT V.24、 JIS×5101

コネク タ JIS X 5101 準拠 　 D-SUB25 ピン （メ ス）

伝送速度 (bps) 1200/2400/4800/9600/19200

ス ター ト ビ ッ ト 長 1

ス ター ト ビ ッ ト 長 1/1.5/2

パリ テ ィ ビ ッ ト ナシ / グウスウ / キスウ

ハン ド シ ェ イ ク ハー ド /X コー ド

ピン番号 略称 信号名称 発信元

1 FG 保安用接地 －

2 SD 送信データ 本装置

3 RD 受信データ コ ンピ ュータ

4 RS 受信要求 本装置

5 CS 送信可 コ ンピ ュータ

6 DR データ セ ッ ト レデ ィ コ ンピ ュータ

7 SG 信号用接地 －

20 ER データ端末レデ ィ 本装置
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E. お手入れ
E. お手入れ

本装置をいつまでも快適にお使いいただ く ために、 定期的にク リーニングする こ と をお勧めし ます。

カ ッ ト パネル面

吸着穴がつま っ た場合は、 細い針金を吸着穴に さ し て く だ さ い。 つま った物質は、 ブロワの排気口か
ら排出し ます。
軽度の汚れは、 乾いたきれいな布で拭き取っ て く だ さ い。 汚れがひどい と きは、 乾いたきれいな布に
少量のアルコールつけて拭き取っ て く だ さい。

B ユニ ッ ト

レシプロ振動する軸は、 油分が不足する と振動し な く なる こ とがあ り ます。
作業に入る前に、 乾いたきれいな布で拭き取っ て下さ い。 その後、 ブ ラ シを使っ て、 添付のグ リ スを
少量、 軸に塗布し て く だ さい。

カバー

軽度の汚れは、 乾いたきれいな布で拭き取っ て く だ さ い。 汚れがひどい と きは、 乾いたきれいな布に
少量のアルコールつけて拭き取っ て く だ さい。

★ 研磨剤入りの洗剤やシンナー等は使用し ないで く だ さい。 カバーやカ ッ ト パネルが
変形する場合があ り ます。

こ の軸 に グ リ ス を
塗布し ます。
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フ ィ ルターユニ ッ ト

フ ィ ルターユニ ッ ト 内のメ デ ィ アは脱着可能であ り、 定期ク リーニングを必要と し ます。

1. 両手でフ ィ ルターユニ ッ ト の左右を持ち、 取り外し ます。

2. フ ィ ルターカバーと メ デ ィ アを分けます。

3. 掃除機で、 メ デ ィ アに付着し た埃や塵を吸い取り ます。

4. メ デ ィ アを元の位置にセ ッ ト し ます。
7-18



E. お手入れ
5. 両手でフ ィ ルターユニ ッ ト をセ ッ ト し ます。

　 　 上側を引っ掛けるよ う にし ながら左右を し っかりはめ込みます。
　 　 このと き、 フ ィ ルターカバーの凸の短い部分が必ず上側になるよ う セ ッ ト し ます。

凸の短い部分を上側にし ます。
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F. 別売品のご紹介

偏芯カ ッ ター関係

タ ンジ ェ ンシャルカ ッ ター関係

*1 ～ *3 の刃先は、市販品です。文房具店、画材店、DIY 店およびホームセン ターでお求め頂けます。
*1 ： エヌテ ィ 社製 「DC-200」 同等品
*2 ： エヌテ ィ 社製 「DA-200」 同等品
*3 ： コ ク ヨ社製 「HA-30A」 同等品

品 　 名 品 　 番 仕 　 様 備 　 考

偏芯カ ッ ターホルダー SPA-0001 ホルダー 1 本、 刃な し 偏芯カ ッ ター刃共通

偏芯替刃塩ビシー ト 用 SPB-000 3 本入り

偏芯替刃小文字用 SPB-0003 3 本入り

偏芯替刃ゴムシー ト 用 SPB-0005 3 本入り

偏芯替刃反射シー ト 用 SPB-0006 2 本入り

偏芯替刃蛍光シー ト 用 SPB-0007 3 本入り

刃先調整器 OPT-C0066 ダイヤル式

品 　 名 品 　 番 仕 　 様 備 　 考

カ ッ ターホルダー 4N 型 SPA-0053 ワーク厚 5mm 以下

カ ッ ターホルダー 7N 型 SPA-0054 ワーク厚 7mm 以下

カ ッ ターホルダー RN 型 SPA-0055 反射シー ト 用

カ ッ ターホルダー JN 型 SPA-0061 ジ ョ イ ン ト シー ト 用

カ ッ ターホルダー10N 型 SPA-0077 ワーク厚 10mm 以下

ハイス刃 30°*1 SPB-0043 ワーク厚5mm以下、40枚入り 5ケース ホルダー SPA-0053 対応

ハイス刃 45°*2 SPB-0044 ワーク厚5mm以下、40枚入り 5ケース

超硬刃 30° SPB-0045 ワーク厚 5mm 以下、1 枚入り 3 ケース

超硬刃 45° SPB-0046 ワーク厚 2mm 以下、1 枚入り 3 ケース

チ タ ン コー ト 刃 30° SPB-0047 ワーク厚 5mm 以下、 1 枚入り

チ タ ン コー ト 刃 45° SPB-0008 ワーク厚 2mm 以下、 1 枚入り

ハイス刃 30°(7mm 長 )*3 SPB-0048 ワーク厚7mm以下、15枚入り 5ケース ホルダー SPA-0054 対応

超硬デザイ ン刃 SPB-0051 ワーク厚 7mm 以下、3 枚入り 1 ケース ホルダー SPA-0077 対応

超硬両丸刃 SPB-0031 ジ ョ イ ン ト シー ト 用、 2 枚入り ホルダー SPA-0061 対応

チ タ ン コー ト 両刃 SPB-0009 反射シー ト 用、 一枚入り ホルダー SPA-0055 対応

刃先調整器 OPT-C0030 ダイヤル式
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F. 別売品のご紹介
罫引ローラー関係

レシプロ関係

品 　 名 品 　 番 仕 　 様 備考

罫引ローラー DN 型 SPA-0056 段ボール (E ダン ) 用 RC ヘ ッ ド用

罫引ローラー CN 型 SPA-0057 コー ト ボール用 RC ヘ ッ ド用

罫引ローラー PN 型 SPA-0058 プ リーツ用 RC ヘ ッ ド用

舟形プレー ト EN 型 SPA-0067 段ボール (E ダン ) 用 RC ヘ ッ ド用

罫引き舟形プレー ト AN SPA-0103 主に AB 段ボールの罫引きに使用 RC ヘ ッ ド用

品 　 名 商品番号 品 　 番 備 　 考

カ ッ ターホルダー 4N SPA-0053 A100503 SPB--0013,0044,0045,0046,0047,0008 用 (RC/RT)

カ ッ ターホルダー 7N SPA-0054 A100504 SPB-0048 用 (RC/RT)

カ ッ ターホルダー RN SPA-0055 A100505 SPB-0009 用 （反射シー ト 用） (RC/RT)

カ ッ ターホルダー JN SPA-0061 A100515 SPB-0031 用 (RC/RT)

カ ッ ターホルダー 10N SPA-0077 A100567 SPB-0051 用 (RC/RT)

罫引ローラー DN SPA-0056 A100506 太 (E 段ボール用） (RC)

罫引ローラー CN SPA-0057 A100507 中 ( コー ト ボール用） (RC)

罫引ローラー PN SPA-0058 A100508 細 ( コー ト ボール用） (RC)

舟形プレー ト EN SPA-0067 A100545 段ボール用 (E 段 B 段） (RC)

舟形プレー ト AN SPA-0103 A100891 段ボール用 (A 段 AB 段） (RC)

カ ッ ターホルダー 06 SPA-0099 A100887 SPB-0064 用、 スポンジ 20 mm 用 (RT)

カ ッ ターホルダー 07 SPA-0114 A101211 SPB-0055,0065 用、 AB 段ボールまで (RC)

カ ッ ターホルダー 2N SPA-0113 A101210 SPB-0043,0044,0045,0046,0047,0008 用、 2 mm 厚ま で
(RC/RT)

チ タ ン コー ト 刃 45° SPB-0008 A100106 SPA-0053 ホルダー使用、 SPA-0113 使用

チ タ ン コー ト 両刃 SPB-0009 A100128 SPA-0055 ホルダー使用

超硬両丸刃 SPB-0031 A100372 SPA-0061 使用

ハイス刃 30° SPB-0043 A100509 SPA-0053 使用、 SPA-0113 使用

ハイス刃 45° SPB-0044 A100510 SPA-0053 使用、 SPA-0113 使用

超硬刃 30° SPB-0045 A100528 SPA-0053 使用、 SPA-0113 使用

超硬刃 45° SPB-0046 A100529 SPA-0053 使用、 SPA-0113 使用

チ タ ン コー ト 刃 30° SPB-0047 A100530 SPA-0053 使用、 SPA-0113 使用

ハイス刃 30°7 mm SPB-0048 A100531 SPA-0054 使用

超硬デザイ ン刃 30° SPB-0051 A100561 SPA-0077 使用

20mm 刃 SPB-0055 A100883 オルフ ァー製市販刃 （SK2） を追加加工、 厚さ 15 mm
以下のワーク カ ッ ト 用、 SPA-0114 使用。
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超硬刃 17° SPB-0065 A101227 段ボール用、 SPA-0114 使用

超硬刃 2° SPB-0064 A101209 スポンジ 20 mm 用、 SPA-0099 使用

刃先調整器 （ダイヤル） OPT-C0030 A100068 SPA-0053 用

ロールハンガー OPT-C0120 A100537 150 以下、 長さ 1080 以下、 重さ 30 kg 以下

バキュームユニ ッ ト OPT-C0127 A100556 フ ィ ルター無し、 単層 100V、 0.51/0.7 kw

バキュームユニ ッ ト OPT-C0159 A100660 フ ィ ルター付き、 三相 200V、 0.51/0.7 kw

バキュームユニ ッ ト OPT-C0166 A100884 フ ィ ルター付き、 三相 200V、 1.6/2.2 kw

バキュームユニ ッ ト OPT-C0192 A101708 フ ィ ルター無し、 単相 100V、 0.25/0.38 kw

フ ィ ルター OPT-C0164 A100839 OPT-C0192 用

フ ィ ルター OPT-C0165 A100840 OPT-C0127 用

市販ペンホルダー SPA-0073 A100563 特定の市販ボールペン対応

フ ェル ト マ ッ ト － － レシプロ カ ッ ターの刃の受け、 4 種類

フ ィ ルターエレ メ ン ト SPC-0226 A100851 ブロワのフ ィ ルター用
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